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聲 者小序 —— この論文はフロィドの萵弟に してハンガリの 分祈濟サ V ドル •フ Hl/y チーが槪作の 一つとして 分析极界に古典 
的位 {S を街する名論である。フエレンチーの論文にして#て本誌に紹介したものは•第二盤第七號及び第八號、第五卷第四號に 
ある。 またその 傳記 及び文献表は第一卷第四號 に、その肖 m は第一卷第七號に揭げ てある a 同號にはまたフロィドがフ q レンナ 
1へ-®追倬の辭が譯載せられズある'彼は寶ギー九=三年 S 和八年〕五耳二十一一日-六 +■: 徵1 i て長逝した)分折珙界に生物 
分析の新分野を開拓した天才的街者であつた。 ， 

僩人に於ける糚神活動璐態の發展は、フロィドが示したよぅに、本张優勢なる怏不快原則0動向如何に存する。而 
して•個人の精神活動に特商なる抑壓機制は现實への逾應によつて、卽ち判斷に基く現徙吟味によつて生ずる。こ Q 
よぅにして，原始的存在(動物、未開人、子供たち)の糨神活動や、原始的精神狀態(夢、神經症、空想)に示され 
る第一次的粮祌段階からして、常能人の覺時の第二次段階は生じ來るのである。 

注れたばかりの赤ん坊はその發 M の初めに於て、た^頭强に願望する(卽ち想馓する ) だけで、滿足の狀態に達し 
よぅとずる。それに依つて彼等赤ん坊は滿足を與へざる現實をた：，端的に默殺し(抑顧し)、反對 r . 求めて而も未 







霜ら れ 滿足蟲 も Qtsffil。f 溶、 f ん證含 t ゆ義審霜的及 b 消 

極的な幻赀に翻譯し、その蔭にそれ等の慾求を腿すに大して骨1:折らな S のである。 r 幻览の方法で滿足しょうとす 
る此の試みを抛槊せしめたのは、豫期した滿足〇現はれな s こと，卽ち失望であつた。その代りに心理的裝逍は外界 
G 實狀がどうなつてゐるかを自己で見きはめることに定め"現馊を一 j へようと骨折らねばならなくなつた〇斯くして 
精神活動の新しい M 理が始められることになつた。 fip ち快樂的であつたものは ite ¥想像されず、假令不快であらうと 
も现 S 的&ものが想 ft されることになつた。」 ( Fild : FprmuHerungell tibor die svei prinzipiou dee p , hf 3 hen 
GCGChernso 

この m 要な論に於いて 7 ロイドは、精神發生 q 此の基礎的事迓を我々 r 示してゐるのであるが、この論文は快樂段 
階と現搜段階との fill の分化を明瞭に示すことを#らその目的に限定してゐる。フ&イドはその論文の中で成程、精神 
機能の二原现が共存してゐる過渡的段階(空想，藝術、性生活)を論じてはゐるが、併し彼は、稍神活動の第一次形態か 
ら第二次形態が發展して來るのは、漸曆的に、卽ち一歩一步と連續してかと云ふやう&問越や、常態又は異常の精神 
生活の中に發展の斯かる段階は認められるか、或は夫等の諸段階から出て來たものが證明せられるかどうか、と云ふ 
やう&問®1は、姑く不問に附してゐる。 

併し乍ら 7 a イドは、强迫症患者の精神生活への深き洞察を示してゐる初期の著作で一つの事^に注意を呼んでゐ 
る。その事®を出發點として a ると*精神が快樂段階から m ^ JC 段階へと發展するその間のギヤブブを架橋せんと試み 
る事が我々にも出來るやうである。 

精神分析を受けてゐる强迫症患^たちは I かう云ふ風にその論文の中に害いてあるのだが 1■ 善につけ、惡につ 
け、彼等の念成•感情及び願望が全能であるとの確信をすてることが出來ないと言ふ。彼等は相當の教育を受けてを 
り、大學程度の知識や理性を典へてはゐるのだが、それでもそれ等の敎育や知識や理性を以てしても猶且、彼等の欲 
望が何らかの說明し難い方法で^現せられ5であらうと云ふ感情を如何ともすることが出來ない。此のやうな狀態が 

幼兒に於け S 现货感の發诚段階 
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本當にあると云ふ事は.總ての分祈者が何度でも確認し得るところである。他の人々の幸 •不幸、 さては彼等の生殺 
までもが强迫症斑紫にとつては，患^の抱いてゐる(夫れ自體に於いては無雛な)何らかの思想過程及び思想的行動 
によつて どうともなる と 漪へ られ てゐることを•分析^は知るであらう。患^は何らかの魔術的思考を抱き、叉は何 
らかの魔術的行爲を行ふものである。でな VV と、 何か大きな不幸が誰人(多くの場合，近親若の一人)かの 上に 下る 
であらう 。此のやう fe 確信は迷信的であると他人には感ぜられるけれど"本人は如何にそれ0反對の經驗を繰返して 
持つて も， その やうな 確信に毫も動搖を感じないのである。 

これ等の願望衝動は論理的には正しい が、 併し到底堪ヌ難いものであると云ふので抑壓せられ"その代傲として斯 
かる强迫的の思想や行爲が生じたものである事は"これを分析して見れば解るのであるが•そのやうな事實は別問 SS 
として、我々の注意を專ら此の强迫的症候の特異な顯現に向けるならば"我々 は， そこにそれ自身の問阻5:構成してゐ 
る©を容認せねば&らぬ〇 

精神分析的經驗によつて^は、此の症候(卽ち全能感〕は人が何らかの不可抗力&る本 np に^^し&けれは '& らぬ 
と 云ふ£とを氣付いてそれを投出したものであることを知つたのである。强廹神經症 は、 糖神生活が幼兒的發展段階 
へ退行してゐるものである。その幼兒的精神生活の特質は願 M と行爲との lli ] に禁制し、遲延させ.反辑させる思考活 
励がまだ介在してゐない事にある。 QP ち願望充足的運動が願望の起きるや否や自發的に、何の蹄躇もなく直ちに緦起 
すること——不快なも©はこれを逃避し、惙快なものはこれを追及すこる と ——にある" 

多少とも意！！から去つた一部の M 神生活 tr 斯のように强边症 m ^ f に於いては^—分析が示すように I 、發達停 
滯(定猗)のために此の兕遛期の水準に留つてゐ る。 而して願望と行爲とを同格に扱ふ。何となれば"精#生活の抑 m 
さ Ja た部分は(抑壓のために"注意圈外にあるために〕二つの活動の間の相違を知り爵ない爲に顧望を行動と等 M で 
あると 考ヘるが、而も抑！！? r 被らないで自由な發展をし"而して敎育と經驗とによつて賢くなつた自我そのものは" 
これ等兩者を等 M 視す6ことをた^一笑に附する事が出來るからである。强迫症患者の內生活が不協和であり、知識 










と迷信とが不可解に並存して t のはそのためである。 

此の やう £1 鼠徴的現 f して諸す衾けでは十分に滿足が行かない5、私皆問す今では、子 
供が念傲と S とを S とする與敢 i 持つてゐるのは如何にして J あるか。子供は頭上高く懸つてゐるランブや、 
皓々たる月や、その他あらゆる物象の方に手をさし延べて，それで如何にも手が屈き、さうしてそれを如何にも自分 
の手中に收めることが出來ると確僧してゐるやうな素振を示すが*さう云ふ確信の感愧は何處に由來するのであらう 
no 

rf S 時代に抱いた 犬—妄 S 一部は(强拉 1 S 全能奮の中£ S に吿白せられてゐる」と5フ B 
ィドの假謹 H 就 S て、私は旣 SY 5 5たし、ま袤，-る妄战 sli 命如何を迪つて兒ょうと試みた。こ 
のやうにして私 S た、裏が快不篇 St 現舊則へ4,震して行く —に就“て何か新しい1を知り得ばや 
との 希窺を持つた。何となれば、幼兒期の誇大妄想が失はれて自然力認識がそれに代る S 驗に依つ^*自らさう代ら 
ざるを得なくなるのだ)と云ふことが裏發展の本質的內容を構成してゐると私には思はれたからである。 

決不快原則 M 屢し •外界 Q 獲を 簏する如き 1 は一つ®架空であるが、.併しかゝる藝は幼兒がた^母親の 
介抱に S み安住してゐた時代には殆ど完全に實现せられてちつたものなのだと、 S ィドは云つてゐる。そこで私は 
それに附加してかう云つてもょからう、人問の發達の或る時期には快不快原則にのみ屈從してゐるところのかXる 
理想が.姓？られてあつた Q だと、うしてこれは置空？大體に於いて fs く、寧盏 S に於いて完金に姓 
現せられてあつたのだと0 

私の云ふ S 人盟母胎内に於 5 S ? 時期 G 事である。こ©狀變於いては、人問は母？體に寄生してゐる 
のである。生後 Q 子供にとつても「裳」はた i めて限定せられた意味に於いて®容在してゐる5ぎな，い。保 
謹-保温■资莛な ir の如き必要事はみな母親に依つて供給せられる。^際、赤ん坊は給與せられた酸素や煢養物を攝取 
する勞をさへとらないのである。何となれば、これ等の酸素や赞菸物は適當な設備に依つて赤ん坊の血管屮へ度接に 

幼兒に於ける现焚感の發 M 段陪 





速せしめられるやうにまで世話を見て貫へるからで ある 〇これに比べると*例へば趿内の廻蟲の 如きは自己を保持す 
るために「外界を 變へ る」ベくもつと多くのことをしなければならないのである。然るに胎兒の存績 ©ための介意は 
一切母親に委讓せられてある。それ故にもし人間が母胎內にある時に心 EH 生活を持つてゐ たと する & らば ^ ，持つ て 
ゐたとしてもそれは無意識的なものに過ぎないが(併し心理生活が出產後に於いて俄かに 始まると考へることは遊だ 

風かしいことだが)-彼はこ〇存在からして自分は取實上全能であると云ふ感じを持つたに相違&い〇ところで、 

その全能感とは何であるか？自分の欲する一切を自分が荷し"これ以上望むべき何物も骑つてゐないと云 ふ 感情に 
外なら ない。 然しながら胎 M はか X る 感情を自ら保持してゐる。何となれば，胎兒はその本能滿足のために必要なる 
一切を常に所荷してをり，さうしてそれ以上望むべき何物も & いからである。それは望月の r 缺けた る ことのなし」 
と云ふ狀態である。 

|£不母規又は睥帶その他が病無をし?:り搔我なした y " そのやラな陷笹の結染として人 nn は EEI 1 母 Kr 内に於いて必要 (CKI 而乜 
ざる^#ないことがある。そのやうな楊合には彼の全能感は失はれて「外界變. JEJ の努力を拂つて仕^をしなければなら 
な{なることがあ5。一例を猓げれば"窒息の危險1:面した場合には羊水を吸入する如きであ5。 

子供が自分を全能であると思ふとの誇大要想は*このやう！， T 金然根據のないことではない。子供と强迫症患^と 
はその願望が充足されるに速ひないと云ふ考へを放棄しない時には、彼等は別に不可能なととを現^に求めてゐるゎ 
けではないのだ。彼等は#て存在した狀態、彼等が全能であつた r 樂しかりし古の日」の再來を望んでゐるに過ぎな 
いのだ。 (無 條件的金能感段階) 

我々は人類史の記慌痕跡が個人に傳統すると云 ふことを 當然として假定する が、それと 同じ繩由 に 怯つて、否寧ろ 
それ以上の當然事と して、 胎内的な心理過程が出鹿後に生ずる心邳的材料の形成に影體 を 及ほさずにはゐな いと 云 ふ 
こと を假定 する。出產 直後(〇赤ん坊の 行動を M ると、 心理的過程の このやうな 繼綏を認める ことが 出取る 0 

|£木フ a ィドは佩々かう指摘して&|00分娩行©の間の感贽のために子供は被出產後の生活に就いて始めて不安な取能感愤4» 












招つや 5 になる&しい〇?1してその不安感情は後年の1切0不安感情の谅?01なるのであ§1。 

生れたての赤ん坊はぎ分 Q 一切の疆に關し三雜的に、新しい(彼に4て判然糸賊で—ろ2狀勢に 
■腮するものでは/ i い〇分娩直後に彼 rt 呼吸し始める。それは濟帶脈管(§^1〗0已5男さ)$:結ぶことにょつて遮斷 
せられてゐる酸素〇供給を回 m するためである。呼吸機制は夙に胎内生活時代になされてゐたのであるが、こ〜に r 
た 1 C 呼吸し始めることに依つて赤ん坊は酸素供給を活潑に回復することが出來るやうになる。併しながら、もし人々 
が生れたての赤ん坊 ic 殘存してゐる行爲を觀察するならば、赤ん坊は「望月の缺けたることのな」かりし胎内生^の 
颚穩無事狀態を無殘に掇亂3れたことを嘆き，それどころか、その喪はれたる樂園狀態を再獲将したいと愤 tt してゐ 
Kr ことを人々は感ずるのである。育兒老たちは赤ん坊のこの願望を本能的に認識し、赤ん坊が腕いたり泣き叫んだり 
してこの不抉を表現すると"彼^は 1 E ちに赤ん坊を' それが只今 E 松て、來た狀態に出來る/ C け酷似した狀態に故意 
的に ts vv てやるのである。育兒翁は赤兒を母親の溫い身體の側に艘かせるか"或は菜く/温い被ひの中に包み—#親 
の温い庇護を受けてゐるかのやうな錯锃を與へんとする。育兒者は赤ん坊の服を光線の刺戦から護り■その耳には强 
5刺戦0來 な S やうに し、 胎內に於 S て焦立たしい思ひなしに過ごして來たのを M に續けて亨樂出來るやうにしてや 
る。或は赤ん坊を榣り動かしてやつたり.韻律の單調な子守唄を职つてやつたりして、育兒漪は赤ん坊がょしんば胎 
內に於いてさへも S : けないでもなかつたところの韻律の眾調な微か? X 刺牌【母親が歩く時の動播的運動、母親の心臟 
の鼓動、身體の内部にまで陵人しさうになる外部からの鈍い昔)を W 現出させる。 

もし我々が(育兒笤のなす如く)生れたての赤ん坊の心现の中に感情移入するのみならず、更に念傲移人するなら 
ば、 赤ん坊の堪えられ&さ ゞ うな 叫びや跑きは、以前には滿足耿態になつたのに、それが m 産の結梨忽ち失はれて極 
めて不怏であることに對する一見祁 / e 不適當なる反應であろと云はなければならないのである。フロィドがそ0『夢 
Q 解釋』の一般的な部分で說明してゐる考へ方 1 C 從へ ば、 右に述べて來たやうな(赤ん坊の〕不快不滿の節二の歸結 
は、 失はれたる滿足狀態を(烁胎内©溫く靜かな惱みなき歌態を)錯赍的に秤现しょうと云ふことだと假定出來るで 
幼 511 に於ける sa 放感の發肫段階 
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あらう。赤ん坊の股初の願 M 衝動は-それ故 ！ T こ の狀勢を再獲得し ようとの こと以外ではあり得ない〇ところで- 

こ i に不思議なことは^常識的な介意を豫想して-この錯錄が事！；上^现せられてゐると云ふことである〇赤 

ん坊の主觀的 a 地からすれば•以前の無條件的「金能 asj はた r 僅かしか變化してゐないのである。何となれば/赤 
ん坊は實際上願望目的,5:た f 錯赀的な方法で摑まうとする(想像しようとする)のみで、外界のものは別に何も變化 
させるには及ばな S のだから……。赤ん坊は確に现實の因果關係に就いて、或 Id : 育兒漭の存在や活励に就いて、何の 
知識も持つてゐないのであるから•彼は自分に ft 術的な力が具はつてをり、そのために彼はた L * そのものを滿足して 
ゐる自分を州 ■.! しさへすればよいので％てれだけで自分の願望は總て充足せられると感じてゐるに遠ひないのである。 
(魔術的、幻磔的金能感段& ) 

育兒婦が赤ん坊の幻炝を JK 確に察知してゐると云ふ C とは、彼女の行爲の効梁に依つて示され k ミ育兒上0敬初の 
手當が施されるや否や，赤ん坊は安靜になり、眠りに這入つて行く。併しながら.最初の眠りは外的刺戦、から出來る 
だけ庇謹せられてあるところの胎内狀態を rr 尾よく再現した V の亿外ならない。そこには、生長及び再生の過程は何 
ら外部的な f . t 事をなすことに妨げられることなく"一切の h ネルギ—を自分自身の上に集中することが出來ると云ふ 
生物學的機能も果されてゐるやうである。或る考へ(それ 1 C 就いて[±只今の場合述べてゐられ & S が)に從つて私の 
確信してゐるところに味る - i ■その後の一切の眠りはまたかの魔術的/幻覺的全能感段階への週期反復的な 5 a 行であ 
0、 さう して この 退行の助けに依つて胎内狀勢の絕#的全能感へと週期反復的に遇行す る ものであるの だ 07 ロ ィド 
に依ると、あらゆる心珂系統は快不快原則に協つた手段に依つて存在してゐるものであ&,と要請しなければならない 
さうしてその手段に依つて一切の心现系統は現 1 C の 刺戦から M 行する ことが 出來るのであると一 g ふ〇ところで' 私の 
考へるところに依ると* ^ や ai 眠はそのやうな手段 $: 艰すと ころ0 機能で ある 〇つま P •小兒の幻锡的全能感が成人 
の生活中 1 C 璲存遺傳してゐるものである。この退行と病理的 I 對をなすものは、精神病渚に於ける幻踢的な願望充足 
である。 
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本能滿足 Q ため Q 顧■謂的に顯現す f § tGU 、 芘は#繫發$られる機會 Q 生起 s して何急 

頓着をもしてゐな S から、そこで願望充足を幻赀的に果して見てもそれが锼際の顾望充足を滞すにはも早不適當であ 
ろと云 ふこと が やがて分つて來 る。 で"新たな條件が その 充足に加へられる ことに& り、子佻は何か〇信號 of s fo 
をすることになる。(つまり不完全なものながらもこれに依つて動作的な働きを示すのである。}かくて事情の變化 
は赤ん坊の心の方面に起きて T 觀念上の同一性」のあとに辩いて r 持銷的同一性」が涞，それに依つて滿足が得られ 
るのだ。 

幻赀的段階に於いて旣に、不快なことがあれば不釣合な言動的表白(泣叫び"碗き)が起きると云ふ特質は現れて 
ゐた。これ等は今や赤ん坊に依つて•魔術的信號として用ゐられ"これ等の信號さへ用ゐるなら li 滿足は直ちに得ら 
れるの/ C と考へられてゐる。と云つても勿論外部の助力はあるのだが、そんな事は併し赤ん坊は思ひも寄らない。こ 
れ等總てに於ける赤ん坊の主觀的感情は本物の ME 術師の感情と比較することが出來ょう。彼等魔術師は外界に於いて 
非常に込入つた出來事を思ふま\に起させるために、た^一定の手振りをすればょいのである。 

IE * これ笠 U 類似し T : 10 を柄 ？1! の内に求めるならは、私は常に木物の^癎の m を考ヘざるか得ない。これは大部分の神經症 
の中で S も叫 M 的な t のである〇 40うして私はフ撕癇問題の中には生理的なものと心 M 的なものとの磘別が闳難であるこ 

とは"これ$分-」 S 為、 S 次 QS に注 f 2S 美い。卽ち窗II症 SS 常忌1なもの飞彼 S 

從«であるが、その梃順の背後には恐るべさ憤怒と傲悛とが、極めて稀には"现れるものだと云ふことであ5。この特既 
{1现在に至る乏セ哿通1-は、發作が反愆的1:生ず5轱果として第二次的1:變化發生した1のとして解釋せ6れてゐ^;力、 
仍し 我々はそこ[: 今一つの 別 St のを考へることが出來ると ffi ふ。卽ち i 癲癇の發作は不釣台な述泐に依つて願 M を充足 
い f W がド退行する t の i して考ヘらるべきで It ないかと。さうだとすれば"靡^病龙とは"その人に於いて不 W 
な- q 木能感 It が 1 u : f - 枝し‘時々の痕 !# 發作 [: そ e 爵褙し?: t のが發散せられ£の•たと云ふことになる。もしこの la 明が妥常 
する設明が立つならば、我々 [ t 後牢に生じた瑯砌の病苦もこの nl 十期，時代の不釣合な M 架 M 現 - fc モの定蔚のあるもの i 見な 

幼兄に於ける現 K 惑の潑诚段砌 
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: b ればならない。卯ち"地囤太を路んだ y 、 举か固め f : y " m を HAtALfr つたりなど TS のは、總て憤怒の勃设に於いて 
见られる i ころであつて"それ^は他の酤 T は他 m な人々で t 問じ段陪に狙行 LT : 時[:け多少とも3う云ふ表情^示すの 
である。 

人111]の全能感は、彼等の願望が錯雜の度を加へるに從つて、益々「條件」に依憑するやうになつて來ることは、我 
々の知る通りである。必然隨伸的な顯示だけでは、やがて滿足を澍らせるに不十分になつて來る〇發達につれて願望 
が益々特殊な形をとるやうになれ if なるほど•その顯示には愈々特殊&信號が必要 H なつて來る〇その信號とはどう 
云ふのかと云へば\例へばまづ"幼兒が何か喰べさせて贳ひたい時には、 口# で何か5:吸ふやうな運動をして見せる 
ことである。また排便後の淸掃を望んでゐる緹合には、餿に依つて特質的な表現をしたり、股部を押付けたりする。 
子供はまたその望むところの對象に向つて手を遊し延べること5:漸次に知つて來る。これからして後年には JH 規的な 
身振言語が生じて來る。さまざまな身振手振を適當に結合させることに依つて•子供は全く特殊な必要を表現するこ 
とが出來るやうになる。このやうに衷現することに依つてそれ等の必要は實際に屢々滿たされるのである。そこで子 
供が願望に相當する身振手振に依つてその願望を表现すると云ふ條件に從つてろる限りは、そ Q 子供はなほ自ら全能 
であ〇と思ふことが出來るのである。(庵術的身振手振の助力を俟つ全能感段階 SJ : 

この段階に扪當するものが、やはり病理現象の問に a 出される。念慮の世界から身體的過程への不可思議な飛蹯を 
發見して、7ロィドはこれをヒステ y — 轉換と呼んでゐるが、もしこれを身振魔術の段階への返行として考へるなら 
ば"我々には一層现解し易くなるであらう。現に，糈神分析の明かにしてゐるところに進ると、 ヒス テの發作は 
患渚の抑 JM せられた願望が充足せられたものとして表現せられるに身振手振の肋力?:借0てゐるものに外ならない Q 
である。 iE 常者の心现生活に於いても，無數の迷信的身振手振が，或はその他何らかの方途で効來があると考へられ 
てゐる槪々な素振(咒阻，視福、祈 M の身振手振)がなされてゐるが、それ等は現贲感の發展過程に於ける 一〇の段 
階(この段階に於いて人々はなほ{千宙の疋規的な秩序を勝手に强制する£ とが 出來ると感じてゐたのだ)の名殘0で 
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ある。運勢占ひ、_者•催眠術者などは、彼等の身振手振に完全な力が潜んでゐると信じてゐる。またィタ？の 

ナ . ホ y の住民たちは邪視の咒ひを避けるに象徴的な手振りを以てしてゐる。 ， 

It ネス卩ィド 蒞 『t ステリー硏 究』 2 八 九五卬 〕 參照。 

、ダ要の範圍が擴大して行き、その錯雑さの度が加はつて行くにつれて，個人はその必要を充足させるために彼が順 
應せねばならな s r 條件」は益々增大して行くことは勿論であるが，それのみならず、彼がかつてそれに顺應して効 
m のあつた條件に次にも正邋に顺應しても今度はアテが外れ、彼の佐慾な願盟が充足せられないで居ると云ふやうな 
場合の數も漸次に殖えて行くことであらう。若出した手を益しく引返さねばならない場合も隨分屢々である。望む目 
的物は魔術的益手振 H 應じ W 來て藍れな5。蹵、產てへから f 敵對力がこ振に强烈に反雖し來り 
以前の位 S にまで引下らなければならないことがあらう。今までは「全能なる」#は_自分に從 II なる世界が自分と一 
體であ顴で使へると思つてゐたのだが、併し漸次に彼の經驗の中には苦痛な K 調が感ぜられて來る。彼は自分の意 
志に從つてくれない或る不信不忠なるも Q を外界として M 別し、自分の自我と對立せしめねばならなくなる。卽ち" 
主觀的心理內容(感 S と客觀的心理內容(屢)と S 別 f ことになる。私はかつてこれ等の段階の第一の 
ものを心理の蒙ずぼ^^〇—么—巨^—〇と名付けハ何となれ^この段階に於いては一切の經驗はなほ自我の中 
に織込まれてゐるからである)後の段階を投 Hrt 階 (70 jl § phi ) と名付けた。かう云ふ術詔を用ゐて云ふな 
らば，金能感段階は自我の攝取段階であ^^現^段階はその投 m 段階であると云ふことも m 來よう。 

卯し 外界を葙觀視する やうに なつてもまだ、自我と自我に非ざる ものとの 間 ©あらゆる 結帶を斷ち切る ととは 出來 
ない。成程、子供は"よしんば外界が屢々自分0>願望に反對しようと もた V 世界の 一部分(自己) を 自由にするだけ 
で 滿足 するでは あらう が、併し この外界の 中には子供が自分等自身の中に ある ことを 知つてゐる ところの 種々&性質 
(卽ち、自我の性質)が殘存してゐるので ある。あらゆる 事柄から結論を下して見る子供等は現^に就いての考へ 
の中に萬象齡鏺觀的段階を通過すろ ものと 認められる。その段階に於 s てはあらゆる對象が生命を與へられてゐるも 

幼 5 i に於ける现货悠 Q 發展段階 
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のと子供等には考へられる。またこの段階に於いては•子佻はあらゆる對象に於いて R 分自身の器宫及びその活励を 
發兒せんと求めるのである。 

SJ * この葆级冇靈觀0問題|:關しては、『ィマゴ上誌第1卷に揭げられれ3ハンス*ザクス博士搞『_然感悄論』を袞照せ 
&3 r し〇 

甞て精神分析學に對して嘲笑的な言葉が與へられたことがあつた。卽ち、精神分析學說に铱ると、無意識はあらゆ 
る凸狀物にべニスを發見し、あらゆる凹狀物にヮギナ又は肛 H を發見するのだと云ふ。 この 命 M {± 這般の事 m を適確 
に云ひ表はしてゐると私は敢て云ふ。幼兒の心(及びそこから dl 敗して ゐる成人の無意識の傾向)は 先づ鄯 ら彼自身 
の肉體にのみ拘泥して ゐる 。後になつても何かに吸付いたり、物を喰つたり，性器のあたりに觸れたり•排泄機能を 
果したりして快感的滿足を得る ことを 主にしてゐる。して見れば、彼の最も 親しい 經驗を' よしんば如何に遙かな相 
似に依る 1 C もせよ•思ひ出させる如きものや事柄を外郭に 見出して、 彼の注意がとかくやはりその方に向ふのは敢て 
珍しいことではない。 

このやうにして、人體と外界との間には密接&關係(それを我々は象徴的關係と呼ぶ〕が生じ*それは生涯に亙り 
殘つてゐる。•一方に於いて' この段階に於ける子供は、世の中に於いて見るも〇と云へばた V 自分の肉體的現象〇俤 
のみである。他方に於いて、彼は外界の種々複雜な事柄を自分の旮體に依つて表はずこ i を學ぶやうになり。<:のや 
うに汲徴的に表現する能力を持つことが、身振手振語の m 要な完成である。か、る能力に依つて幼兒は自分の身體に 
直接的に關係してゐる如き願望を信號することが出來ろのみならず、また外界(として今や認識せられるに至〇てゐ 
るもの)を變化させたいとの願望をも表现することが出來る。もし幼兒の身邊の者等が十分な愛情5:以て世話してや 
つてゐるならば，彼はこのやうな段階の存在狀態に於いてさへも自分の全能感の幻錄を放槊するには及ばないのであ 
る〇彼はなほやはり一つの對象を象徴的に表はしさへすればよいのだ。さうすれば，生きて ゐると 信ぜられてゐるそ 
の對象は屢々寶際に彼の方に「やつて來るご何となれば、萬象有靈觀的に思考してゐる自分の順璧が滿足せしめら 
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れた專 SPH 44 sf 彥た§繁むらで1。含滿署やつ X 來方か Mssb な— 4 つ t 

する q で、そこには自分より以上に「祟高」な力(母又は乳母)があつて、その力の lr みを持たなければ魔術的手振 
身振をしても直ぐに滿足が得られないの/ ci 云ふことが段々に分つて來る。併しか X る滿足も‘周園の者等があまり 
殹格でないならば、必ずしも得難くはない0 

幼兒が願望及び願望する對象を^はすために用ゐる身體的手段の一つは，やがて一つの特別な意 a を持つやうにな 
つて 來 る。 それの意 a は、表現のため0他のあらゆる手段$:遙かに越えたものとなる？卽ち言語である。言語は本來 
模倣であ；^卽ち、聲音や種々な事物を以つて(或はその力を借りて}、生ぜしめられる音魈や騷音に依つての表現 
である。慕 1 QK 施力すれば"身露3力を以てすは"外 SSS 物に就いて變より複雜な 
事物を，遙により m 純なやり方で、表現することが出來る0である。言語象徵はこのやうに、身振象徴の代りになる 
のである"或る種の一聯の音德は一定の事物や過程と緊密に結びつき•直ぐに聯想させるやうになる。さうして實際 
それと 同一視せられろに至る。 t の事からして愦大な過程が生じて來る。そこには而倒な羿喩的な想像を逞うすろ必 
要はな S 。 ましてや厄介な戯曲的衷現をすろ必要はない。我々が言葉と呼んでゐるところの一聯の音#の想像や表現 
は、願望を抱いたり表現したりする上に 一®特殊的であり經濟的である。同時に•意識的思考は*それ自身に於いて 
無意識的な思考過程と聯想せられることに依つて"さうして意識的思考過程に知锯的性質を M 與することに依つて* 
そこに言語象徴が可能となる。 

全 * seinpilul 二 Leben ds Sp3che;(18 93 〕 sperber: Ueber den Einfius gmeueraiste S 

wicklung der Sprache ノ IsagoJ £ r 卜參照。 

**7n ィド 藩 『钞 の 解 釋』參 M 。 

さて"言語標微を以て意識的に思考す る ことは心理裝逍の最高の完成である。さうしてまたこれのみが現實への適 
應を可能なら しめるものである。 何となれば 、言語で flil に合はせておけば反射的に行動に出なくても濟む し、 また不 

幼兒に於け S 現實惑の發肢段階 
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快力ら it れる £: とも出來るから。それにも枸らず、幼兒はこの程度0段階にまで發達してゐても*まだぞの全能感を 
如何にして保#すべきかを心得てゐる。何にしても.念硪として表白すること0出雍る彼郸の M 望は まだ 極めて儆少 
で、比黯眾純であつて、子俩の仕合せを思ふ周圍の者らが終始注產く觀てゐると'； j れ等の念磁の大部分を判知 
することが容易で—〇念 f 伴つて常に起る物眞似的な衷現(表情)—それは特に营に於いて著しい I に氣 
をつけて s > ると"か i る前類の漬心は成人たちには極めて容易に & るので ある。また 子供がその願望を實際に言葉に 
m すやうになると、常に世話をしてやらうと用意してゐる岡_の^等は出來るだけ速にその願望を協へてやらうと念 

ある。 

往 本「锻 術」 の心理的 說叨 として (1 勿論" こ3信念の中に"この他 |: 、物理的事货(遠隔感應の如き〕の璨感せられて*-5こ 
i も見 M すことは出來な 

强迫症底^か€:分の念隨や言葉の全能感を放棄することが出來ず、フロィドが棍摘したやうに*かくて行励の^0 
に念組するやうになつた時には-彼等は實に右の現實感段階にまで退行してゐる もの、 如くで ある^, 迷信. 魔術.宗 
敎的愼式などに於 S て 3 T 爾々の祈彎咒詛.或は魔術的言葉な—た一,心の中で唱へたり.或は聲商に唱へたりし 
てその 1 QS れむこと^ I 更念ずれば、それ§で不可抗力餐撑せられる Q だ矣ふこ Q 信ま、 そ S 大 1 
役割を®してゐるのである0 

註* か X る全能感(銀驗)は特に廢語に於いて强 i と信ぜられてゐス■のが#微的である。 

人数にはこ Q やうに殆ど手のつけられない誇大.妄想がある Q だが、これに一记矛®する如く思はれるのは或る棟の 
神經症 S 劣_であつて*彼等は熱情的 y 成功を求める Q であるが、そ Q 背後 S ァ—ドラ IQ 所製 S なるも 
e - R あつ、それを f f く S して tQ で—。 i にま5した分析をして見 t ’ 奪 f 劣等感は 
法し—れ— H 止—て1で—<、神經症 Q 說明に—も？はなく.？—れ—能 S 反動で 












ある t とが、あるゆる場合に於いて明になつてゐるのである。さう云ふ誇張的全能感の段階に彼等患者は幼兒期に . 

r*#>- - • ， _ . , - . . i • - * - , 

r 定蒞」を來たしてをそのためにその後自分の全能感を否認することが出來なくなつてゐる〇である。これ答0 
人々は傀大への憧槪心を明かに持つてゐるが、それはたで「抑脈せられてゐるもの V 搽頭」に過ぎないのであつてノ 
#て何らの努力なしに京受したことのある全能感を•今度は外#を變更することに依つて再び莩受するやうに&りた 
いとの锣 s 企てに過ぎないのである。 , 

繰返して云ふならば、總ての幼兒は幸靦なる全能感の妄赀の中に生きてゐるのである。その装魏を嘗て何れの時に 
加—或はた/胎内に於いてのみであつたかも知れない程だが j — 彼等は t £ I ^ に抱いた0である。彼等がその全能感 
を後年に至るまで保持して樂天家となるか、或は彼等の無意識的，非合现的願望を否認することを背んぜず、一寸氣 
に觸るやうなことがあつても非常に侮辱を受けたと思ひ1-輕蔑されたと感じ£:分が運命の唯一人の愛子でない故にと 
て運命の繼子であるときめこんでしまふところの M 世寂の一人となるかは、彼等の內質(じ Aimou 〕 と外連 ( Tycls 〕 
とに侬るのである0 

快不快原則に全的に支配せられなくなるのは兩親への心现的依鄺が十分に淸算せられた瞬 [ H 1 からであると■フロィ 
ドは說いてゐる。全能感が温潮してその代りに還境の力を十分に評*するやうになるのは、やはり■この時期に於いて 
L # あるが、その時期が何時頃から始まるかは，侗人に依つて實に區々である。現實感がその#:€點に達ずるのは科战 
に於いて ir あるが、蚤能感の幻赀は科學に於いては砬も迎だしき屈伏を餘儀なくされる。以前の全能感はこ、では分 
解して單なる「條件 j となつてしまふ。{條件觀‘決定觀 d とは云へ"人々はなほ意志自 E 11 說に於いて樂天的な^^ 
的ドグマを保和することが出凇る ■ °何となれば、このドクマは含能の空想をたほ：性現することが出來るからである Q 
我々の願望や念皰は條件づけられたものであるとの認識は、常態的投出(卽ち容觀化)の股大限を示してゐるもの 
である。併しながら、そこにはまたバラノィァと呼ぶ精祌異常がある。パラノィアは自分の頤望や也礅.が外-界に押出 
されてゐる、投出されてゐると考へてゐる0が就中*その特質である。この秫の精神 m の定淸點は、全能感の筋極的 

: ' い ， * : • 1 i • : £ - - , 

幼兒1:於ける現 K 感の發股段階 
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:1 c 拒否せられ K ? 時期に•卽ち現實感の投出段階に，あつたのだと考へることは自然であるやうに思はれる0 

It * フ a イドの『阽镌神經精神症』及び『或 vo バラ，ノイヤ恐者の〇傳に就いての分析的糊按 j を參 !!tl せられょ〇 ( 課者附言、 
共1*邦課は朱：たな CV 3 

現 If 感發 M の諸段階に就いては，これまではた r 主我的な、所謂「自我本能」的な死地からばか0論じて來たが、 
之の苗我本能社向己保# i /> 機能に資するも0である。然るに7 n イドに依れば、現實は性慾とょりも自我と一辟密茇 
.上關係？あるものである。何となれば、一方に於いて，性慾は外界 m 依 Mi することが少い(それは長い pa ] 自己性感的 
，に滿浞を得てゐた。)のみでなく、他方に於いて、そわ id 潜花期簡に於いて抑 M せられ-長い問現實と接觸すること 
がなかつたからである。性慾はこのやうに、生涯の Rn 快不快原則 m 顺臘してゐるのであるが、自我はあらゆる方途で 
現實を蔑視しつ i . 而もやがて現實のために最も痛ましき失望の苦杯を#めなければならないのである s 

ft* フ n イド描 ' 、 yjalurlkl, 芎 8.2 、を袞 gp . 

性的發展中の全能感(これは快不快原則の支配してゐる段階の特質であるが)は如何と云ふに、この方 ： gfc 於いて 
は「無條件全能段階」が自己&感的種類の滿足の放棄せられるに至るまで(卽ち-自我が現賢のいや增し來る錯雜さ 
に旣に久しく順應し、魔術的身振や言葉の段階を通過して了ひ•自然力の全能を殆ど完全に知悉して了つた時に至る 
まで〕存續してゐることを認めないわけに行かない。自己色感とナルチスムスとはこのやうに*色感上の全港感段階 
であろ。而もナルチスムスは決してなくなるものではなく、對象色感に於いてさへ常にその側に附隨してゐるもので 
あるからして"我々はかく云ふことが出來る。 e !] ち自己愛に關する限り、愛情の問越に就いて {!' 人々は生细の nn'#'c 
全能感の幻赀を保持してゐることが m 來ると〇戀愛對象に於ける失望が悉く明白となり今更就據を必要とせぬやうに 
なつた縢には_ナルチスムスへの返行の道がそこに不斷に開かれる。知力喪失症5發性痴泶症 X やヒステゾ I の背 
後に自己色感的、.ナルチスム K 的退行が潜んでゐると云ふ取はどうか i 思はれるかも知れないが，强迫神經症及びバ 
ラノイァの定翁諸點は r 色慾上の現赏 j (對象を求めねばならぬ事)(7)發達線上に發兒せられなければならない。 


\ 
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併しな f これ等〇諸關係は—ゆる神經症に就いてまだ十分に硏究せられない4 k 我々は神經 ?: Q ぎ配に瞄 
するフロイド Of 般的命越だけで滿足しなければならない。神雛症の選採 i : はつまり、後年に至り病的障害が區々で 
あるのは、「自我及び性慾の發展の如：！：なる段階が發達の決定的禁制に影糖せられ るかに 伎つ て 決定せられ る。」と 
云ふことである。 

とは云へ•我々は以上の命題の上に更にも一つの命越を敢て附加することが出來る。色慾感の種々雜多な願望內容 
(卽ち■色慾^望が充足せられたものとして示されるのが症候で、その症候に tt 種々雜多な色慾願望や色慾目的が現 
れてゐるのであるが1それ等の雜多なる願望や目的)は、性慾發達の如何なる點に定着があるかと云ふことに係つて 
ゐるのだが、神經症の機制は個人が決定的禁制を受けた時に當つて，彼の自我は如何なる發逵段階にあつたかと云ふ 
ことに係つてゐ>〇らしいと私は思ふ。性慾が平期の發達段階に ia 行するに連れて*定着當時を支配してゐた現實感が 
症候構成0機制の中に W 生し來ると云ふのは、極めて考へ得べきことである。と云ふのはつまり、この早期に支配し 
てゐた「現筲試驗 J は、神經症者の現在の自我には现解せられないものであるから，それが抑壓力のなすがま i にせ 
られ"かくて檢閱を受けた感情 n ムブレクスや念 m コムブレクスを現出するためにそれが使 m せられるのを妨ぐ由も 
ないのである。例へば、ヒステ yl や强迫神經症の如きは、この考へ方に依ると•一方に於いて，性慾の早期發達段 
階自己色感 ■ H ディポシズム)への退行としての特質を有するものだと見られると共に V 他方に於いては、これ等は 
その機制に於いて、現實感が魔術的身振手振 C 轉換)又は魔術的念撖(念慮の全能) 0段階に退行してゐるのがその 
粘質/ C と圮られるのである。繰返して云へば.總て神經症の定着點が確迓につきとめられる前にはもつと長 S 孜々た， 
る硏究が遂げられねばならない。た/私はこ\で■解決への一つの可能性が開けてゐると云ふことを示晈するに止め 
たい。さぅしてその解決の道 tr 見込みがあると私は思ふのである0 

現 , S 感〇起源說に就いては、我々は現在のところ*た r 科璆的豫言めいたことを： k ひ得るに過ぎない。我々は何れ 
の日か，自我發達の各段階、並びに神經症荠がこれ等の諸段階にまで退行してゐる種々0沏を人類發段〇各段階に比 
幼兒1:於ける现货感の發 M 段階 


t 


較平行させて考察すること、宛も 7 ロイ r が野赞人 Q 心理生活の中に强迫神經症者0諸特質を再發兒したる如く&ら 
しめるに成功し得るで^らうことを*敢て云ふものである。 , 

:眹ネフ n イ r 『 トーテム i タブー』始めて發表せられたの；は『イマゴー』誌第一卷 c 1九 I 二¥ ) 誌上に於いて^わつ f : が" 

. その時 (I 表題 it 別に！ T 野變人及び神鸫症考の心理生活に於け5二 s SM 致點1:就い X 』と宕ふ〇であつた。 

: 一般的には、現實感の發逹は種々な抑壓の漸次綱起する £■: とに於いで觇 H :: れる"人類はか、る揶鹏へと已むなく强 
びられるのであつて•發達への自發的努力からではなく、巳むを W ざる斷念ベ>#噬する必要から^あ^。最初の大 
きな抑壓は出產と云ふ過程に依つて强ひられる。この m 産と云ふこと fi ' 兒觉の侧に於いて何ら能動的な•協力の下にな 
されたわけではなく、本來彼の意圖ではなかつたのだ。胎兒は寧ろ母胎〇■中に安！！にして统つてぬたいのが山々だ。 
併しそれは殘酷に現世に投り出される. 0 さうして母胎内で樂んだ種々な滿足を忘れ(抑壓し)、新しき環境に適藤し 
なければならない。これと同じ殘酷なる藝當は發達のあらゆる新段階に於いて繰返されるのである。 : 

誌* L しこの 思想を論理的に追及して衧くならぼ*人々は.忍耐の傾向、 m 行れ傾向" t £ どの M 念にぶつ，つか？やう 1 C なる〇玄 
: T : 主埂な有機生活、發達'適應などか促す傾向 0 vn 等 It 外的刺戟にのみ依存し，てゐる〉などの觀念にも打つかることに 
な SC (譯潘 日、フロイドの r 快不快傾則か超 £.て』 を謓む とこの 謎の t つな 論现'か判然す る J 

厚始人がその好める帮惯を抑爾し、このやうに「進化」(發達)して來たのは、地球表而の地理的變化並びにそれに 
伴ふ激しき結娘のためであると推定することが"恐らズ許されるであらう。そのやうな大變化は人類の發達史上に於 
ける抑壓の位®であ〇たかも知れない"さうしてそのやうな大變化0時間的位置及び漱しさが人類の性格及び神經症 
を決定したかも知れない。フ a イド敎授の說に依ると*人類の性格は人類史の痕跡を保存するものである。我々が科 
m 的に知り得べき埒?:超えてこ、まで敢て云ふ以上は，個人的抑鹏(牌在期)と* (地球上に人類の旣に#在した頃 
Q). 我々 0 原始祖先 1- 打擊を與へた骰後にして骰大なる激變、卽ち氷河時代の悲慘なる影 # と〇間に關係を認め"そ 
の影驟が'今猶我々の個人生活の中に反復せられてある Q だと認めること■位に•必ず，しも逡巡す sic も當るまい。： 
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■註*現鸾の必袈が生じて心 tx いのに逸化 C ® M 〕 の方が生じてゐる磲合があ a ところを現る气從前の訇憤になつてゐる櫬制 

(準化)が放 3 SW £> れるのはた V 外的强制にのみ依るのであつて内的 P 1 發的銜動に依るのではないと S 考へ方は叛理では 
ないか ilK ふこ 4 になる〇そ01例としては、呼吸賤制が旣に眙內に於い飞我城してゐろ如きであ£〇これは、咐しなが 
ら"れ \ r 冇機體狡 m 說11於いてのみ ram になることであつて、只今の場合で it た^人類史に於ける强制的な as 化過嵇の一 
反很 ■として ^ ■ へらる ぺきである〇泐物が游戯 をす るのは後-卜人類に於け S 遊戯となつて一殴の淄化か示すべき t の、掬徵 
的段.階で あると S ふ說(グ a l ス> があるが" これは VU り 55 ではなくて"稗族 - m : 傅的に m 份し ?:^ 能力の反很に過 ^ 
ない：このやう u > これ等の邡力はその源 W か歷史的 U 說明するこ i 0 出來るものであつて、必ずしも窮極的なものとし 
て兑なけれぱならないことはないこ 

以上のやうに人類の過去の生活への興味津々たる踅兒へと我等を誘ひ、類似點を賴りとし米だ知るべからざるも 
の i 上 tt 理解の橋を架さうとなさしめたところの一切を知悉しようとの强い好奇心のために、我等はこれ等の思索の 
m 發點 I 卽ち全能感の絕顶及び衰翻と云ふ跄目 I へと立房つて來るのである。科羅はか V る幻 a : を放®し/ X けれ 
ばならない。或は少くとも•假定や空想の分野に入らん i する場合にはその翦をよく自铙してゐなければならな so 
これ It ; 反し、宽話に於いては全能 s 空想は依然その主調をなすものである，自然力の前に最も謙虛に我々は低頭しな 
ければならない場合にも■意話はその典型的な、王殴を以て我等に助け舟を出して與れる。現®に於いては我等は弱者 
である。それ故に宽話中の英雄は强者で負けることはない。我等0活動及び知識に於いては、我等は時間と空問とに 
俊つて制时せられ妨けられる。それ故に lit 話に於いては我々は不死であ〇、一度に百の場所に於いて過去と未來とを 
錤見する。取物の®苦しさ、固苦しさ、不可浸透性は‘步毎に我等の前途を阻んでゐる ◦ 宽話に於いては、併しなが 
ら、.人々は翼$:持ち*その眼力は壁を貫き、その魔術の杖はあらゆる邡を打開く。現迸は生存にとつては困難. 7 X る It 
ひであるが、®話に於いては「小さい取子よ、吾が前に立つてあれ」と云ふだけで十分である。人間は危險な動物や 
恐ろしき敵からの攻嗯の前に不斷の恐怖の中に生きてゐなければならないのだが、宽話に於いては魔法の街子さへあ 
れば我々 K どんなにも姿を變へ敵が近付くこと0出來ないやう忆することも Hi 來る。现赞に於いては、あらゆる我等 

幼兒に於ける現- 1 ¢ 感の發展段踎 
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の願望を充足させることの出來るやうな愛を得るのは如何に難いことであらう！宽詁に於いては"英雄は不可抗的 
であ或は魔術的の手振身扳を以て魅惑することが出来る。 

31* リクリン嵇『贲話に於ける颇望充足±浓微』(邦課は未だなし〕を淥瓯。 

このやうに寅話なるものは、成人たちがこれを子供等に語ることに俄つて彼等自身の充足せられざる抑壓せられた 
る願望を饨すも©であるが，實に全能愍の失はれたる牙城を最後のII術的隶現にまで爾すものである0 (終) 

X 

附首 —— 第十二頁に於いて フュレ ゾチ — tr 凸形なるものと凹形な£も のとに 男女の象徴： 發見 する i 云ふ iiII 就いての世人 
の批評に對して 辯 解が生し いことか 迸いてゐるが"あの辯 fw は あ生り巧妙でない IX かりでなく、艰る云はで t のこと である Q 
か、 S 象 微的解 释 II 分 祈 雄 徒の黄任で t なければ功 紐で もないからだ 0?; v * その 心理的 機制を 氓的に 明 剷 1 :說明 LT : vr けの事 
でちる。 これ ^焚際に行つ f : ものは 昔からの人類全般であり" これを 避初に淡然 i ながら、豇覼的 [: ながら解釋しれものは生 
物取泝たちであつ?:〇分析^徒は樅前の人々の無意識行動 li 對する K : Istrtfi 解 ㈣ か科隳的に极柢づけるに始めて成功し nr け 
だ〇沔穢越が典いものを扱ふとて"*いのは汚穢 M では打く"菸を〇まんで&ろ御资人で II ないか。货任轉秘も狭だしい。 

(採者) 
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早熟兒 Li 就いて ■—— 

小山 良修 

_ 

こ (D 文はゥ ィーン 大學小兒科敎授ルドルフ •ノ ィラート氏蘧 r 思卷期』中にある早熟の項を譯葱したものです が， あ 
ま0翻譯だけになつても面白くないと思ひまして"勝手な敷衍をいたしました段最初に御斷办いたします。 

X 

醫學 的には" 我々 生れてすぐから十二三歲頃までは生殖衝励〇 ^ flhtungsimpulB 〕 が働きそれからは思春期衝動 
( ruberpiEmpuk ) が强くな0、ここにはじめて全身の發育を遂げるもので£ると申しますが"早熟の場合、この衝 
動が接近して働いてしまつて特有の小兒期が現はれないでしまふのです。從つて十二三歲以前に思春期の特徴として 
の生殖器の發育、陰毛•锊.聲がわり，陰部脂肪、乳 B 發育•月經.等がみられるのであります。統計上"早熟兒は 
女が男の約三倍半の頻度であつて•一歲で旣に月經の來るものが相當にあります。男子では四五歲頃の發病(？)が多 
く見られてゐます。早熟になれば二次的に全身骨胳及齒牙も急 m 發育致します。いづれにせょ、異常發育であ&ます 
から死亡率も高く，早熟：早老が多いのですが.念速な發育期 CO 危險をうまくきり拔けた60は何ら變りなく天命を 
全うするらしいのです。精神的には槪して發育は惡いょうです。早熟の分類は三〇に大別されます。 

( I 〕 眞性早熱 

これは病现解剖學上に何ら原因のみられないもので"心身共に¥く小兒期を終り大人になつたもので(神話などの 
ものは主にこの部類です が)， 旣に胎兒期の發育を或程度以上にしてゐたもので、引賴き急速に進化して比較的均整 

翠热兒一一就いて 
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のとれた大人になつてしまふので，豫後もよ <" M 女共にみられます。 

01)内分泌性早熟 -:: 

この部類が臨麻上、最も多 <• (と申してもまれな病氣で日本で報吿された總數は四十例5:越してゐませんが醫學 
上〕興味のあるも0でず。 ： ， 

, 第 , 病的生殖器肥大性(假性)早熟—これは生後數年經てから急に發苜が著しくなり•(女子なら月經が現は 
れ)思春期の特微が年齡に似合はず著明とな〇糙くと云ふ m にな.〇ます。この原因は卵 m ® 揽或は擧丸腿揽等が出來 
て"生殖腺が病的に刺戟されて起るとされてね吏す、其 M 瘍には病理學上、種々あ區別されてゐますが專門的に 
なりますから略します1た三畢丸涔と云ふて-畢丸が|つ多くてこの症狀を起すものが あり. 其餘分の 一個を 剔 
出して無^若返つた(小兒にかへつた)報吿もあります、たま^^今年七月 山口 市でみられた一例は早熟は どうだつ 
たか記載されてなかつたが十九歲〇男子が三畢丸客であつて、長時の陰莖勃起を來し有痛性で困つてゐた のを 三個 ii 
んでゐた睪丸のうち中央の I 個を剔出した所"全快 L た由です(蹩學博士田中屋淸人氏報告)話は更に餘談になり£ 
すがこう云ふ意味での若返りはホルモンにより出來るのでありますが"七十歲の人が二十歲になり五十歲も锝をして 
畏生きをしようなんて手はありません。逆に早熟なら励物實驗上"性ホルモン5:幼若励物に注射して"生 mM の肥大 
思春期特微等を立派 1 C 證明する靡が出涞ますのでホルモンと早熱との閥係は興味のある問越でありますから又他日御 
紹介出來ると思ひます。 

第二、副腎性早熱^ - 斷然女子 1 C 多く.男子では怪力童 ¥ となり" いづれも" 毛深くなるの-が特徴で"殊に 女子は 

男らしい體格となり所謂 M 性化がみられます。その他脂肪沈筘を金身に起 ' r l ものもありまず*顏つきは一見、純®で 
す、原因としては副腎脆瘍が擧げられてゐます。 

ナィス及びシ，フ^—诩氏は•鼠仁副腎&多^趟したら早く月經が現はれたと報吿してゐます、 ミユーラ—氏の！ la 
物實驗では副腎の皮質ヱキスの注射によ P、 雌性的發育を仰壓する琪が出來たと云ひ，いづれにせよ、副腎と早熱X 
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は男罡 S 明に f 助を與へて t よぅ？が目下は朱 2 定した結燈到達してゐ4ん S 晶係して—硏究 
所で、副^皮質ホルモンを抽出して二十鼠に注射してみましたが早熟をはつき〇說明 m 來る]-/ i までは成功してゐませ 
ん) 

第三，松报脫性孕熟 —— これは第二とちがつて、斷然、男チに多く女子のものではまだはつきりした例がない程で 
す、松梨嵌は生 m 機能を抑制するホルモンを出してゐる機宵とされてゐますので•この松果腺早 B の場合竹松搌腺 M 
癌が i 多い齧 sf ますが5及第一 1 S 合と與 O .、 ため、却？機能不金となり，ために抑制のとれ 
た 生殖腺機能が冗進して早熟を起すと云ふ现屈になります、とにかく嫂際上には第一の生殖器肥大性斤斟に似たもの 
が 多く- 猶.骨格の發育が荖しく身體は大きくなります、しかし、何しろ，腦の一部の M 瘍でありますから頭痛’痰 
孿.喂吐等をはじめとして、小腦や眼や共他に腦の壓迫症狀が現はれて豫後は弗常にわるいものです(励物で其松 
果腺を剔出してホルモン作用をなくして早熟を起すよぅな贤驗がしばしば報吿されてゐます) 

第四、共他 Q 內分泌性早熟——ァッシュネル氏は幼若動物の脾臟を剔出したら早期成熟を來たしたと報吿してゐます 
臨麻上でも，たま^-脾臟の剔出手術を施したらあとで乳腺が發育したと云ふ例も t ますが私が今年六月より二十 
匹の幼若(雌) s , e 全部脾臟剔出を行つて■察してゐますものでは別 1 C 對照動物よ D 平く性周期を認める漆が出來ず 
泛斤〗は旣に幼若期をすぎ：止常励物の M りに發育してゐまして目下のま、では脾臟性早熟は證明出來ません。次に腦下 
爾傾です％これは腦 SS る小さ S 腺で V が其一部の前葉 s 生^ T 成熟、新陳代謝等に關係®あ桑ルモンを出す 
ので、最近は實に興味の中心にされてゐる臟器ですが此處の異狀(腫痕性の變化)により早熟を來したと報吿されて 
ゐる闽は多いのですが M して純粹にそれのみによると云ふ事はまだ，はつきりと確證されてゐません。®物^驗で， 
腦下垂體剔出動物を作りますと•誠にいぢらしい程幼若狀態のま、でゐて"之にホルモンを袖給してやれば W び發 W 
を兒るのであります U —— (これに關ナる拙論文は小兒科雜誌、昭和四牢八 n 號じ褐載しておき乏しれ〇) 

其他甲狀腺機能が先天性に障碍されてゐた少女が六歲になつて念に早熟して. ra 經、乳腺肥大、陰毛發生等を起し 

塔熟兒に就いて 
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ましたが甲狀腺劑を與へた所，忽ち、月經はとまり、乳腺も小 S くなり陰毛も消えて，先天性の馬鹿まで治つて來た 
と云ふ珍例をケンドレス氏が報告してゐます、とにかく甲狀腺は生殖機能とは密接な關係にある事は確かになつてゐ 
ます。 

(三)腦性早 B 

前述の松染腺や腦下垂體やなどに關係〇ない腦 M 瘍や鱧塬や百日咳の腦出血損傷や嗜眠性腦炎や癍攣やなどのため 
に中樞神經系並に分泌腺に特與な影響を及ほして早熟を來す事があると云はれてゐますが贸例は略します。 

以上で大體、醫绺上の分類を終りますここで御讀み下さ〇て少々物足りない所がありませうと思ひますが-! f 學的〇 
方商は今の所この範圍を出てゐません、私もまだ臨麻0實例に#ひません〇で心理的方面が全くわかりません，猶且 
前述0牛殖衝動、思#期衝動が何者であるかを詳細に述べる事0出來ないのを恥ぢてゐます、唯ここに，眞性早熟の 
有無にか X わらず、性的な働きがホルモンを通じて生後間もなく ■活動がある事(少なくとも性ホルモンの存在)を 
證明し"且.一方に於て他のホルモン(この場合松果腺ホルモン)により抑壓されて&る事を多くの學漭が承認して 
ゐる事•其他/早熱を起す諸種の原因があげられつ i ある事等からやがて、心理的、精神分析的な方®も器質的に案 
外，容易に證據だて得るようになるのではな S でせうか？ 

7 ロ ィド精神分析學全集中『性慾 a 、 禁制 論』 の幼兒性感の項-早熱の項等とを參 照して& ますと非常によくうな 
づかれるように思ひます。內分泌_器障碍により早熟を起し、後剔出手術により正常にかへつたような兒宽の心理や 
神 跸症等の經過などを知る Iff が出來たら非常に而白いと思ひます が、 文献も少なく殘 念です、 いづれ 後日、 もう 少し 
硏究して、御批判をうける機會を得たい と 思つてゐま す。 c 終=〇 
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女性生活の特質 ( t プチマン••へ 〆 •クラ1共著) 


高水力太郧譯 

申•.■也- ^ ‘ ' 

( 序〕前號所載論文〇續篇なれども、本描は iT: それ cam 立の寂義 ^^^o®4sfloiaEigenartd2w0ibu^ 

ハ！！ Hschmsm U. 穸^一一一〇口銳に兩ドクトルの^偽^报げておいれ〇 

吾人が旣に說いて4いた通り、早期に於ける母親への定着は一種の同性愛の素邸をその發達の中に形成するも0で 
あり、また女兒が內部性器を宿するものであると云ふことを彼女等の早期に說明してやることが不可能であり、最後 
にまた、女子の生活 1 C 於いて性的主要帶域がクリトリスからヮギナに轉換することが如何にも面難である。この最後 
の靡は、別言すれば、少女が ( I 般の處女が)與性に屬してゐるとも云ふべき肉體個所に於いて性的感情を觉ぇると 
云ふことであるのだ。このやぅに、少女は自分5:男性として想像するが故に"そこに何物をも持たないと望むことよ 
りも、そこにべニスを望むことの方が遙かに自然なのである。從つてまた內部性器の機能が常に容易に進展し難いと 
云ふことも極めて自然& Q である。 

更にまた，女子にとつて情交の結艰が如何に E 大であり(姙娠.仕事が障寄を受けること、私 allc 抜つて名#を失 
ふこ i ' 結婚難 y また現在の文化狀態に於いてその社會的鄺結も班大であるかを！ふ峙、数育が女子の貞操を强調 
するのも當然として人々®现解* L 鉛る i ころである。 

女性生活の特锊 
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原始文化は別問題としても t また性的啓蒙や獨立には琪缺かぬブロレタリアや煨民〇生活態度は姑く問はぬとして 
も、市 M 生活を 送る 少女たち にと つては、云は Jr 第二 CD 潜在 期とも 云 ふべき 抑壓が、彼女等を待ち構へてゐるので あ 
る。贵年男子たちには旣に許されてゐる頃に なつても" 女子たち には それは まだ 禁ぜられてゐる。言葉の 狭義に 於け 
る貞潔は I つまり、 自慰や空想や所謂不法な 6 啓蒙や媚を示すことな どは 別問題と して I 若い 與チにとつてょり 
も少女にとつての方が遙に容易ならしめられてある。女子が性行爲を望むやう It : なるためには，哉初はその愛人に依 
0て誘怒せられ、性的亢菹を敎へられなければならない。その時までは，女子はた/自分自身をナルチステ"シュに愛 
撫 してゐ なければならな S 。 併し-$>まりに早くいろ^-の取を知り過ぎ - S と"戾潔の要求が決して守られず、また さ 
う云 ふ 場合には市民の少女は危險回避0ために誘翦せられることも斷念するやうに& り、 或は結果を 不 {女がることか 
ら V ギナの冷感を件ふやうになつて來る。 

そこで我々は愦熱ょりは野心から企てられた戀愛關係の多くが失望的に破產して行く0を見るのである。秘密主義 
と機會の不完金なこともそれ相當の結果を示す。か y の如くにして亢帟は屢々途中で挫折するやうに なり， 獨身者又 
は婚約者の滿足は 口# に依つて或は手 X IC 依つて果されることが屢々となる。このやうな狀態は、後年の結婚生活に 
於けるワギナの不感を促進す〇のみとなる。何となれば、このやうな狀態では、クリトリスの亢婼を助成し，總て势 
性的主要帶域を云は r 褙畏せしめ、 一度 增畏せ しめられたそれ等の帶域は後年になつてもなか<おとなしく引込ん 
でゐないからである。女子が完全なる性愛行爲に於いて完全なる快感を得るために最小限度に必要なる ものは、 不安 
感惝や罪感感情を持つてゐないと云ふことである。十分な時 fin と快適なる寢亮とを持つてゐなくてはならない。そし 
て その相手たるものもこれと同樣 な、 第一義的な要求を持つてゐるわけであり*更に相當な技法を心栉て をり、 神經 
症的であつてはならない。殊にあまり早く H ャクラ チ オンがあつてはならないのである。 

多くの人々は、結婚す る ことに依りて始めて安靜 なる 寢奈を得， 種々 な不安や心配から解放せられるので ある。 併 
し 女子が快感を完全に享受す る ことを 知るためには、 これ 等の諸條件は必要で ある。 冷感、不安，苦痛に惱む者等は 
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當然モの行爲の反復を担盃するが、併し健康なる若き女子たちはその反復を要望する。女子は 男子よりもその ^诞へ 

0速度が槪して邇緩であり、 その代り その 7 t 辭の消滅0テ ムボも 亦 ¥くはない。 • 
經驗を 持たぬ處女が性的に情熱的な"完全に感受的な女となるためには、その豫備條件として鍩雜な•無意識的發 
展過程を迪らなければならない。ワギナの筋肉活動は括約、保持、吸引などを經て遂にオルガスムスに至つて窮極境 
地に達するのであるが、この筋肉活動が破爪に於いて接如し得るためには、その發達期間中に豫めの形成を得てゐな 
ければ—ない。これ等 諸 能力 Q 否認、 殊にワギナ G 否— 意識的動機に依つて—れる時は•これ等諸能力の禁 
制を結梨するやうになり>それ-は精神分析處蹬に依つて甫めて復活し來るのである。 

接吻 5れたね、 接觸 せられたり、愛撫せられたり_或 は愛慾 行爲を受けたりしても只拒否と不怏と冷淡とを以て應 
じ、それどころ か、嫌惡、羨望、泔惡などを 以て反應する冷 感症背 たちと、 情熱 的な' 共感的な、歡窑を以てオルガ 
スムスに入る 健康な 婦人との問の大きな對立相反は•文明病容と自然人との 對 比を端的に徴象するものである Q 
女子のオナー I ィも 亦、彼女等の特性を示す ものである0自分を損傷するとの不安が一つのより大なる役割を趿して ゐ 
る" 且つ 自分自身を 破 爪することの不安がそこに伴つてゐる〇それのみならず' 自分は以前には男兒の如くに出來て 
ゐたの だが、それがオナ -14 のために 變化せ しめられ •去勢せられ たとの空想 e へもが現れて來ることがあるのであ 
る。このやうな 空想の 擄頭 をして 可能なら しめるものは' 彼女 等の器官が外見的に目立たぬことにもよるのであス〇 
彼女 等の 自已枇 難を强めろものはその 經血の 惱みである。器官に於いて旣に正常ではないとの觀念，ォナ - I ィを& 
t たことを 夫に 知られるであらうとの恐れ、子供を生むことが出來ないであらうと云ふ不どが、それ以後の恐病 
症的症候と して現れて來る〇これ 等が土茲 となつてそ t から結婚 や 出產への 拒否が生じ- 從つてまた 冷感が 當然に 起 
きて 來る。 クリトリスに 於け るオナー I ィ * 肛£ 的オナー ーィ- 或は魏斷に依つ て 性 器官の 周圍に轉位 せられたオナニ ィ 
は"云は^ 摩擦の 快感への 準備をしつらへる〇併し未婚 女子が 器官に於いてオナニィすることは比較的稀少である。 
大抵は た V 誘惑の結粜 である。ワギナに於いて冷 感の 素因を持つ C とに就いては、勿論、これにその K めを歸するこ 
女性生活の特 K 
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とは出來ない。 

女子の正常的性行爲 の、 三段階を記述するならば次の如く te 
なる。第一段に於いては•器官0 


それが漸 

次に上昇し來ることが知赞せられ"その持敏が要求せられる。 
同時に"(男子0オルガスムスの直後に起ることが恐らく屢々 
であるが).女子のオルガスムスが起り、かくて器官並びに 
に於ける筋肉-〇不隨意的縮約の下に r 緊張からの解放が生ず 
るのである。男子0方は比較的早く冷却するが、女子の方はそ 
れに比すると、オルガスムス解消後と雖もそのま X 共にある蕻 
を自己0もの V 内に保持してゐることを要求す 
るのである。このやうな正常なる行爲の經過に就いて*常該婦 
人が如何なる點に缺陷あるかは•镫師の十分にょく知り得ると 
ころで あらう。上に褐げたる圖解は婦人科潑ケー ラ— の作製に 
係るものであるが、 の過程を誠 K ょく明示せるもの i 云ふ 
べきであらぅ。 上劂は IE 常 '曲線(可感曲線)であり"下圖は異 
常 曲線(不可感線)を示すものである。連賴線は男子の場合 
點浪は女子の場合を意味する。 C 此項完 V 
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子に對する親の憎悪 


小論は本誌四卷四號！-1揭璐せられた79ゥゲルの論丈「>はて 
tude of Parent to childsa I の續論であつ^ 3 arychoasuac 
Study of the ザ—一一 ^ の一窃を成す物であ〇〇親心に對マ气 
些か o 假俏な吾"秋霜烈日 0 如き名論と信す so かくて否々は 
感傷的^親孝行•母性愛 0 IE 29 か科^的1:認識すろであらぅ。 

一、クゥヴ了ド習俗 ( cmlvade ) 

* * f '** - 4 一 - 

親の子に對する憎惡が習俗として表れた物に「クゥヴ 
了ド 習俗 J なる、 多く野镫人の間に行はれる出產時の奇 
風の^冼する祺は早くテオドル•ライク敎授の云はれた 
所である。この習俗はフレ ー ザーによれば次の如きもの 
である。 

(一〕子供の m 產前に、父が母の眞似をするク t ゥア 
ド"卽ち母親の勞苦を魔術的に父親の方へ移さぅとし， 
母親が實際に受ける苦痛を父親が模倣すろもの。 

(二)出齑後の食物に關すろクゥヴ I 卜 BD ち出產後の 

子 It 對す S 親の僧惡 


北 山 隆 

. ' - ^ . - f ，#/«-- 

ある期咄_父親が癥所に閉じ筂つたま-^一定の食物を 
避け■さも苦しさうな操子を^せるもの。 

(一}につ S ては、母親0受ける危險^痛に對し"父 
親が同情及び苦槪を輕減してやりたい焦慮を感ずる事か 
ら巾來すると^へられる。と同時に、吾々は、母親の苦 
痛は•母に對する父の敵意を含ん^慘酷な願^をも§き 
起す事を云はねば&らぬ。勿論こ s 願望は深く無意識中 
に封じ込まれてはゐるが、多かれ少かれ"確に存在する 
のである。 ep ち、葙通〇他人への敵意やサディズムの外 
に、從來は父親だけが受けて來た妻の世話と愛情とを. 
俄然吸ひ取つてしまう競^者(子供)が出現する事に向 
けられる特殊の怒りが1このクゥグて卜に含まれてゐる 
のである。 

故に、妻の苦しみを昆るのも^は氣味のい i 話であ 0 
「粜が死ねばょい」といふ願望すら或程度は失の心中に 
存在してゐるのであ义夫が妻の苦痛を分けて K はうと 
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するのも鄞を助ける努力であると同時に"右の如き願望 
への返報的懲別である。こ 0 態度は分娩時 (C 於ける諸種 
の惡魔祓ひにも見られる。惡魔とは心理的に云へば惡意 
の投出に過ぎない物であるから： 惡魔が妻に苦痛を興へ 
ると考へるのも' 實はさぅした苦痛を與へたい願望の存 
在すろ事を證明する。それは惡陬祓ひの方法が「打つた 
り怒嗚つた火を燃やしたり、刀を振舞は し、 又は刀 
で叩いたりする」であるのでも判明する0 

この出產以前のク t ゥ T ドは■妻への敵意に由來する 
に對し、出產後のそれ、卽ち(二〕の場合は、子供への 
敵意に由來するらしい。父親の無分別な行爲によつて、 
脅かされよぅとしてゐる、生れ立ての子供の生命健康の 
爲、是非必要な食物に對してのみ禁制が行はれるからで 
あ6。(ある食物に對する禁制の最後的原因は殆ど全て 
子供を殺して食べる事 I 子供を M じて祖父を も I の 
禁斷と解してよいも〇である。) 

父親が假病を使ふのも、消極的には父親が寢所へ閉じ 
紐つて妻に危害を加へぬ様にし•秸極的には靜蘧せねば 
ならぬ妻を假病の看譴へ無理に引出さうと云ふ Q であつ 
て1そこには共に妻への敵意が隱されてゐる〇バコーフ 
エン ( Brbrfelo の如き學者が『ク t ウ ' T ドは父の權利と 
特權を確 Iff する爲であり、母系繼承から父系繼承への推 


移に關係がある』と云ふ0も間速〇てはゐない。つまり 
クゥヴプドによつて、父も親である事を確證し"母が子 
供の唯一の、或ひは第一の授生者並びに保護者と目され 
るのを阻げよぅとする物である取は確である。 

二、現代に於るクゥグァド的感情 

右の如き感情は今日の文明社會の父親に於ても少から 
ず現れる所であつて、彼等は自分の子供の出產に際し、 
自分は一向役にも立たず、 m 寶がられもしない I といふ 
不快?:强く感ずる。そして、自分が放遛され忘れられる 
事をブッ<云ふのは勿論、時には I 種の精神鍩亂に陷 
2事3へあるが、それは他人の注意と同情を求め、母親 
への關心を引止めん爲である。姙娠及び分娩に關する無 
數の原始的迷信ゃ不合理な償習には，かぅしたクゥヴ了 K 
的感惜による物が少く&いのである。 

上述の原因から起る子供に對する兩親の敵意は、宰祕 
な瓚境、にあつては、時の經つにつれて消失し•又子供に 
よつて作り出された新しい空氣によつてまぎらはされて 
行く物であるし、それらの憎しみや嫉妬も，親としての 
愛惝によつて克服されるか、少くも抑壓されるのが多く 
の場合である。しかし•どんな親馬鹿にも多少の嫉妬や 
反感が無意識中に殘つてゐる事は•分祈によつて充分發 
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Em 來るのである。それは特に、親が同性0子に對する 
場合に甚しく，その際は嫉妬に加へて附親が子供の爲に 
「犧牲を# II はされた』といふ感情が付加されやすい。槪 
して次の樣な事 —— 卽ち，個人として叉夫婦としての父 
保の行爲及び享樂が、子供にょつて阱窖される事實が、 
多少0程度に於て心的葛藤となつ X 現れない場合はなく 
又それから由來する子供への敵意が全く消失す6事もな 
■い— i 云ひ得るのである。 

三、自己保存 i 種族保存 

子供が相當に成長すると•親の子に向けられる態度に 
は、更に重大な二つの要素が加へられる。勿論多くの場 
合には、それらは始めから胚種的な形で存在してゐたの 
であるが……。それらの要素ば共に「子供が稀族の歷史 
に 於て親達の自然&後繼游であ P 、 代償者である」とい 
ふ生物學的事實に關聯してゐる。しかも兩者の心理上及 
び社食上の性質と影鄹 とに 於て は •明かに相述 し， 一は 
子供へ0嫉妬•憎惡を將來し 、他は愛と誇りと を將來す 
る物である。 

第一の要素は.子供がやがて(或ひは旣に)兩親と同 
等"乃至より以上の人間になりはしないかと云ふ不快か 
ら起るのであって，父親はやがて必ずや息子の爲に•體 

子 u 對 TA 親 e 僧 M 


力に於て又梁問技術に於て、打負かさ n るに邀ひないと 
氣がつ s て苦い顏をし，母銳は娘の爲に、落貌•魅力•仕 
事•擧問に於て、凌がれる事を心配するのである。かく" 
自分の力が子供に比して漸次劣勢になつて行くのを知る 
事は、兩親が旣に子供に對し.他の原因から感じてゐた 
不快を助長する事になる。最初の子供亦出來た時、親達 
は從來の自己中心を止めて • いや< 乍らも子供への注 
意、關心•努力を割かねばならなかつたと同樣に、今や親 
達は，自分の誇りも自己愛も棄て X •自然の推移として 
當然，その優趨權を子供に讓らなくてはならない。自己 
愛感淸が正常に發逵し; r ゐる親にとつては、右に關して 
多少の惡感馉を催すのは，避け得られぬ所であらぅ。 

しかし幸ひにして、こ i に前記の第二要素があり"之 
によつて•これら惡感情0多くを.社會上有害ならざる 
方向へ指し向ける事が出來るのである。之は親が子供を 
自己に同一化する所から起り"子供を自己の一部に取，込 
み•子供0力 a の次第に强化される事を我が事の様に喜 
ぶと云ふ感惝に存する。それは，あたかも子供が强く& 
&たいが爲に自己5:親に同一化すると全く同樣に、親達 
がそれによつて、衰へんとする自己の力嚴の補ひをしよ 
ぅとの 試みで ある。 , 

父親は息子0褂問上又は職業上の成功•失敗に對して 
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吾が事の機に騷ぎ、母親は娘の緣談，鏺愛•夫婦生活•娘娠 
等について•むやみと氣を使ふ類ひである。この同一化 
には右の外、更に ffi 大な役 E が存在する。それ卽ち、個 
人の免れ得ぬ「死の業」を救ひ•子孫といふ存在によつ 
て地上に於ける肉體の不滅を確說する事である。所謂 
親心に存在する愛他的傾向——子供への愛、その幸福を 
願ふ心 I も實は自己愛的本能から來る、强い利己的傾 
向に根ざして fc るのであり•不死でありたいと云ふ最も 
深刻な個人的願望は、稀族子孫の利益となる强い愛他的 
本能と、かく合致される譯である。 

詳言すれば、親は子供によつて.自身の存在を延長す 
る事が出來るのみならず，自分は旣に其の利益を得る事 
の出來なくなつた色々の利得-特權•成功、享樂などを 
間接に樂しむ事が出來るのである。厭世家ハルトマン 
が、幸福の可能性に對する人類的幻想の笫三段階に關し 
て S つた事 I 我々が遂に求め得 ざりし 幸靦 は、 やがて 
後生によつて得られるであらぅ、一は、親の子に待つ 
心に、最も深い根據を持つ物である。 

多くの la 達は(大抵は上口 nn な人々であるが)子供が自 
分の好力によつて幸福を得さへすれば、喜んで働き、そ 
れが子供の力とな A •一步でも成功に近づく&らば"自 
己 一 身を投棄て>も金を溜めようとする物である。勿論 


さぅした願袈は無意識に藏され、多くは幻想的である0 
吾人の豫想によれば、かぅ した 子供への同一化は今後、 
人 fill 粮神の發達につれて益々深まつて行き、遂に人間は 
遙か遠い目的の爲にのみ® J く事になりはせぬかと考へら 
れる。この豫想にして誤りなくんば-之 W : 稂族的社#的 
の m 大叫越である。現今 1C 於てさへ、人 11 の努力と子供 
の養贸1未來への深謀遠慮を喚起する上に決定的な效果 
を持つ m は明白である。更に又•人が「自己の努力には 
自分の一身のみならず、子供の.幸福もか i つてゐる」と 
悟る事は，眞の道德的行爲へ铤く •最も高く又锻も有效 
なる力であるに違ひない。 

この種の同一化による利益•補償? fc 得た後に、兩親の 
子供に對する態度は漸次に變化して行くべき物であり， 
子供の方としては親への依存的な感情を捨てなければな 
らない。之に對して、親はその柬縛を寬げ、自分の興昧 
又は感情によつて-子供への態度を左右する事に戒心せ 
ねばならぬ。大きな子に對して、親が嬰兒時代と同様の 
愛を注ぐならば、子供の對象愛は必ずや驻しく其の發達 
を阢寄され，萬て子供が愛情を家族以外に向けたとし 
ても—それは&か-—- M 難であるが——それは大柢1 
子供の失敗となるのを親は il なければならず、やがては 
子供の恩知らずと背信とを啣す樣になるか"或ひは子が 
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親を棄てて得た愛の對象を嫉妬し m 惡するに至るに違ひ 
ないのである 0' 

同様に、親が餘りに投く •且つ餘りにひどく子供を保 
謹し： 絕對櫬を以て之に臨んでゐ 6 と' 子供は『當然得 
なければならぬ自山』を持たぅとしなくなる。もし筲 M 
よく親の束純から拔出したとすれば、今度は親が苦しむ 
樣&部になつてしまぅ。卽ち親は今まで樂しんでゐた T 
供への支配權 を、 急にいや <乍ら墘はれ、子供へ〇纆 
綿が與へてくれた感惝の吐け口 S : 失ふ S が非常な苦痛と 
&るのだ？赤ん坊は親(特に母親}のあらん限り0精力 
と感情を必要とするが*その生挺と共に必嬰#は減る物 
であり I 子供の發育につれて親は最初. T 供に集中した 
感情や關心を•抑盤现し•配分を新にし、方向を變じなけ 
ればならぬ◦親になつた當時の感惝傾向を、不當に長く 
持つてゐる事は•畏い間に必ず親子|£方に有害となるの 
である。 

右は一兒、甚だ明白平易ではあるが、その結論を衩際 
に運 m するとなると、中々たま揚しい事ではない。笫一 
親自身が從來0子供に對する態度を棄て兼ねる。それは 
子供が全く親からの楮神的、 m 德的獨立を得る事のみを 
目的としてゐるのであるから"親は一向莕ばない譯であ 
S 0 . ， 

子に莉する親の憎惡 


その上、親の子に對する感情は"容易に他の方 K へ轉 
位され ^ る物では なく， 親は やがて， 早期の親子關係を 
滿足させる物に1定着を持つ拔になる。子をいつまでも 
自分の所^にして©きた s と云ふ努力は、象庭に於る最 
も深刻な悲劇を引起す原因とな老人と若い^との爭 
ひの极元となるのみならず、子供の糈神上、逍德上の進 
步を m み*その心现中に絕ぇざる^滕を卷き起させ 、A 
格上の m 大なる害毒を與へる物である0 

かうした親の熊度には「變らざる愛」といふ假面を被 
つた親の利己主義•及び子供の幸福への完金&無視が働 
いてゐるの、であつて、しかも遂には•それが親自身の大 
きな不_を潇す事祀なる。親達のあらゆる努力も空しく 

多少〇差こそあれ"必ず到來するであらう不宰を-- 

風來坊の友，速に引づられると か、 象風に合は ぬ 風習•興 
味•不身持ちに陷る とか、 或ひは飛んでもない人間と結 
婚するとか云ふ事にょつて、愛す S 子供が親達を聚て去 
ると云つたやうなあの恐ろしい不幸を一 

四、子供の結.婚 

子供に强い櫬力を保留しょうとする親達は*きまつて 
子供 S ! 結婚 1 C 反對 し* その當然の結果と して、 婿 や 嫁に 
深刻や敵意を持つのが愈 U 通である。とは云へ、どうして 
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も結 Ir3 は子供 Co 結婚を阻止する取が出來ないので•親達 
は結婚防赉の最少限度>-して，子供が結婚後も親の傍に 
留る樣に計つたり I 親の目鏡に nf つた盏のみとの結婚を 
許したりする事になる。 

親の！ HI 鏡に叶ふとは"つま 0 子に對する親の權威を* 
成る可く脅かさない様な者 3 事であるから、その選ばれ 
た相手たるや•性的魅力の缺乏は勿論、人袼的にも賴り 
にならぬ過物で £) る場合が少くない〇ユンダによると、 
この目的の爲に，娘を白痴と結婚せしめよぅとした父親 
の例さへある。 

■五、結 語 

親が子に對する過去 0 態度を、うまく淸算し得るか否 


かは、衆庭生活を健全ならしめる爲の m 大問題でなけれ 
ばならぬ。この問題の解決には、二つの方而から之に答 
へろ事が出來る。 

第一は親達夫婦の關係が滿足であらねばならぬ事0(さ 
もないと親達相互の惡感愤が、子供への過度&蠲綿とな 
つて流出する 2 r , を.吾々はょく知つてゐる^第二に，親 
たる者は常に外部への興味，卽ち趣味又は仕事などに適 
度の纏綿を持つ事である。かくして、子供の成長後、雨 
親の精力を要求する#及び時011が漸次減少するに從ひ • 
それら外部への興撕を强化する啡が出來る。 

この二方而が充分に行はれる時、雨親は子供への權力 
を必要に應じて淸 m する際に生ずべき不快•苦痛を最小 
限 l ' c すませることが出來るのである〇 ( 完) 
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正常兒ヾ』異常兒 


兒童敎育や兒筮心理は旣に一般の關心となり常識の問 
M となつた。以前は封建時代の遺風としてその道德觀や 
家族制度に基づいて長者を m んずる風^く'一般の問趙 
としては 子供の事は閑却され勝ちであつた が、 將來の時 
代5:背貨つて立つべき兒童の硏究が次第に m 要視されて 
來たのは當然0 S である。 

從つて敎育の上から取扱ひの上から又社會上の問越と 
しても、異常兒の患が屢々論議される。 

正常兒に對して異常兒とは如何なるものであらぅか。 

通例異常兒とは#體の異常&ものすなはち特殊の崎形 
兒とか、版弱兒等を指さずに粘神狀態の異常; X 子供$:指 
し，しか％精精狀態.の異常にすぐれた子供ょりは精神狀 

正常兒と異常兒 


木 村廉吉 


態に 缺陷の ある 或は精神狀態の劣つた子供を指す CD 5: 常 
とする。 

次に異常兒を精神薄弱兒(低能兒)と性袼異常兒とに 
M 別する。性格興常兒とは性格に異常0あるもの、すな 
はち感情や行爲に興常の傾向を示すがその智能0發育は 
劣つてゐないものを指し•精神薄弱兒は智能の發育がそ 
の年齡に比例して低下し停滯してゐるものを云ふのであ 
る0 

更に精神薄弱兕はその智能の低下の程度を標準として 
甶癡/癡淑"鈍愚の三盏に分けられる。白癡は最も高度 
な M 神薄弱を示して成長後に於ても滿六歲兒宽の智能以 
下に止まる ものを指し.癡锻は滿十三歲の正常兒の智能 
以上に發達し得ぬものを指し•鋪®は最も輕度のものす 
なはちその智能程度が癡思と普通人との中間にと r まる 


3 6 


ものである。もとょり子供に就いて鍛密に區別はし難い 
がその智能の發 W 狀況にょつて或る程度までは定める事 
が出来る。 

性格異常兒は又精神變質兒と變質兒にあらざる異常兒 
とに分けられる。 

變質兒は又種々に區分されるが，その性格は廠癎的性 
格•ヒステリ I 的性格、奇矯的性格等が擧げられる。粼 
癎的 性格といふのは粼癎衲者の子供の時代の性格に一致 
する性格といふ意味で，從つてかやぅな性格を荷する兒 
童は、後に癫癎祸を發するかも知れないのである。そし 
て攧癎的性格兒の特徵としては感情の刺戟性が强い事， 
過度の#域癖を荷する事などが著しい。ヒステリー的性 
格はヒステ症者の布する性格に相當するもので；；か 
やぅな兒意は又後にヒステ y — を發するかも知れぬ。そ 
の特徴としては感情の發露が大袈裟で誇張的であり慾望 
を達するために執る方法が碟#な事である。奇矯的性格 
といふのは偏屈，人嫌ひ等の點を承して他のものと妥協 
したわ行動を共にし雖い性格で病氣で、云へば早發性癡 
系症に相應し又乖離性の性格とも云はれやう。 

2 

すなはち以上 1 C 述べたところによって異常兒を從來0 


潑學的見地に從つて區別すると大約次の如くなる。 

'精神薄弱兒(低能兒) 

異常兒■性格異常3:么狭義性格異常兒(變質兒) 

一廣遜性格異常兒 

そのぅち精神薄弱兒は先天的(7;原因或は後天的の病氣 
や外 m によつてぬるが大抵は腦髓その他に器質的の缺陷 
を有してゐて*その木能を如何にあしらはし周圍に如何 
なる反應を示ずか、云ひ換へれば如何なる型の傾向を沄 
すかと云ふ事以外には精神分析的の興味は薄い。變質兒 
も亦生夾的の素質が濃厚で敎育の影想を受け難 S とされ 
てゐるから、觀察的研究以外には精神分析の對象となり 
難く結局、生來の素質には異常は無いが生れてから0育 
て方や生活環境によつて起る廣毅〇異常兒が敎育可能で 
あり又糈神分析學の適當な對象となる事になる0 

しかし&がら粘神薄如兒は智能測定その他によつて定 
められるが，人格發達の途上にありいろ<0本能を端 
的に示す' r 供 s :] h : 常か興常か E 極める事は相常困難であ 
り•變钗兒か後天的の性格異常兒かを見定める ( D は更に 
困難であると共に一而これは敎育の上に M 大な點である 
から，子供の本能と精神發達とを中：要の硏究とする精神 
分析學は子供の觀察や取扱ひの上に缺くべからざるもの 
と云はねばならぬ Q 
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次に庹義〇性格與常兒とは始何なるも 0 であらう 40 
これにもいろ<な定翁が下し得られやうが*大體內向 
的傾向或は外向的傾向の一方が極度に强まつて偏頗な性 
格となつてゐるものと見てよからう。この意味では大槻 
憲二氏のとつてゐられる次の分類は誠に適切と思はれ 
る。(『不良少年少女の心理とその分析的取扱方』本誌第五卷 

第二號 

精神的健锯兒 { A / ナルチス期の兒童 
* B 、 轉嫁的の兒宽 

精神的不健靈^、弗社會的兒童 
b 、 反社命的兒童 

すなはちこの場合の性格異常兒は主として生後の育て 
方や生活環境によつてその^向的傾向(或はナルチス的 
傾向)が過當に强められて引込み思橥になり M 病になつ 
たもの•或は外向的傾向(轉嫁的傾向)が過當に强めら 
れて粗驳になり： g ； 矂になつたものであるから •その 育て 
方や生活環境を注意すれば敎育によつて矯正し得るので 
ある。 

別に子供が發蓮〇途上不可解な雛問に行き當つた®或 
は木能慾求に對する抑應が强く働いたりしたが爲に一時 
的に異常な態度を示す都もあろがこれは前述の場合の M 
常性格等とは區別し fe ければならぬ。 _ 

正常 J & ii 興常兒 


3 

今まで述べて來た祺は大體褂理的な定龜や分類である 
が、次に立場を換へて®際的方面から考へて見ると I 問 
題となる子供は通俗的には璆問の出來ぬ子供(成績不良 
兒 、劣等 兒、)と惡い子供 (性格不良 兒 ，不良 兒〕 とに 分 
ける事が出來る。 

劣等兕は不良兒の如く秸極的に他に迷惑をかけた〇反 
社#的な行動に出る事は少く •特殊敎育等によつて或る 
程度まで解決はつくが、注盘す X きはいはゆる擧校の出 
來の惡い子供の中にけ眞馊に智能の低い劣等兒と然らざ 
るものとがある事である。智能の低 S が爲に成績の惡い 
子供はその智能の程度に應じた對策を採るの他は無いが 
他の原因で成績の不良になつてゐる子供はよくとれを兒 
分けてその原因を除く事が m 要である。例へば智能は劣 
等でなくとも引込み思案で學校を嫌がる とか おちつきが 
無くてよく赀ぇぬ子供もあるし、或は何か精神葛藤があ 
つて舉問の方へ氣が入らぬ場合或は劣等感に妨げられ，て 
能力を充分出す事が出來ぬ場合も考へられる。敎育者な 
り象避の保識容がこの點を E きはめて適當な指導や注意 
を怠らなければ成賴不良兒の或るものは當然救はれるわ 
けで$>る。又眢能の發達する能力はありながら身體が虛 
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弱な爲或は營養が不充分/ X 爲にその力を出し得ぬ場合は 
又それに應じた方法*すなはち健康狀態をょくするとか 
缺けてゐた營養 S : 與へる事などが必要な事は云ふまでも 
な sa 

性格不良兒或は不良兒は本能的行動に m づろ事が多い 
爲に劣等兒に較べて社#的に裰雜な問題を提供する。こ 
れ等の不良兒の中には又精神薄弱に基づく不良 兒、 變質 
性の不良兒及び主として後天的の原因にょる不良兒のあ 
る事を忘れてはならぬ◊精神薄弱兕は智能の發達が不充 
分& 事と並行して精神發達も完成されず上位自我の形成 
が困難で道德的の缺陷を有するを通例とし"加ふろに事 
に際して〇判斷力も鈍いから反 tt 會的行動に陷り易く— 
精神薄弱の程度の强いもの或はぼんやりした遲鈍型のも 
のは 比較的無事だが•興脔性の鈍思者などは特に危險が 
多い。 

かやぅな精神薄弱に 基づく不良 兒や變質的傾向の强い 
ものは その 矯：止が中々®難であるが昝能も劣等でなく先 
天的 素質 もそれほど 强く なく 生活環境が惡く指 S を誤 ま 
つたが爲に生じた不良傾向は矯正不可能でなくかやうな 
場合には精神分析を用ひて その 經路を明かにし ifr 癒を望 
み得ろ事も多い にちが ひない。そして S 際には變質 によ 
るか後天釣の影盤に±るかは必中しも明かに區別し得ず 


變質〇如く見えても幼時の S ろ-^の影響が働いてぬる 
事が案外多いと思はれる。 

不良兒や不良少年の敎化はかな〇困難な問題とされて 
ゐるが、すべての不良兒に對して無差別1|1的な方法を 
とっては一厭能率が上り難い。智能の低い不良兒は監督 
や拘束がある間は無事であってもそれを除けば又不鹿行 
爲に陷ると知らねばならぬ。智能に缺陷がなく家庭その 
他の後天的影驟にょ5不良兒は充分敎化の對象になり# 
るのである0 • . 

兒宜〇智能が高いか普通か或は低下せるかはその表惝 
言語、態度、行動から大體推察する專が出來るが、智能 
测定法の如きを用ひて定める事も出來る。例へば鈴太治 
太郞氏0方法にょれば智能指 m 七〇の者は六學年の間に 
尋常三年乃至四學年の學習に堪へ 得、 九〇以上に至って 
やぅやく尋常小學の課程を在學中にどぅにか缪び得るも 
のとされ てゐる〇異常兒や不良 M の場合も智能指數九〇 
以下のものは矯正の昆込みが想いと E なければならぬだ 
らラ〇 . 


琴巾^斤中野區氷川町二三 
1 S 右 Jtl 中野驛 W パ K 終點南 

兒童相談 震博士木材廉百 
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參 


敎育者の爲の精神分析概論 ( K ナ •フロイド} 


成人は此の時期の兒童が汚らしくて、見るからに腋な 
氣持を起させるなどといつも叱言を言ひながら、そのく 
せ「何といつてもまだ小さくつて，智靆がつ S てゐない 
し、美的 li 念も充分には發達してゐないのだから，淸潔 
も汚いもゴッチヤで區別できないのだ」とか、「嗅覺の訓 
練が不足だから芳い香りと惡臭の相違が分らないの / cJ 
とか言つて大目に兑てやら5.とする傾きがあ D ます。私 
から ii れば、これは"兒宽を觀察する紫として抑も偏 } i 
r 因はれた誤謬に陷つてゐるのであります。試みにニオ 
位の幼兒を注意深く觀察して見れば、その嗅错が正確で 
あることは誰にでも明瞭に分る筈です。成人と興る點と 
いへば唯その評價にある ¢0 です。例へば•成人 ic は大屉 
い i 句ひだと思はれる花の香りでも，その番りを嗅いで 
「あ、い^ rj と噢息するやぅに仕込まない限及、幼兄に 
は何の意味をももちません。さて’私共にはィヤな句ひ 

敎宵者の S の精神分析槪論 


宮 田 齊譯 

だと感じられるものでも小兒にはィ、匂ひのこともあり 
ます。勿論，兒童が惡吳を悦ぶことを惡い習憤の一つに 
數へるのは成人の勝手ですが。 

兒童のこれ以外 Q 特性を考察して 見ても， 此の種の關 
係が認められます。例へ ば、 兒童の淺忍性といふことは 
昔から著しい事實 として 擧げられて居ります が、 その說 
明は單に小供の無智といふ こと だげに止つて居ました。 
兒 iffi が甲蟲や蠅の足を椀いだり，翅をむしつたり"小鳥 
を殺した 0" 非道い目にあはせた或はまた玩具や日 
用品を打ち毀したりするのは"結局生物に對する同情能 
力 ( H iufl l lm^vermOJgen) が缺けてゐるためであり 
また物品の金錢的價値といふものが现解出來ないため& 
のだとして寬大に取扱はれて居つたのであります。けれ 
ども.私共の觀察は此の點に就ても異つた說明を與へて 
くれます。私共の見る ところでは、 小兒が動物を苦しめ 
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る0は*さうすることにょつて彼等に苦痛を與へること 
が分らない爲ではなく，却つて、さう ir ることが：止に 
再痛を與へるのであり，またその冃的の爲には全く無防 
禦の甲蟲が一番手頃で、危險性の無い屯物だといふこと 
が分つてゐるからこそやることなのであります。 n 7 a 物を 
毀す場合にしても、毀すときに經驗する快感のために 
その品物の®用的價値が金く忘れられて了ふのです。指 
を舐つたり、汚物をコネま！ i したりする時と同じやうな 
表情を 7 K して、熱烈に斯うした f ± 祺に沒頭してゐる兒寬 
の樑子を見れば，此等の行爲の動機は容易に推察する こ 
とが出來ます。つまり_此處でも快感が問題なのです。 
淸潔敎 W が完全に行はれて、兒觉が自らの抵抗に逆つて 
拂便作用の制禦に惯らされて了ふと，肛門の周圍の帶域 
も 快感を獲る手段としての意義を驶失し、新たに、 もつ 
と m 要な部分がそ CO 代りをつとめる こと 1 C なります。卽 
ち*小兒は自分の性器を弄びはじめるのであります。此 
の時期になると小兒は S 分の身體 と， 兄弟姉妹•或は遊 
び仲間0子佻達の身1 s との相異を知りたがり•性器を1路 
出してこれを他の子供達に示し•その代僧と して 彼等の 
ものを ii せて K ふといふやうなことが Irna くなります 0 
また、兩性の^:別と*それと暗に結びついた赤坊の出生 
といふことに 就て*熱心に質問して 成人を ffl らせ ます0 


ちゃうど此の三才から五才の娘に兒笟がいろ <の方 ® 
から強する發育の全盛期は、敎育の住に當る成人から 
見れば*まさに手のつけられない困つた時期でもあるの 
です。 

斯樣に兒童 tr 玆に述べました發達の全過程を通じて 
0己の快樂を滿足させ、本能 W の順望を遂げることが此 
上ない m 大な -ff: 事であるかのやうに振舞ひ•また敎負の 
方では此等の目的の遂行を妨 M することが最も緊念を要 
する課阻であるかのやうに心得て居るやうで、そのため 
に、 敎育容と兒觉と〇問には絕11)]0 ない、 しかも決して 
落莉することの&い小髖合が起る0であります'敎育背 
は、；：几:®が汚穢を愰しむ M 向を不快の感で、無恥を羞恥 
心で•殘忍性を同情心で、激烈な破埂欲を勿體ないといふ 
感惝で•夫々®き換へようとし、彼等が身體に對しても 
つ好奇心と働き掛けとを雛止によつて克服し•向ふ見ず 
を愼 m に、利己主義を利他主義に換へようとします。か 
うして敎 W は一歩一步兒宽の耍求と JH 反對のものを求め 
彼等の#*動激發の反動を以て自らの目標とするのであり 
ます。兒®にとつては.快感の獲得が生存0キ：要目的で 
あることは以上述べた通りでありますが"これに對して 
成人は斯槪な內部的衝動の要求よりも•外典からの要求 
の方を重要視す る やうに敎へ込 まう と致します。處が兒 
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篤の方では、とても我 t # が出來ないで、一向落着かず， 

:! ^ - : , ■- > ■ 

た/ C 典場限り注文通りにするだけにずぎません。成人は 
衝動〇滿足を取除いて將來の計をたてるやぅに敎へる〇 
ですが。 

m て，私0お M し申した所によれば，例へば指を舐つ 
て快感を得る操作と•性器を 弄ぶ、 つまり自慰を行ふこと 
による快感獲得との間には何等の本質的盖異も認められ 
ないことに御氣づきになつたと思ひます。事^精神分析 
の立場からすればそのやぅな區別はあり得ません。只今 
申し上げたやぅな怏感褪得行爲は幼兒の衝動滿足を目的 
とするものであつて、それがよし性器そのものに就て 達 
成されやぅと，或は口齊乃至は肛門の帶域で行はれやぅ 
と"それに、は係り&く、凡てを一括して糖神分析の方で 
はこれを性的なもの 2§子姿0】〇 11)といふ槪念の下に 
包括して居るのであります。つまり、四才から五才の頃 
0兒1£に於て•性器帶域が演ずる役割と•生後ーヶ年の 
頃 ICP 唇が•また二才の頃に肛門が演ずる役割とは金く 
同じものなのです。一粒性器帶域は、それが最も m 要な 
役割を 勤める成人の 性生活から推しはかつて見れば、口 
唇 や HJ:rj よ y も遙かに®大な贲義をもってゐるわけです 
が•それはその通りとしても， なほ 幼兒の快感帶域の意 
翦が失はれて了ふこと rt ありません。此等の帶域から快 

敎育者 GE の辎祌分析槪鏹 


感を得るといふことは 、いは ば.木格的性行爲の準備的 

豫備行 mlfe のです。 

遊で、小兒が最初0快感を缒捋する帶域がその成人と 
なつた臉の性生活に於て、たとひ副次的であ6とはいへ 
或種の役割を演ずるといふ事實だけを琛げたのでは、此 
等の#域及び"それによる快感獲得行爲を直ちに t 器乃 
至性器による(正常の〕性行爲と一般に性的であるとき 
めて了ふ极摅としては不充分だと思へるかも知れませ 
ん。が、精神分析は、またこれ以外の事情から雅して， 
斯かる分類の妥當を茲軎きするのであります。例へ ば， 
以上に述べて來た幼兒的衝動滿足法のどれか一つが，成 
人の生活に於ても性器帶域の下位に立つことを肯せず、 
飽く迄虫瑶的な立場を執りつ r けて、性器帶域の役割を 
瘅ひ•性感の滿足をこの特殊な場所によつてのみ求める 
といふやぅな興常な場合があります。一般に斯樣な現象 
を變態者 (？ vie ) と申しますが"その特徴とする所 
は、' 彼等が生活の最も m 要な一部 rfrl である性生活に於て 
幼兒期の^階に止まりつ ir けてゐろか，或は何かの機會 
にそこ 迄逆戾りしたかにある0であります。で*成人の 
性生活に於ける此の漣の興常現象を现解すれば I 抑も敎 
育が何故あれ程迄に、幼兒〇發育期を通じて彼等の衝動 
滿足の發動を防ぎ止めよぅと財力するかが甫めて现解直 
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0 方できること X 思はれます0 

小兒が通過しなければならない發展〇諸段階は I いは 
ば_豫め定められた終點に向つて旅を賴けて行く途すが 
らの停車場のやうなものであつて"若しもそのうちのど 
れかに停琪した汰\励かないでゐると"やがて其處に停 
滯して了つて、それから先の旅、つまりそれ以後の發育 
を止めて了ふやうな危險が起つて參ります。 

處が、斯様な兒解が未だ學問的に充分遊礎づけられな 
いずつと以前から•どの時代 Q 敎育者も，此の危險 をょ 
く承知して居つて、兒宽が所謂最終の段階に達して了ふ 
迄は、途中で道草を喰つて、どこかで滿足したり、定着 
したりしないやうに•卽ち發育の段階を眞直ぐに登りつ 
めるやうに，取計ふのが自分達の使命であると劣へて " VV 
ろ<苦心して來たやうに見受けられます。此の恐るベ 
き幼兒の快感獲得行爲と抗爭する爲に敎育がその昔から 
採用して來た方法は二種類ありますが、その一つは「舐 
るのをやめな S と指を切つて了ふょ」などと發吿する方 
法で.乳母や输本が、あらゆる機會 tr あらゆる形式で 
nl ゐて來た脅迫法であります。此の方法を用ゐて成人は 
實際に骚力でもつて大切な身璐の一部分を傷けられて了 
ふのではないかといふ恐怖心を兒童に起させ、その結果 
此の部分から快感を獲得しようとする試みを斷念させよ 


5とずる CD- であ〇ます。今一つの方法は •「そんな 事を 
するともう 可愛がつてやらな S 」 と 脅すやり方で.此の 
場合兒實 は、 兩親の愛を喪失す るかも 知れない とい ふ危 
險に曝される ことになります。 斯うした脅 511 的敎育法は 
前回のお話しで述べたやうな幼兒の特殊な 立場、 つまり 
强力な成人の世界に伍して全く賴る ところの 無い"無力 
な、兩親の愛 1 C 絕對的に俄存する外は&い•立場に應じ 
て效力を發するのであります。 

此等〇方法は雨つながら、同等の效力を現はし、兒宽 
は踮倒的な危險に脅かされて、當初〇闰的を抛棄するや 
うに訓へられます。尤も•般初のうちは、成人に對する 
恐怖乃至は愛のために•自分 S 態度を改めるが如く裝ひ 
自分には善いと思へることを惡いと思ひ"不愉快と見る 
やうに つとめる 程度ですが.追々成人と同化して行く に 
從つて，此の〈後天的) In 値觀を眞實に認め始め • 以 
前に感じてゐたことを忘れ，幼兒期に欲求した ことを 
否定し、 遂にはその昔の感览的滿足に關聯してゐた感情 
( Gefah 5 を完全に逆にして了つ て， 後戻りを防ぐやう 
な結果 K なつて參ります。斯様な變革が完金に行はれれ 
ば 行， はれるだけ成人は自分等の敎育活動が成功したと^ 
へて滿足する0であ P ます。 

成人が兒窒に强制する幼兒的_動に基く快感獲得行爲 
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Q 抛棄は、兒童〇露的發苜の上 E 100 意義深 W 結果 
を蹴します。第一は、自分が受けた强制的要求を逆に外 
#に向けて發するやうになること、と申す〇は*一生を 
通じて•自分と同じ逍程を M らずに依然幼兒的な帶域か 
ら快感獲得行爲を營んでゐるすべて菏を容赦しないやう 
になつて了ふのであります。此樣な容に對して彼等が感 
ずる逬德的義憤は I 私共から見れば"彼等自身がその昔 
の子供時代にやつて來た衝動抑壓の度合を計る尺度に外 
なら? X いのであ0ます。 

斯樣に、幼い頃あれ程好んでゐた快感 S 體驗を捨て去 
つて了ふと同時に、それに關聯した時代のすべての感情 
體驗をも記憶の埒外に驅逐して了ひます。囘顧すれば" 
唯不快な、不 H -斐ないものに過ぎな S 過去を忘れて了ふ 
のであります。そしてその結果" m 要なるべき幼兒期の 
體驗に關しては前に申したやうな一見不思議 s 感を起さ 
せる HB 慌の喪失•不透明•缺陷が生ずる0であります Q 
, C 節二講終 i 

* 第一绋參 !! E ! (木誌笫叫卷第五號) 

附記：.…課表の I 身- h の都合で此描が中絕してゐまし t : 事 
は誼*並に編料漭の御期待に對し洵 U 惭愧に喵えない次節 
でわ W ます。謹んで恐縮©意を表します。 


前號正 

頁 行 

11 一四 

四七 下一七 
四 A . 下二0 
五〇 上〗四 
五一 上二〇 

七三 下四 
同 下五 

七四 上二 
100 下二 
一〇一 中二 
一〇六 下八 
一一一一 上11〇 

一一四 上！二 


政表 

拔 
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必要がら 
秀向 

例つ X 

千姬 

對象と L 
家なき兒 
好敵 

わVなど Q 
能分© 

梁海 

せいぞい 


IE 

衰頸 © 
必架から 
秀吉 
依9て 
千姬 
媒輯者 
對獻とし 
小公子 
好敵手 
などの 
自分の 
盜北 

せいビい 






ナポレオンの精神分析 (承前) 

Der ン yendepikt im LebeuNapoieon I— Ludwig Jotels. 


三 ■■: 

從つてナ•ホ1/オンとパォリの衝突は-結 M 二つの公式 
. —「外國人と通謀して祖國を攻维した」といふこと i 
「コルシカと7ラン K 0結合に協力した」といふ二つの 
公式 K 要約されるのである。こ X で我々は精神分析的說 
明の不可缺を感中るのであるが"それはこの點に關して 
我々の見地が•幼年ナボレオンに性的指向でなく •とか 
く政治的指向の方を歸したがる非分析世界と搲着するか 
らである。我々は非分析世界とは反對に•幼兒に於ては 
最初 ft 抽象的な愛着的表象はな S とし、具！ g 的影像しか 
知らぬ幼兕の心が抽象を用ひるのは、典^的表象にそれ 
を 代へ る場合に限られるとするのである。分析の任務は 
その表象の原型を探ろにあるとい社ねばなちぬ0 


延島英 一 

問越を正確にして兒やう。上に擧げたナボレオンの言 
葉の中で、 r 祖國」(卽ち n ルシカ〕及「フランス J (卽 
ち外國人)は何を意味してゐるのであらうか？ 

旣に前にも多くの 5lfI1 を藉りて明かにしたやうに•こ 
の時代にナポレオンの聲いたもの\中には、 コルシカに 
對する强い又不變の愛が殆んど11斷なく反復されてゐる 
0 である。 この 祖國愛の主想は、 それら 文窣の中で \A ろ 
な形をもつて姿を表は し，あらゆる 角度からそれは 
論議、 檢討 .分析され，その存在理山までが複雜多様な 
硏究の對象となつてゐる〇である C コルシカに關する歷 
史的論文にせよ、彼に自殺を思慕させた欝憂症の一時的 
發作にせよ•祖阈愛と過度な芯#欲との問に存する對 M 
にせよ•「愛に關する對話」及 「ym ンの演說 J にせよ 
ナポレオンはどんな P 題に觸れても、結局最後は必らず 
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いつも祇國の問題 ic 歸つてゐ厶〇である。從つて我々は 
それがナボレオンの無意識に根を張つてゐる腿倒的に强 
い裝象だといふ印象をどぅしても猜ずることが出來な 
い。シュケ . K は"非分析的な尜朴さをもつてそれを次の 
ごとくいつてゐる。 

「從つてボナバルト中尉の表す愛は，故鄕小岛國に對す 
る愛0他にはなか〇た。彼は他の熱情に對しては•すべ 
て風馬牛の觀があつて"その作つた小說の一つに出る人 
物と同じく『私はコルシカに於て生命を得たが、その生 
命と共にわが不幸な祖闺及その獨立に對する猛烈な愛$: 
も亦得た J といひ得るかのごとくであつた。」(新しいコ 
ルシカ) 

これこそ私が神經症患者0分析に當つて屢次確認した 
ととろを.象徵芡は比喩形式にょらず最も明瞭に表明し 
てゐるものである。 fill ちそれは祖國が母0假 M 的表現で 
あり，祖國に對する愛は■適切にいへば母に對ずる愛だと 
いふことを表明してゐるのである。この祖陶と母が同義 
だといふことは、旣にギ9シヤ時代から認められてぬた 
ととを我々は知つてゐる。けだしへロドトスの中に次の 
一文があるからである。 

「去るほどにビジ ストラ— 卜の子ヒッビアスは"その前 
夜_眠中彼に現じた幻想により意を固め‘發人軍をマテ 
ナボ IX オンの精神分析 


ソンに溢いた。彼[±母ど蹄を兆 1 C した势$:逑た〇である 
が.この夢をもつて彼は自分が#びアテネに歸り"その 
主權を恢復し、分の往家で晚年を迎へる兆と兒たので 
ある4」( K ラ—卜〕 

祖閬といふ表象は、粮神分析繆派 S 間では母性的盘味 
を府する c とが旣に常誠と fc つてゐるが"この祖闽とい 
ふ喪象が X 土地の影像と同一の愛薪的似値及起源を有す 
ることについては、私ほディトリッヒ菩 r ムッタ I •エルデ」 
sir * ジ f アス■シ—ザーの Kvsi 二 r クルキンの神 
託(註三 J & どを例に琛げるが、このことは又母なる觀念 
と祖國なる觀念の間に如何なる變化が生じ得たかといふ 
ことを-ドィツ語の「ファター1フンド」(父なる國)といふ言 
葉が明瞭に示してゐるのを我々に豫想させるのである。 

|£1。アル V ルトニ K ィトリッヒ「母な5大地、 K 族宗敎1: 
關する一試論」。 T ル？ V "一九〇五苹"トイブナ I 刊〇 

KIP オットー•ヲソク 「创作及傅說に於る•近钒癍 # ティフ j 
一三1頁。スエト=ゥス II これについて次のごとく詰つて 
ゐろ〇 

「彼に不安* • 感ぜさせ T : その翌夜の夢——何故なら彼は母 
t 褥な共にし f ; ^ を 見/: のだ——についてさへ" 夢卜必 れ 
ちはこの上ない裔轺な與へて彼を激劻した。彼等の判ずる 
とこるでは、それは彼が全世界を支配する前兆であるとい 
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ふの•た。そのわげは彼が自分の下に趑てゐ ^ 見 f ; 母 (X 
卽ち万物万人の f ± な6大地に他なら JO といふのであった OJ 

6110ティト. V ィヴ卷 P 「人に先だち自らの母^抱く者は 
OI マを支 ga マ fu 至る y し」〇これをブル ー タスは母な 
る大地の寂に理解し n 。 

これに關する一例として"私はスラヴ系のすべての國 
語に於ては、國又は土地の語源は祖國を意味する言葉の 
中にはなく，.父に屬するものたるを示す接頭字ブナ又は 
ナ等をもつてそれに代へてゐることを附加へて置く。 

ナポレオンの文#の中に極めて頻繁に昆られる隱喩、 
例へば「汝の祖國の胎中に J ( n ルシカについて)とか、 
「アテネは彼——シモンの子——にとつて常に母であり 
祖國である」 ( 祖國愛について)とか T それは子を母に， 
市民を祖国に結びつける感情である」 cy ョンの演說)と 
かいふ類の對照は_確かに我々の解釋の辯護に役立〇も 
ので ある。同じく 我々の見地を支持す る ものに、 又ブヴ 
夕7オコ宛0寄翰に ある 對照の中に ある 誇張に類する可 
廊性がある。 

「何んといふ！同じ祖國の子でありながら"君はこの 
祖阙に對して斷じて何も感じ&いといふのか？何んと 
いふ！君の心は君の子供時代の遊び場であった岩山を、 
木々を.家々を、山水を見ても動か&いといふのか？ 


君がこの世に出ると"彼女<祖_>は君をその胎の中に 
宿し、その媒實をもつて君を養つた。君が物心つくと、 
彼女は君の中に希望をつ&-ぎ、君に信賴せられる者の名 
譽を與へた。彼女は君にいつた。わが子よ、汝はわが困 

苦の狀を見て知つてゐる . 」 

我々はこれからこの分析の鍵を試驗に附し、ナポレオ 
ンの靑年時代の葱作の若干によつて•それをいは i : 吟味 

に附して見やぅと思ふ。 

• %- ‘ ： ：: ■ 二 

四 

r 祖國愛について」と題する論文は、彼が十八歲の時， 
家事上の用件による旅行の途次、暫らくバリに滯在して 
ゐた折(一七八七年十一月二十七日) tc 書かれたもので 
あるが、それが VI かなる精神狀態の中に執筆されたかと 
いふことは、ナポ1/オン自身の次の言が最もよく示して 
ゐるのである。 

A 私はまだやつと熱情0あけそめる年齡に達した r 過ぎ 
ず、私の心は"この最初の人朋に對する知識によつて私 
の思想〇中に生じた革命のために、未だ動搖を脫しな S 
のである。」 

この言葉、並びにそれに镄く彼の思想の過程を理解す 
るためには、ナポ1/オンがこの論文を書いたのは彼が賣 
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籠 Q 許 Z 夜を過した晉後で蒙こと、從つて最初 

の性的^險の後であることに注意せね U ならな vv 。^® 
性的^險に〇いては、彼は r パレー•ロワィャルの邂逅 j 
と M する一文 ( D 中に、絕對に確衩な文醫を我々 r 遣して 
ゐるのである。だがこの一致を强調するのは，性の色脱 
鏡で世界を眺める耥神分祈斟派だけではない。けだしこ 
の件 1 C 關し何んらの先人主も持たぬこと確赞なグルトル 
I デ•午ルハィゼンも.同じく女性のみに见られる炯脱 
をもつてこの事®を認め•次0ごとくいつてゐるからで 
ある〇 

「しかしながらナポレオンがこの生輝の大事件5:記錄し 
て® S たのは、それが彼に忘れ得ぬ印象を残したためで 
あると想像するのは^常たるを免れない。一女性とのこ 
0偶然の邂逅を彼が述べてゐるのは，內部的な感動 X は 
興逝によるといふよりは—その生涯の危機をすべて記錄 
して ts く彼の性癖、又は主義によると a る方がよから 
ラ。.ナポレォンの心で般も關心されてゐたのは祖一:愛で 
ありバその，他の興避はゝたとへ肉慾的に過ぎぬもの杧せ 
よ*そこに持潁的に位道を古むることは許されなかつた 
のである〇ナボ レオンは、こ 0パレ！ ロワイヤルの ^ 險 
からそれと全く別個の印象を拂拭するには、相當の莴藤 
を經&ければならなかつた。彼は自分が唯一の M - 毁視す 

チボレオンの耥神分析 


る霞的感饷たけがそのま-^鱗することを陶〇て、あ 

らゆる肉脸的興密の抑脈に力を I 1 J ひねばならなかつた。 
その五 m 後、卽ち十一月二十七日、彼は誰と指^せぬ一 
婦人宛に*愛國心に關する獨白を執策した。ナポ1/オン 
trm 名の拟而の中にパレー•ロヮ"ャルの贺女を指定す 
るほどうぶであつたらうか？それは極めて可能なこと 
である L ? 

たとへナポレォンのこの自筆記錄がなかつたとしても 
彼にとつて戀愛と性本能の問 M が益々激烈* T 益々緊急 
な問越になつてゐたことを述べるのは困難では&い。そ 
れがどれほど激しくなつてゐたかといふことは，この「邂 
遐 J の 際、 「訛ょりもその職業の怖ましいことを 洞察し， 
一目兄られた ir けでも身が汚れるやうに常に感じてゐ 
た」ナポレオンが、自分からその「淫を ひさぐ 女」に盤を 
かけたといふことでょく分るのである。この論文(祖_ 
愛について)の中で■彼は現代をスバルタ及了テネ時代 
と比較し、往古には祖國愛がすべてに君臨してゐたが * 
现代では戀愛のみが支配してゐると說き.この二 - o ' b 熱 
情はその結姐に於て正反對とな6が故に兩立し得るも 1 CO 
でないと斷じてゐる。けだしある國民が戀愛〇奴隸とな 
れば•愛國心の衰微は免れぬからであるが、近代人が殆 
ん r 愛國心を持たぬのも、 X その故であるといふのであ 
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る0 

前に乐したナポレオンの心的傾向を考遨にいれて"こ 
の辑察をナポレオンその人に當嵌めて見やぅ。もしナポ 
レオンを國民の代りに M いて a ると，スパルタとァテネ 
は彼の幸福な幼年時代を指示するに過ぎぬものとなり、 
こ〇将察は自分が女色に耽る C とによ0、母に對する# 
が害はれはゼぬかといふ恐怖を表明してゐるに過ぎぬも 
Q となるのである。言葉をかへて S ふと、彼の中で彼の 
色慾的な過去と現在が闘爭を行つてゐるのである0 

我々はこの解釋を支持する記述をまだ他にも有してゐ 
る。それはこの同じ論文だが"ナポレオンはそのすぐ後 
で近代婦人に向ひ•做然たる又不遜な態度で次の如く述 
ベてゐる。 

rti が汝の車に扔性の心を鎖で結びつけてゐる女性、華 
々しい外貌のみを生命としてゐろ 性よ、 汝は こ、 (スバ 
ルタ)で汝の勝利を顧りみて、汝の现狀を恥とせよ。」 

波は近代の婦人にスパルタの烈女を模範と•實例と 
せよと敎へてゐる。かぅ s ふ烈女の中で一人彼の熟知し 
てゐるものがあつたが"それは彼の母レチシァであつ 
た。ナボレオン傳記若の|人シュケ H は，彼女を次のご 
とく描 S てゐる0 , 

「氣高い，豪 Bi な、失 M を知らぬこの婦人の肉骱には" 


贝の心が宿つてゐた。島の獨立が終りに近づいた頃•彼 
女は夫に從つて森の中や山地を轉々とした。軍の情報を 
得るために*女の安金な避難所である斷麈を離れること 
も彼女にはしば/、あつた。彼女は男たちが戰つてゐる 
戰紛まで迆み、彈丸の風を切る音1:耳 te したが1彼女の 
心を占めてゐた c> は夫の危險 i コルシヵ .3 安全の他 1C は 
なかつた。彼女はそ0時ナボレオンを懷赃してゐたが、 
腹に宿してゐる子を後に腕に抱いた時と同じ幸福、同じ 
平靜をもつて大切にしたと自分でいつてゐる。 」 

これがバォリがグ ラづ ヵスの母 n ルネ リアに 比したレ 
チシァの過去であり，名聲であつた◦この母がその若い 
男の子の服に烈女の典型として映じたのは、奄も異とす 
るに足りないのである。 

さぅだとすれば靑年の單なる熱狂と感愤をもつて醫か 
れたこの論文、このいはゆる批判的吟味は、後に論ずる 
別の解釋は暫く措いても、明 A な母コンブレックスとの 
鬪爭を我々に示すのであるが"この母コンブレックスは 
又母コンブレックスで.その存在維持のための岡爭を行 
つてゐるやぅに思はれる。旣に前に見たごとく•靑雜の 
氾濫は嫌も應もなくナポレオンを驅つて異性に近づかせ 
たが、それは當然母に對す〇疎逝?:起させ，猛烈な闘爭 
を無意！ i の中に發生させたのである◊彼が一般に# B 國愛 















40 


ないか)と自問した一つの爭赞だけでも•被の心内で離 
反の傾向が既にその作用を起し，その傾向のために励柿 
した母 コンブ V ブクスが、 彼にすこぶる强 S 意志表示を 
なさしめたことを明かに示してゐるのである。この MI 描 
の過程の中に"母 コンプレックスは すこぶる明 a にその 
姿を现して ゐる 。例へば ナポレオンが V ベルシヤの力を 
藉 0 れば確かにギリシャを征討できたテミスト クレスが、 
「わが干らょ、我々は死なずにはゐたが實は死んでゐた 
〇だ」といつてそれを止めたことを 錐げ、 空虛な m 榮心 
に驅られ> r 自分らの生れるのを見た故國の山河の劫掠 
される」のを恥ぢなかつたアル トワ* オルレアン "コン 
デ ^ 0 7ランス 人の功 ^ を*こ0 テミスト クレスの 例と 
對比して ゐる 場合などがそれである。——我々が、それ 
が實現すれば確實に滅亡を招く母に對する近親姦願望を 
抛棄せねばならぬ必要が明白に表明されてゐるとするの 
は ， JE IC この點なのである。 

母コンブレックスを中心とし，それを擁諧しそれと衝 
突するこ0鬪爭は、それに續く四年 fill にナポレオンが執 
筆した一切の文#の游在的越目となってゐるのである。 
往々この母 n ンプ1/ックスは土地をもつて象徴されてゐ 
るが、その例は ry ヨンの演說 J の中に見られる。この 

ナボレオンの綺祌分析 


7ョンの演流，1は.「人類に_歸を微す敎育汇於ては 

いかなる M 理といかなる感情が敁も M 要であるか」を主 
殴にした! si 赏論文慕集に靡じて魯かれたもので$> るが、 

シ*ヶ H が S つてゐるごとく.ナボレオンは社會的及政 
沿的改革案を利用して、それに「心のすべてを傾注し/ 
「その思ふ i ころを吐露したのであつた r 殊に彼が^例 
を基礎として、幼郎時代の過ちを經て黃溶期に速した一 
W 年を論じ.次のごとく述べてゐるのにそれは 1!¢ だょ く 
衮はれてゐる。 

「彼の逞しい腕が，彼0窮乏と相俟つて熒働を求めて fo 
る。彼は自分の周阐を見まはし*僅かな人>の手に分割 
されてゐる土地を見た」。?:こでこの靑^は社會的指抓者 
0 許に赴 S て # I 談した が、 指柿若は彼に所有櫬の文窗を 
示すだけで何もしなかつた。#年はこ〇不滿足な返事に 
腹を立て， fa 怒の叫びをあげた？「何んだつて！それが 
あの H 一那方の Ml 利だといふのか。俺の櫬利はそんなもの 
ょ P すつ と 神聖•ずつ と 確盥，争つ と 全般的なものだ！ 
それ Id 俺の rf と共に喪換へられ*俺の血と共に めぐり， 
俺〇神經に、俺の心臟に密かれてゐるものだ。それは俺 
が生存して行くために，殊に俺の幸艏のために必要&ん 
だ •■」 

この叫びは、ナボレオンにあつてこ©「土地」といふ 
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表象が'^ 5 かほど强いリビドォ瑪紳を持つてゐた か、そ 
して 又 この y ビド ー が どれぼ ど僅かし かその 强度を失つ 
てゐなかつたかといふ ことを 明瞭に示すものである。 


，この母に對する强い定着があるといふ推論は，象徴の 
解釋によつて得たものであるが、私はこ Q 推論は、ナポ 
レォンの本來の意味の色慾生活によつて充分に確證され 
てゐると E るのである。それは母その人との關係に於て 
は•それほど顯著には表れてゐない。11係文窗によつて 
判斷し得る限りでは、彼が母との關係に於て表現してゐ 
るのは•その性質は確かに異常ではあるが、しかし子供 
の親 1 C 對する# W だけである。セント.へレナ論居時代、 
ナ.ホレォンは*レチシア夫人は三十才で「愛の女神のご 
とく美しかつた」といつてゐるが*周知のごとく彼は3 
の母に對して，最も懸勉、最も献身的な子供であり*そ 
の坐活をできる/ C け安樂に、 m 快にすることに不斷に 
氣を配つてゐたのであろ。この問越にはなほしば-^的 
この研究の中で觸れる^であるが、今その關係を硏究の 
i してゐる彼の生涯の極めて異常なある段階 ( t 於ても、 
我々は母に對する溫情0深/、蒲つた配應〇說左を"あ 
らゆる場所と場合 m 見るのである。マソンはこれを‘「彼 


の第一 e 考へは、彼女0ためといふ C とであつた」と 
s つてゐる。 ii 境に應じて變つたのはその去 m の仕方だ 
けであつて' 表現され る 感情そのものは何時も決して變 
りなかつた。いかなる時で も 彼は母のために 金、 時間" 
辛抱の犧独を辭さ&かづ.たが•‘それは貧乏&少尉ぬ時で 
もノ將帥の地位を得た後でもいつも同じでおつた〇 i 

僅かな傅給を割いて，彼は母を肋け、その蜇い生活の 
負擔を輕めるのに力を盡した。大帝國の首長として 、 E 
大な計戡を胸中に運らしてゐる時でも、彼ほ數百碼の大 
金を母の自曲使用に委ね"嚴格なその宮中儀禮に彼女 Q 
占むる贵質席を設定し、彼女の住ふ凌を自ら指定し、彼 
女のために慈惠看護婦園總裁の名#職を 作り、 彼女をそ 
の地位に就かせるに當つては 自ら 任命を行ひ、彼女 fc llt 
るポン•スュ ル， セーヌの館 Co 書類は，手づからこれを選 
んだのである。そして又彼は鉋くことを知らず"常に不 
平なこの老母の，注々大した根據のないくり言や批難に 
も神妙に邛を傾け"鄭21にその言分 S : 聞くのをいつも诀 
して辭さなかつた。 . 

ナボレオンの戀愛生活に對する この 母のィマゴ|(影 
像)の影鄹は，，ての作用が殆んど强制的となる場合に掖 
も公然と姿を現はしてゐる〇彼はこの母のィマ•コーにで 
きるだけ凭ることなくしては"愛することも、結婚す■る 
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ことも m 來なかつた〇である。 

この母定 iro ) 明白の m 候--結婚に對する早熟的な願 

望^—は，ナポレオンの W 年時代の記錄'殊に「リョン 
の摘說 J の屮に頻繁に^出される。二十才の時，才 1/ 
ンヌに於て、この靑苹士官は旣に結婚を考へてゐろ。彼 
は常裕な材木商の義琊の娘、マネスヵ.ビユ|に結婚を 
申込まぅとさへしたのである。 

この n ンブレクスの影锶を明脓に觀察し栉るのは*彼 
0義姉の妹で、後にスヱーデン國王ベルナドットの妻と 
なつたデジレ*ユ—ジごーィ•クラリィとの戀愛の場合で 
ある〇二十六才で將准となつたが■指铞宫の職5:免ぜら 
れたために生活の手段を金く失ひ，貧窮に惱んでゐたナ 
ボレオンは、この富裕な十六才の少女の熱烈な戀を竊ち 
得たのである。彼女は彼に宛てた手紙の中に「一口で申 
せば妾の>4:命はあなたのものでございます J i 述べてゐ 
る。ナポレオンはこの問越を®る眞劍に者へた。一年の餘 
交際を績け•多數の手紙をやりとりしたあげく，彼はユ 
—ジ Ml ィと結婚する決心を固め.非常に性急に兄のジ" 
ゼフを促がして必要な奔走をはじめさせたのである。 

「私は衆庭が欲しくてたまら&い〇ユージニーィとの問 
题は * まとまるか毀れるかすぐきめなければならない0」 
i ころがこの話は毁れてしまつた"これに關する般後 

ナボレォ y の骑神分析 ， 


Q 言紫は， nK ジレ fc 對する詖歌は■こ〇時以後 t ネレ 
オンの手紙から姿を消した」といふのであるて何故であ 
るか？傅記^たちはその理山が分らぬのである。彼等 
はナポレオンはデジレを愛してゐなかつたが' た/好機 
#を报たいばかり it : 結婚しやうとしたのであると想像し 
てゐる〇それは眞 K ではない。我々は「だがナポレォン 
はこのデジレを愛してゐたのである」といふゲルトルー 
デ•キルハィゼンの意 E に賛成する。その理由は、狼一に 
少女の手紙が自分の愛は必らず應へられるといふ確信を 
衷はしてゐ 600 二にナボレオンは"デ*シレ〇^紙 0 來る 
のが遲れるごとに#辦になり、不幸になつてゐる。笫三 
にナポレオンその人が他の婦人と結婚した後で、彼女と 
結婚しやうと再び努力した事實〇中にその愛の銳據があ 
る〇從つて彼が彼女を非常に愛してゐたことは明かであ 
る。だが我々の推論に從へば、 .21 の戀#對象に は、 ナポ 
レオンにとつて本質的な特性、卽ちその女性を所葙する 
ととが幸福の唯一 CD 條件となる點まで彼の感情を驅0立 
てる本質的な特性が缺けてゐたのである。その條件とは 
何んであつたか？それ^ナポ1/オンのその後の戀愛を 
硏究すれば、一目瞭然たるものがあらう。何散ならデジ 
レの すぐ 後で、彼は母の友達で.寡婦であり•二人の子 
供の母であ X ベルモン夫人に心を轉じ、夫人 It 結婚を求 


i 
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めてゐるからである。ペルモン夫人の後で彼の-心を奪つ 
たのは1同じくすつと年上のド•ラ•ブーシャルドリイ夫 
人であつた。そして最後にそれ，から一年の後、彼はジ3 
ゼフィヌ*ド*ボーアル4 1 に身も魂もなくするほど戀し 
彼女 i ' c 二人の子供があつたにもか X はらず、^研' t ると 
ころなく結婚したのであ 6 。ジ"ゼフィヌは今あげた二人 
の婦人と同じく、寡婦であ P •彼ょりずつと年上——七 
才年上であつたのである。 

卽ちその條件とは•女が年上でなければならぬといふ 
ことである。これにはゲルトルーデ■キルハィ -tr ンも動 
かされて、「ナ.ホ V オンは、かなり年上の女でなければ 
心をひかれるといふこ UJ はなかつたらしい」とい*〇てゐ 
るが/これこそ7 n ィドに j : r れば•母に對する近親姦定 
着の最も露骨な"その故に义最も確®な徴候なのである。 

六 

我々は又こ、で 「M フンス J といふ要素.あるひはむ 
しろ「外阈人」といふ要素の愛著的內容の最初の源设を 
探して、それをその其胺的な极原に遢元せねばならぬ。 
別の K 葉でいへば、誰か r フランス人」で、父の共謀の 
下に母と結合してゐるとナポ1/オンが猜疑したもの、露 
骨にいへ (i ， 母と性的關係を結んでゐるとナ•ホレオン* 1 


想像したも〇があつたに逾ひ & いので ある0 

そして事 W ナ.ホ V オンの幼年時代に* か k る ブラン文 
人が一人あつたのである。この フランス 人は*その 當時 
及その後に百！るボナバルト衆との交際•並びにその公的 
地位のために.この幼兒の想像力の中で偉大な役割を演 
じ、この小さな嫉妬家に猜疑を起させる非常な可能性 あ 
る位逍にあつたのである。この フランス 人とは •コルシ 
力總舞、陴軍中將.伯爵シャルル*ルネ-ド-マルブ|フ 
—^卽ちこの征服された國の最高權力を掌振してゐた人 
であつた。從つてマルブ—フは、この子供の眼に* 7 ラ 
ンス的なすべてのもの"更に進んではフランスそのもの 
X 具象化と して 映ずる位 © にあつたのである。 

その上總怿とボナバルト家と〇間に生じた關係は、す 
こぶる親密なものとなつた。戰岡に疲れ、物質的には窮 
境に沈瀹したシャルル•ボナバルト(カル U ■ブオナパル 
テ)は、コルシカの占領及治安恢復後は-全力をつくし 
て75ンス人の櫬力5:支持し.そ0報酬としてあらゆる 
可能な利益•金、地位' 稱號などを得たのであつた。 

從つて總督は、シャルルの生存中彼の一家の面倒を2 
く见たのみならずへその死亡後は蔟婦レチシアに對して 
不斷の助力を惜まなかつた。彼は自分だけの助力だけで 
は滿足せず、はじめオータン0司敎、後にリヨンの大两 
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钦とな 0 た甥にも同じく雜力 3 せた〇である。だからこ 
の常時のボナバルト家の運命を迪つて a ると、いつでも 
どこでも定つてこの二人の髙官の介在が見られるのであ 
る。ルィ•ボナパルト0洗禮に洛附親となつたものは， 
マル ブ ー ブ將 III である 〇ジ B • セ7 とリュや アンが才 I タン 
で洽费坐となり*マリアンヌ.エリザがセン.シィルに入 
駔を許され、ナボレオン0叔父フ"シュがヱーの敎#附® 
神學校 1 C 人學できたのは•皆彼の保護の脇である。そし 
て又ナポレォンを7レ|シュの缪校に入學せしめ、次いで 
その志望が變化した結 梨， 改めてブ yT ンヌ幼年學校へ 
の入學をはからつたのも、このマルブ|ブであつた。ナ 
•ホ V オンが海^へ入るはじめの計蕺を抛つて砲兵へ身を 
轉じたのは，他ならぬこのマルブ|フの影響であつた。 

そればかりではない。始終金の點では®つてゐたナポ 
レオンの父は" 一#ならずマルブー7伯爵の助力を俟た 
ねば&らなかつた。. V ャルルが俸給の附く贵族代表に幾 
度か選出されたのには，マルブーフの千與があつた。彼 
はかなりの年額になる桑茁育成補助金を下附されてゐた 
が*それもマルブ|ブのおかげであつた。死亡した親戚 
が HK ヰタ敎團にその財產を遺贈した 時、 シャルルはそ 
れを取戾す訴訟を敎圓を對手に起したが、その際も總偕 
は彼に支持を與へたのである。 

ナポレオン©精神分析 


. • 

* 

從〇てマルア4フがシャルル-ボ士バルト0家晦に於て 
占めた位® I ユンゲに從へば、シャルルは「いつも不在 
で•自分の亨樂 か， 又は幸運の夢の # 现に帝く沒頭して 
ゐた」_-と，それから又レチシアの美し3と若々し3 
に基いて"時人が總督のこの一家に寄せる好意には戀愛 
的動機があると看做し、ナボレオンと同じ結論に逑して 
ゐたのは少しも不思議とするにあたらない。コストンは 
「紐意はそこに他の原因 Sr もとめる嘲#を作りだした」 
といつてゐ so フリィド y ッ匕•キルハィゼンはヤソンと 
同じく、ナボレォンの母を老マルブ—フ〇一友達以上〇 
人」とそしつたこの類の蔭口を m めてゐるが、しかし彼 
はそれに附加へて，彼女の] H しい性格、極めてコルシヵ 
的た性格は，それだけでか1る風說の不合理を充分に保 
說ずるに足ると述べてゐる。その上彼女は輕褴ではな <* 
又彼女の美貌は、情慾よりも祟拜をそ i ろ類のものであ 
つた。私はこの疑惑の名殘が，ボナパルトー家にパォ9 
との 絕交後追放を宣吿した文喪の中 1 C も兄られると考へ 
る。それは次のごとくいつてゐる。 

「ポ ナパ ルトー家は專制主鞔め穢れの中に生れ、赘を盡 
したパシバマルブーフ)の眼の下で"その我}1]によつて 
成苌した。」 

それは事實どぅであつたに せよ， 我々の研究にとつて 
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S 要なことは、少年ナポレオンが他〇人々と M じく•自 
分の母とマルブーフとの n - n に懇銳を關係！たとへ父が 
獎勵はしな XI - C も，とにかく寬粹してゐた懇親關係があ 
ると信ずる據點を 衔 してゐたこと •少 くとも一つの幻想 
—現實の事實と同一の偃値を街する一つの幻想を自ら 
作り出すに足る现由を葙してゐたことを示すにある〇そ 
してこれが實際の事情であり"父に對する 「 n ルシヵ i 
7ランスの結合に協力した J といふ批難の實際の意味で 
あつたことは、ずつと後の時代のナポレオンの談話に明 
瞭に示されてゐるのであ〇て、その談話でナポ1/ォンは t 
八年 nil 留守にしたコルシヵが、その最初の休暇歸郷の際 
に彼にどんな印象を與へたかを次のごとく述べてゐる。 
「私の幸福に+缺けてゐたのは、愛する二人の人、父と マ 
1ブ ーフ 伯爵のゐな VV ことだけであつた。 マル ブ |フ 伯 
爵は九月二十日 (ナポ1/オンの到着の五日前)に殁つた 
が"私の一家は彼の死をその後長い間悼んでゐた®であ 
る。」 

我々 Id 愛著的價値の上に於てこのマルブ—フと父との 
對 M の 中に、 「彼は n ルシカとフランスの ^^ に 協力し 
た」 とい ふ言葉の性的意想の確設を見ろばかりでは& 
い。それは更にナボレオンがこの幻想の結集、この二人 
のいづれが自分の父であるかといふことに關して、ある 


不安$:懷か十にはゐられなかつたといふ^實をすこぶる 
眞に近いものにするのである◊この疑惑は、民法の條文 
の中に法律的に投 m されてゐる。，卽ち私生子に對して父 
の搜索が雜ぜられてゐるノ 

その上この幻想の光に照 U て見ると、前に擧げたブル 
ボン 7 t 帥に關するナボレオンの考察•卽ち「彼の眞寶の 
罪は外國人と共謀して祖國を攻擊したことにある」とい 
ふことは、無意識の言葉でいへば、 E 分の母に外國人と他 
的接觸をさせてはならぬといふことそ意味してゐるのが 
明かになるのである。 c れに關しては、大抵の子供はそ 
の無知に於て、異性間の關係は女に對する齡力行爲、殘 
忍な闘^より成ると想像してゐることを想起するだけで 
充分である。子供がサド的性癖を發怵するのはそのため 
なのであるが、この性癖が常年ナポレオンにあつたこと 
は誰も先づ否定は出來ないのである。ブルボン元帥に對 
する批難は、從つてその意味に於ては•父に對する批雖 
と完全に 一 致するである。 

こ、に於てその他の問題も自づと解決を吿げる。その 
例はナボレオンが十七才の時に書いた「自殺について J 
の中で'自分の自殺を論じてゐる點に見られ60彼が自 
狡を欲した理由は T 鎖につながれた同國人が、^へなが 
ら自分らを1|迫してゐる手に接吻してゐる」 ことであ 
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る。だから彼が生れた時から存在し、從つて彼がそれに 
光分 m れる時刖のあつたことのためなのである〇そして 
彼は次のごとく叫んでゐる。 , 

「 7 ラン X 人ょ，汝らは我々の愛するすべてを奪つて滿 
足せず、] S に我々の風俗まで m 落させた。我が祖阈の现 
狀及その現肷を變へ#ぬ無力，この二つは'#つて私にこ 
の地上一7私が德涟として m 惡せねばならぬ人間を義務 
として識へることを强ひるこ0地上5:逃れさせる新しい 
理山である。私は祖國へ歸へつたら•いかに振舞ひ*い 
かに口をきかねばならぬであらぅか？，：…生は私にと 
つて m 荷 t ? 1 ある〇そ〇故は私は何んの樂みも感ぜず"す 
ベてが苦痛'/ C からである。生は私の®荷となつてゐる。 
それは今私と共に生活して陞り、恐らく今後も常に共に 
注活する人々が、月光と Hr の異るごとく我々の風俗と 
異る風俗を持つてゐるからである。 J - 

ナボレォンの性生活に於て、姦通の觀念が弗常に强い 
纏綿を得.姦通が過失といふだけでなく、重罪と彼に見 
られるやぅになつたのは，明かにこの幻想の一つの結艰 
であつた。このことは彼0赀年時代の文牵、殊に獨身生 
活及獨身に對する痛烈の B 倒を滿賊し，獨身者が他人の 
妻にその情慾の滿足を求めるのを國是として禁ずべしと 
論じた「リヨンの演說 j に於て明白に觀取される。しか 


るにマルア—フは朱辩游であ〇て、 f 七八四年、七十二 
才の時はじめて結婚したのであろ。その時ナポレオンは 
旣に十五才となつてゐた0 

その上私 Ga るところでは"ナポレオンのこのコンブ 
レ/スは•彼の妙な fin 遠ひで#露されてゐる。「セント • 
へ1/ナ！一想記 J の中で.彼は彼が二十五才でィタ y ィ¥ 
の砲兵指枧官であつた時、美貌の一女性•人 M 代表0若 

麥ル Jr ; ス•チュ n 才•ド•リニエールの歡心を^ふために、 
m 大な過失の责住を犯したといふことを述べてゐる。彼 
は受け容れられた愛に對する感謝の印し ^ r ■若：十〇兵 M 
を锁牲にしたといふのである。 

「私は當畤まだ非常に年が若く、自分の小さな成功に心 
傲り、滿足してゐた。その折私はできるかぎりの親切を 
つくして、自分の感謝0>情を示した si 思つてゐた。纖 
力濫用と s ふことがどんな程度にまで達し得るものか、 
又それが人間の運命を往々左右することはすぐ君にも分 
るであらぅ。けだし私 i ても人間であることに變りはな 
いからである。九月のある美しい朝、チュ a 才夫人を伴 
つてタンド峠近傍の我陣地を逍遙してゐた時、突然役女 
にちよつとした a 爭を見せてやらうといふ^へが私に铧 
ん•たのである"私は前啮に攻萆を命じた; 0 戰ひは我方の 
勝利で終つたが、しかし元來結姐は問題ではなかつたの 
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である。攻擊は全く氣まぐれ 0 所爲であつたが、……そ 
れでも幾人かの犠牲者が m ぬわけには行かなかつた。こ 
のことを者へる度ごとに、私 r 最大の自寶を感ぜずには 
ゐられない。」 

ゲルトル I デ及フ y ィドリッヒ•キルハイゼンは，この 
皇帝の回想は： JH 確でないと與謎ん挿んでゐる〇笫ーナポ 
レォンの性格11;兄て.か、る輕半なことはあ0得ないと 
いふ。それにチュ n 才夫人その人に ょ ば-この前啃戰 
のあつたことは事實だが"彼女に對する愛のために.從 
つてその歡心を茛はぅとする下らぬ希望でそれが行はれ 
たといふのは事實でないといふのである。更に7リィド 
y ヴヒ.キルハイゼンは、ナポレォンが記憶の間違ひばか 
0でなく、時 n や ± IJ 所をも思ひ違ひしてゐるこ i を極め 
て確耽な方法で示してゐる。けだしチ A ロオ夫妻は*九 
月二十一日には じめ てバ y からニ イスに 到着し、前線に 
赴いたのはそ〇後だからである。それにその戰岡が"夕 
ンド岭附近で起つたといふのも頗る疑はしい。何故なら 
九月には"この峠の問 is はもはや存在せず-從つてナポ 
レオンの擧げてゐる小事件は、九/ j 二十六日、ヴァドオ 
附近の同 M 珉の角而堡に對する攻璐の折に生じたものと 
せねばならぬからである。 

しかしながら我々の a るところでは*この問題の解決 


には何も®#な®は少しもない0である〇我々は神經症 
的な苛寅の分析と同じく、向荧の感愤はこれを正當なも 
のと認め•ただその内容だけを，キルハィゼンの主張に 
鑑み疑問に附するのである。これを別言すると.我々は 
この否定すべからざる自黃の感情は他の問 M と關聯して 
居り、その表 [M 的な内容は"た i : 他のもの i 代りにそ t 
へ遛かれたものに過ぎぬと看做すのでろる。そしてこ0 
自己批難の眞の對象が何んであるか tr チボ V ォンが一 
方に於て一婦人の歡心を買ふために惡事を働 s たと自ら 
斷劾して居0、他方に於て彼がこのハ牟に四人0婦人(力 
ルトウ、コ！ル、サリセプチ、チ，口才の四夫人)と不義 
の關係を結んだことを見る& らば* それを a 拔くには何 
んの困難も感じないのである。して見れば「幾人かの犧 
牲者が出ぬわけには行かなかつた j ことは、毫も異とす 
るに當らない。その三年以前、「リヨ； S の演說」6中で 
姦通した獨身讲は全社會の面前で吿發さるべきだとした 
のは，このナボレオンその人であつた0彼は r そこで諸 
君は， 彼等を全社#の IM 前で弾劾す 6 であらぅ」といつ 
てゐる。事實に於て彼は、その鍇仰容に自分 Q 大罪の話 
を語る2:とにょつて' 自分自身に#1]を加へてゐるのであ 
る0 

こ0解釋は、この話の中にある r 攻擊は金く氣まぐれ 
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の所爲であつた」といふ1句にょ0て、ある權0微明を與 
へられてゐる。夢の解釋 1 C 關する我々の經驗は•この 一 
句の中に、詰られた辦 W が非10彼である V との贈示を見 
ねばならぬことを钬へてゐる。これは’ M ^ に服光を紙背 
に撤せしめょと S ふ释齿である。 

反對に r 桃力濫川」といふ言葉は、姦通に對する彼の 
娥脈及 それょり 生ずる一一^の起源を示すもの、ごとく私 
には思はれる。 Mi 力の濫 jn は"强力な糨#マルブ—フに 
歸せられてゐたのである0 

ナポレォンは自分の結婚に關して，そ0外 E に#常な 
法意を拂つたが、との特徴的な泣意が又同じ源泉から發 
してゐることは寸窀の疑も持ち料ない。彼は7ランス王 
座の前任者と異公式の愛人といふものを一人も持つ 
たことがなかつた。彼は妻に對する不锼を働らいたこと 
を囪狀するのに決して躊躇したことがなく.時にはその 
胃險を妻にまで話したにもか&はらず、非合法 Q 戀愛に 
耽る時は■いつも非常に用心をして、チュィルリ—宮の 
密室にかくれてそれを行つたのである。 

ナボレォンの女性に對す5態度が、以上述べた幻想に 
決定されてゐたことは S ふまでもない。それが生んだ 
戀愛の條件は，女が不筲(フロイド〕で瞪落してゐねば 
ならぬことであつた。愛する女は•彼の母のごとく不 W 

チ•ホレオン精神分析 


でなければならな io で&る。この條件は、ナポレオン 

の無慙識の中に殊に力强く衷明されてゐる。 

我々は それをジ「ゼフィヌに對す5彼の態度の中に禅^ 
に見得るのである。ナポレオン Id この械 W 地虫れの SS 女 
を 夢中に なつて戀し、彼女の前の結婚時代に1®された m 
々の 戀#的爾險を葸に介せず——或ひは 恐らく その n 險 
の故に I 、又 彼女が バラスの#人で あつたにも かゝは 
らず I あるひは恐らく その愛人であつた ことの 故に 
,—彼女と結婚した ので あるが*結婚後いくばくもなく 
して彼は彼女を殘して•新に補された總指 抓宫の資格で 
ィク9 ィ軍に 赴任せ ねばならな かつた。彼は ミラノから 
彼女に宛て iE の やぅな，愛に燃へた手紙を数々書き" 
早く ミラノに來ることを懇麒 してゐ50けだしナボレォ 
ン tr 彼女にこがれて死ぬ思をして ゐたの である。そし 
て忘恩の彼女がパリの亨樂の數々に心を雜 t ± れ、彼の許 
へ 來る ことを轉路すると、結婚後わづか數ゲ月の不幸な 
夫は、「私の妻は病^をしてゐるか、不沉を働らいてゐ 
るか、 どちらかに違ひない」 と、マルモンに 語つ たので 
ある0 

事實彼女はこの時でないにしても*とにかくその少し 
後*彼女が S ょ<ミラノに赴 S て"わづかの時日を夫と 
共に過し、その後獨りそこに殘つてゐた時に、立派に彼を 
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翦切〇たのである。ナボレォ S は敵を迎へてヴユ〇ナに 
出陣した。しかるに彼女はそのヴ f ロナで•たちまち TtT 
民の嘲弄の的となつた交際をシャルルといふ^ Q 1士官 
とはじめたのである〇いつもジョゼフィヌに惡意をいだい 
てゐたボナパルト家のもの(彼等は彼女に婆ぁといふ名を 
つけてゐた j は，早速その機钤をつかんで、ナポレォン 
の前でその妻の行跡に關し-ハ"キ y 意味のわ如るあて 
こすりをはじめたのである。しかしながら彼がそれに镣 
いてジョゼフ-ヌ宛に書いた手紙 1 C は、どれにもこの退引 
ならぬ曝露の痕跡は見出されない。どの手紙も错前の手 
紙と同じ深い愛1同じ熱望を表はし.た r こ、かしこに 
熱愛してゐる彼女の明白な無 關心と 執拗な沈默が、彼に 
惹起した苦悶の調子が散見され るに 過ぎない。 

こ.の勝利の榮#を荷つた征服渚が、その成功をジョゼ 
フ=ヌの足下に貢物として献げ I 彼の熱愛し熱望する彼 
女をその腕 m 抱くためにミラノに馳せ屄つた時でも、卽 
ち彼女が自分を恶切つた確證 IM 女はシャルルとジュノ 


ァに赴いてゐた II を握つた時、彼は一夜を働哭して明 
したが、その後ではたちまち彼女のまづい言拔にまるめ 
こまれ、翌日からその罪を赦して手紙を「お前に接吻々 
造るためにこの甲紙をもぅ一度開く J とか"「お、ジ a 
ゼ フィス！ お i ジョゼフィヌ 1 J とかいふ類の文句をもつ 
て結び、戀敵を何か〇现由で士宵名簿から除くことで滿 
足したのである。このジ： セフィ ヌの不黃行爲が"ナポ1/ 
オンの感惝に何んの肜驟をも及ぼさなかつたことは確實 
とせねばならぬ。何故ならその一年の 後、 ベルチ H から 
ジ"ゼフィヌに宛てた手紙の中に’我々は次の一句がある 
のを讀むからである。 

「私はあなたを非常に思つて居りますから"もしボナバ 
ルトがあなたに少しでも惡感情を持つてゐたら必らずお 
知らせいたします〇私は誓つて申しますが"彼はあなた 
に對していかなる惡意も持つてゐません。彼はあなたを 
熟愛し、あなたを祟拜いたして居ります。」(つ V く) 
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故大佐の令孃 ns (マンスフィ丄ド作：} 


岩 倉 具 榮1譯 


八 


:一 


ジ3セフィンは何も答へなかつた。彼女は急に方向を變 
へて別の事を考へた。彼女は突然シリルの ことを# へ 
た。たつた一人の孫に時計をやるのが一庇哿通ではなか 
つたらぅか。 そして 親しい シ y ルは物を筲へば大變苻 
難がる方だし、 それに 金時計は、消者にとつては大した 
ものでぁつた。 V 二 I は"確か時 th を持たない習 ft にな 
つてゐたと思ふ。ぁんなに暑5氣候の處では、チミキな 
どを 着るものは滅多になから ぅ。 ところが、 ロンドンに 
ゐるシ9ルは年中チミキ^着てゐた。 そして 彼がお茶に 
やって來て.時計がチ3キの ところ fc 兒えたら、彼女と 
コンスタンチァとにとっても本當に婼しぃことだら>0 
「あなたはお祖父樣の時計を持つてゐるのねえ-シリ 
故 大佐 © 令嬢たち 


ル e ん〇 J そのことは何となく非常に滿足に思はれるこ 
とであらう0 

なつかしい少年！彼の甘美な、感じ易い I 可愛らしい 
話振りは何と S ふい、锣だつたらう！勿論彼女等には 
ょく分つてゐた。併しそれは非常に不幸なことであつた。 

「あの人がこちらにゐれば•さういふ事もね」とジ， 
セフィンは云つた。- 

「そしてあの人は大變それを咨ぶでせう。」 

と n ンスタンチアは-自分の云つてゐることを考へない 
で云つた。 

併し•シ U ルは歸つて來るや否や，すぐに叔母さん達 
とお荼を飮みにやつて來た。シリルがお茶に來るのは彼 
等にとつ：て滅多にない饗宴0 ~つだつた。 

「さあ，シリルちやん。私達04菓子に恐れをなしち 


CO 


あいけないのよ。あなたの叔母さんのコンちやんと私が 
今朝パ K ザ！卜で買つて來たのよ。 M の人の食慾つてど 
んなだか私、達知つてゐるわ。だから si お茶菓子うんと 
喰べるのを恥しがらないでね0 J 

ジ，セフィン•は彼女の冬の手袋や n ンスタンチアの唯一 
の大事な靴の底やか、とと絶まがうばかり£裂かな黑い 
お萬子にざつくばらんに切り込ん次。併しシ y ルの食慾 
は I 向思はしくなかつた。 

「だつて、シ3セ7ィン叔母さん。僕は本當に食べられ 
ないんですよ。僕は丁度御領を食べて來たばかりなんで 
すものど 

「あら，シリルちやん、そんな苦ないわ！もう四時 
過ぎよ^とジ"セフィンは大きな聲で云つた0 n ンスタ 
ンチアはチ ， n レート檸の上にナイフをおいて待構へて 
ゐた〇 

「でも•やつばり さう なんです OJ とシ9 ルは云つた。 
「僕はヴィクトリアで或人に#! t ねばならなかつたんで 
す。そしてその男は……^分僕を yl き止めてね、やつと 
たつた今御飯を食べてこ i に來られたばかりなんです。 
そしてその W は僕に」^-シリルは手を额においてチ H 
ツと舌を&らしつ X ——「恐ろしい打擊を與へたんで 
す」と云つた。 


凡ゆる口の中で今 B は——特別につまらない日であつ 
た。汴しそれでもシリルにそんなことが分らう莕もなか 
つた。 

「でも* メレンゲ(砂糖と玉子の人>れ蒗子)なら食べ 
る T せう？ シリルちやん」とジ「セ フィン叔母さんは云 
つた0 r このメ1/ンゲはあ&た0>爲に特別に M つた0よ。 
あなたのお父樑はそれが大變好きだ.つたわ。きつとあな 

たも好きだと思つて——。」 

「好き t ? すとも•ジョセフィン叔母さん」シリルは熱心 
で云つた^始めに半分だけ食べちやいけませんか。」 
「いけなかないわ。 でも， 持つて歸るのはいけないの 

よ。」 胃 

「お父樑は今でもメレンゲが大變お好きたの？」とコ 
ン叔母ちゃんはおだやかに訊 S た。彼女は自分のメレン 
ゲの殼を壊した時かすかにたじろいだ。 

「さあ、僕木當によくは知ら.&いんです.コン叔母ちや 
ん」とシリルは元氣よく云つた。 

それを冏いて彼女等は二人とも因を上げた。 
「知らないつて？」とジ1セフィンはひつたくるやうに 
云つた Tm 分のお父さんの事 ^0に， そんなことを知ら 
&いの？シリルちやん 。 J 
「まさか J n ン叔母ちやんは靜かに云つた。 
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シ 9 ルはそれを笑ひ流さうとした。「本當に知らない 
の」と彼は云つた。」隨分前から知らないょ一と彼はども 
りながら云つた。彼は默つてしまつた U 叔母さん方の顏を 
E ると何にも云へなくなつてしまつた。 

「それにしても」とジョセフ"ンは云つた。 

そしてコン叔母ちあんは見た。 

シリルはお茶のコッブを下においた。「少し待つてね」 
彼は叫んだ。「一寸持つ て、 ジ，セフィン叔母さん。 侯、 
何を考へてゐたんでしたつけ？。」 

彼は眼を上げた。彼等の顏色は喑れて來始めた。シリ 
ルは膝を打つた。 

「勿論 J 彼は云つた。「それはメ V ンゲだつた。どうし 
たつて俟は忘れろわけはありません。さうだ。ジョセフィ 
ン叔母さんの云ふ通りです。お父さんは無茶苦茶にメレ 
ンゲが好きなんです。」 . . 

彼等は只晴れやかに&つたばかりではなかつた〇ジョ 
セ フィン 叔母さんは婿しさのあまり眞赤になつた、コン 
叔母ちやんは深い I 深い溜息をついた。 

「さあ，シ9ルちやん、あなたは來てお父樣にお目にか 
1らなくてはぃけなぃ0」とジ"セフィンは云った。「ぉ父樣 
はあなたが今□來ること5:御存じだつたのよ。」 

「宜しい」シリルは大變しつかりと心から云つた。彼は 

故大佐の令孃 た ち 


椅子から立上つた。急に彼は時計を E つめた。 

「ねえ•コン叔母ちやん、あなたの時計少し後れてやし 

ない？ 僕ある人に#はなきやならないの-^バディン 

トンで丁鹿五時過ぎに。お祖父稼とあまり長く話してゐ 
られない ff らうと思ふのだ。」 

r あら■お祖父檝はどうせそんなに長くあなたがゐるだ 
らうとは思つてゐらつしやらないことょ！」とジョセフィ 
ン叔母さんが云つた。 

コン スタン チアは尙も時計を見つめてゐた。彼女はそ 
A が進んでゐるのか後れて ゐるの かどちらかはつきり分 
らなかつた。どつちかであつた。その m は殆んど確だと 
彼女は感じてゐた d とにかく、 それは進んでゐるか後れ 
てゐた〇 

シリルは尙もためらつてゐた。一緖にいらつしやらな 
い？コン叔母ちやん。 j 

r 勿論だわ j とジ3セ7"ンは云つた。「私達もみんほ行 
くのょ0いらつしやい、 n ンちやん。 J 

九 

彼等は戶を，てXいた。そしてシリルは叔母さん達につ 
いてお祖父さんの署い"なつかし昧のある部屋に人つて 
行つた。 
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i さアおいで」とビナ ー お祖父さんは云つた〇「何をぐ 
づぐづしてゐるんだ？何かあつたのか？今まで何し 
てゐたのだ？」 

お祖父さんは音たて燃ぇさかる火の前に腰を下し、ス 
、テッキを握つてゐた。膝の上には厚い毛布をかけ、更に 
その上 K : は倚腿な"黃由色 W ハンヵチーフが載せてあ 
つた0 :,. 

「シ y ルちやんです，お父操」とジ B セ7ノノは羞みなが 
ら云つた。そしてシ y ルの手を取つて前へ連れて行つた。 
「今日は、お祖父樣 J とシリル tr ジョセフィン叔母さん© 
手から自分の手を離さぅとしつ、云つた〇ビナ—お m 父 
さんの眼は屹とシ y ルを射つた。この服つきでお祖父さ 
んは有 ^ であつた。 コン 叔母ちやんは何處に行つ たか？ 
ジョセフィン叔母さん0向ふ侧 に 立つてゐた n 彼女は そ 
の長い腕を前に垂れ*手を挺りしめてゐた〇彼女はお祖 
父〇んから一寸も限を離5なかつた。 

「さて」 とビ ナ—お祖父さんはやをら身を動かし 始めつ 
i 云つた。「何か而白い話しはないか？」 

何を話したらい X のだらう？ シリルは全く精神耗弱 
客のやうに微笑してゐる自分を感じた。部屋も息づ まる 
やうな感じであつた0 

併し ジ"セフィン叔母さんが助け舟を 出して くれた 〇彼 


女は快活に叫んだ。「シリルちあんの中しますにはね、 
お父樣"今でもシリルちやんの农父搽はメ!/ンゲが大奸 
きなんです〇て^ 

「え X ?」とビナ I お祖父さんは、眞赤なメレンゲの殼 
の樣に手を坪の上にまげて云つた。 

シ•セフィンはもう一度云〇た、「シ y ルのお父樣は今 
でもメレンゲが大變凇好きなんださうですわ。」 
「聞えない」とピナ—老大佐は云つた。そしてジョセフ 
ィンをステキで追ひやり、それからシリルの方へステッ午 
を向けて云つた。「叔母5んが何を云はうとしてゐるの 
か話しておくれ」 

(弱つたな！)「僕が話すのかい？」 とシリルは 赤くな 
つてジョセフィン叔母さんを見つめ乍ら云つ た Q 
「お話しするのよ」と彼女は微笑した。 r お祖父 様は 大 
變お喜びになつてょ。」 

「さァこつちへ來て云つて御览！」とピナー大佐は•再 
び身動きし始めながら性急に叫んだ。 

で"シリルは前に身をか r めながらわめいた0 
「うちのお父樣は今でもメ1/ンゲが大好き&んで御座い 
ます。」 

それを聞いてピナ1お祖父さんは鐵砲で打たれた樣 r 
とび上つた。 
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f そんなに 怒， ぬらなくてもい、よ！ j と彼[±大きい聲で 
云つた。「チ供がどうかした 0 か。メレンゲ/<5つてそれ 
がどうした？」 

「お、、ジ「セ 7 " ン叔伸さん"まだ喋舌らなければなら 
ないの？」とシリルは絕^的に唸つた。 

「そ Jfi でい、のよ■シリルちやん」とシ「セフィン叔母さ 
んは、まるでシ y ルを樹微紫のところに述れて來てゐる 
かの樣に云つた。「お肌父樑はすぐお分りになつてよ。」 
そして彼女はシリルにさ i やいた。「お祖父探は少し坪が 
遠く お fcoi'rfc つたのよ ^ それから彼女は Hf 力力みに A 
り*本當に•ヒナーお祖父さんに向つて叫んだ、「ねぇお 
父啜、シリルのお父さんは今でもメレンゲが大好き / C と 
瓠の子は中上げてゐるのです。」 

ピナー 大佐はその時には M こぇた〇聞こぇたのでシリ 
ルを見上げ兄下しつ V 考へてゐた。 

「可て變つたことなんだ！」とビナー老祖父は云つた。 
「こん&風にしてみんながこ、へ私に話しに來るとは 
何といふ變つたことなんだらう！」 

シリルも變だと感じてゐた〇 
X 

「え X * 私シ *; ルに時計を送りませう〇」とジョセフ" 
ンは云つた0 

故大佐の令燠たち 


f そては大變い、でせう」コンスタンチ T は云った〇 
「この前あの子が來た時には何だか面倒な事があった 
やうな氣がするわ 。 J 


そ〇時ケイトがまるで锻の所に何か秘密な仕掛の板圍 
を發 E したかの嫌に•例の調子で，戶をつき拔けるやう 
に飛出したので二人は話の腰を折られた。 

「フライ fc 致しませう か， それとも截ませうか」と i 
神經な聲で訊ぃた。 

フライにするか、赉るか0ジ窃セフ"ンとコンスタンザ 
アとは一瞬問全く而喰つた。彼等は殆んど考 へる ことが 
出來なかつた。 

「7ライか蒗るのかつ て、 何をさ？ケイト」ジ T セ 
フ"ンは'心を集中し始めようとして訊いた。 

ケイトは聲髙くあざ笑つた。「お魚ですよ。」 

「あ V さう、どうして4前は始めからお魚を……と云 
はなかつたの？」ジョセフ"ンはおだやかにケイトをとが 
めた0「行きな b 云つても分ると思つたの？ケイト〇フ 
ライにしたり"煮たりするも 0' は世の中に澤山あるんだ 
よ、お前。」そしてこんな風に毅然たるところを見せた後 
で，彼女はコンスタンチ了に向つて全く快活に云つた。 
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「どつちがい、の，コンちやん。 j 

「魚はフライ©方がい i と M ふわ OJ と n ンスタンチア 
は云つた or 併し勿論、费热も結構だけれどね。私は雨 
方同じ位好きだと思ふわ……あなたさへ……併しもし— 

1J 

ーフライに致しませう」ケィトは云つた〇そして彼女 
ほそ©部屋の戶を開け放したま i にしてとんで歸り-薇 
所の戶をドーンと閉めた 0 

ジョセフィンと コン スタンチアとは顏を見合せた。彼女 
は淡色の眉毛を上げると*それは淡色の頭髮の中に沒し 
てしまつた。彼女は起上つた。さうして弗常に權高い、 

押付けるやうな搽子で云つた。「應接問まで私 I'c ついつ來 
つて下さる？コンスタンチア。私.あなたと相談しな 
ければならない大切なことがあるのょど 
何故なら彼等がケイトの事5:話 L 合は うと 恩ふ 時には 
いつも應接問に引込んだからであつた。 

ジョセフィンは意味ありげに戶を閉めた〇「腰をおかけ 
さない，コンスタンチア」と彼女は尙も頗る尊大に云つ 
た。彼女は始めてコンスクンチアを引見したか0樣であ 
つた。そして n ンちやんは-まるで自分が初對而のお客 
ででもあるかの樣 it ， どの椅子に掛けようかと見廻し 
た 0 


r ところで問題はですね」とジ•セフィンは膝を乘り出し 
て云つた。 r ケイト5:おいておくかどぅかといふ&とな 
のょ 。 j 

「それが問題だわ」と n ンスクンチアも相槌を打つ210 
「そして今度は」とジぶ7ィンは®然と云つた。「甌達 
ははつきりきめねばなら&いわ0 J 

n ン スタンチアは"一瞬 ( UJ あらゆる他の時に一亙り行 
き始める様に E えたが、自分を引き締めて云つた0 「え 
、ジ3ダちやんご 

r ねえ"コンちあん」ジ 3 セフィンは說明した〇 「凡ての， 
ことが今はすつかり變つてしま〇たんだからねごコンス 
タンチアは チラと 見上げた。私の云ふ0は」 と ジョセフィ 
ンは趙けた、「私達は今迄の^にケイトに賴つて -¢1 ゐな 
いつて云ふことだわ。」そして彼女はほんのり顏を赧ら 
めた。「料理だつて肝心のお父樣もゐらつしやらないん 
だし。」 

一それは全く木當ょ 。 j in ンスタンチアは相槌を打つ 
た。「お父様は確かに今はお料理は要らないんだわ"た 

ジ，セフィンはその時"銳く言葉をはさんだ0「あ&た 
眠く&いの？眠いんでせぅ？ねえ、 コンちあん0 J 
「眠いつて？ジャグちあん J n ンスタンチアは服を大 
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旮 く逑開いた0 

「さあ' もつと心を引きしめて？」とジ a セフィンは銳く 
云つた〇そして元〇問題に歸つた。 

「若し私達がするとしたら，當然まづ何だわ I と彼女 
は邡の方に氣をくば ® ながら、やつとの思ひでこれだけ 
云つて‘——「ケイトに豫齿しておかなくては….：」 

- -と云つて彼女はもぅ一度聲をあげた。- 「愈 事く 

らゐは自分で出來てょ UJ 

「どぅして出來ないととが a つて？」と n ンスタン■チア 
は聲高に云つた。彼女は思はずニコ<して來た。考へ 
るだに興轺することであつた。彼女は兩手を振り締めた 
「私速は何を食べて生きて行くの？ジャグちあん0」 

「そ & や n ンちやん、卵だつていろ^-料理の法が ある 
わ！」 とジてクちあんは再び昂然と云つた〇 r それに，ち 
やんとか料现してある食物だつて S ろ—-あつてょど 
r でも私はいつも! IflS てゐたわ。」と n ンスタンチアは云 
つた。「さぅぃふも0は隨分髙ぃつて云ふ話しだゎひ」 
「適度に買へば高くないわ。」とジョセフ"ンは云つた〇併 
し彼女はこの魅力のある 1 UJ 道から引き上げて n ンスタン 
チアを別の話につれ出した。 

「けれども、今、私達がきめねばならないのは、木常に 
ケイト$:信用す^か t ' うかつて£とよ。」 

故大佐の令娘た S 


3 ンスタンチアは後ろにょりか i つた〇彼女 <n 氣の抜 
けたしのび笑ひが#の 011 からもれた。 

「この問題について私が何とも決心出來ないなんて J 彼 
女は云つた、「奇妙ぢやなくつて？ジャゲちあん0 J 



彼女はこれまで何とも決心がつかなかつた〇決心のつ 
かぬと云ふのは何 i も證明がつかぬと云ふことであつ 
た。如何にして人々は證明したか。如何にして踨明する 
ことが出來たか。ケイトが彼女の前に立つて故意にしか 
め[6]するのを想像して御篼&さい。彼女は多分苦しいの 
は尤もではないか。とにかく.ケイトが彼女に向つてし 
かめ面をしてゐるのかどうかを訊くのは不可能ではなか 

らうか。若しもケイトが「い I え」と答へたら-そし 

て勿論「い、え」と云ふであらうが—引込みがつか&く 
なるだら う！ 何と威嚴を傷けられることだらう！そ 
れから、彼女とジ™セフィンが m 掛け允なら ば、 ケイトは 
物を取る爲ではなく探るために彼女の m 荀に手をかける 
やうな t とも確かにあるだらうと コン スタンチアは再び 
想像した〇彼女のレースの紐の下とか夜の肩掛の上とか 
まさかと思はれるやうな所に紫水 tfno 十字架をおいてお 
いて•そとにやは0あるかどうかと.彼女は何度も何度 
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も M つて來た。一度なら中彼女はヶイトのために保蹄を 
作つた。彼女は特別な^き方で物？ iv を片付けてから、ジ 
"セフィンに說人になつて筲つた〇 
「い X こと？ ジ t クちあん」 

「確に跹屈けたわ"„ 

「かうしておけば、屹度分つてよ0 J 
，ところが併し、彼女が見に行くと、證據所ではなかつ 
た！若し何か0位®が違つてゐるとしても•彼女が杣 
出しを閉めた時にさうなるのも尤なことであつた〇ガタ 
動くのでとかくそんなになるのだらう。 
r 來て E てよ*ジャグちあん。私にはちつとも分らない 
わ。とてもーハづかしいんですもの。」 

併し暫くの間ぢつとにらみつけてゐてからジ"セフィ ：V 
は溜息をつく。「あなたのお蔭で私まであやふや K なつ 
ちやつたわ、コンちあん"私にも分らないわ。」 

X 

「さあ、もう 今度 こそは 延せな いのよ」とジ3セ7インは 
云つた。「今度また延したりしたら——」 

十二 

けれどもその瞬 lill に下の街路で手風琴が嗚り出した。 

ジ"セ フィンとコンスタンチアとは一猪に 眺上つた 0 


「驅けてつて' コンちあん」とジョセ7ィンは云つた。 r 早 
く驅けてつて。あそこに六べンスあるわ〇」 

その時、彼等は忍ひ出した。そん rx ととは問 M では& 
かつた。彼等：：決して二度とオルガン彈きを呼止めない 
ことになつてゐた 。彼女とコン スタン チアと！ r その 猿 
にどこか外で音を立てさせるやうに、もう二度と云はな 
くても い、やうと 命ぜられてゐた。手風琴師が餘 り 急5 
で行つて了はない とお 父さんが思つた時に*そのやか ま 
しい■妙な叫び聲のフィゴ(手 M . 琴〕は決して二 度と ひび 
かす2:と相成らぬとせられてゐた。オルガン彈きは|日 
中そこで彈いてゐても•お父さんのステッキは ドンと 云 
ふ音も立てないだらう。 

二 K とはドンと嗯らぬだら50 
二從とは ドン iqs ら JQ だ £> う 0 

と 手風琴 fd : 演奏した。 

n ンスタンチァは何を考へてゐたので あらう か〇彼女 
は妙な微笑を湛えてゐた。彼女は別人のやうに見えた。 
彼女は泣き出すことも出來なかつた0 
「ジ t クちあん，ジャグちあん」 コン スタンチアは兩 手を 
振りしめつ、靜かに云つた。「今 H はどうい ふ日だか知 
つてゐて？ 土躍 H よ"今日で一週問よ，まる一週問よ一 
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父 3 ん死んで一週間" 

父？ん死んで一 M 間。 

と 手風琴は歌つた。そしてジョセ 7 インも 亦、 m ^ lt 蹄つ 
てしやんとする 〇を忘れてゐた。彼女はかすかに"奇妙 
に 微笑して ゐた。イン* 卜純鍛 の 上に 四角に太隘の光りが 
淡赤く當つてゐた。光りは差したり消えた〇また羞した 
りして—さう し tr ぢつと照りつけ"深くなり行き^— . 
遂に殆んど金^に照り輝いた。 

「太陽が出たわ」とジ a セフィンは"如何にもそれが現® 

的に問越でぁるか〇樣に云つた。 . 

さながら泉の如く泡立つ音が、まどらかに明る-い調子 
で，手風琴から流れ出で I ふんだんに散つて行つた。 

コンスタンチアは それらの音を 捕へ ょうとするかの様 
に" 大きな冷い手を上げた。が•やがてまたその手を下 
した。彼女は自分の氣に入りの佛像の SS てぁるマンテ 
ルビー スの所 ホ t で步いて行つ^ 。 そしてその微笑が何時 
も彼女に.殆んど苦しみのやうな，而し愉しい苦しみと 
もいへる、妙な感じを m へるそ0石の光つた像の微笑が 
今 R は m なる微笑以上のものに思はれた。_陀は或る事 
を知つてゐた.彼は秘密を握つてゐた。「お前の知らな 
い或る SAT 私は知つてゐる」と"彼女の佛陀は云つた。 

故大佐の令嬪れ5 


さア.それは1體何であつたか、何で£>つたらうか。而 
も彼女はいつもそこに何か或る S を感じてゐた。 

太陽の光りは窓をつき拔け、こつそりと忍び込んで， 

衆具と寫眞を照し出した。ジ3セフィンはそれ$:ぢつと^ 
てゐた。その光りがビアノの上のお母樣の引仲寫 M に常 
つた 時、 それは可愛らしい塔の樣な形の耳輪と黑い羽の 
撫卷とを除 S ては、お母樣〇丽影が殆んど殘つてゐない 
のを見つけて當怒してゐるかの様にためらつた。死んだ 
人の寫眞はどうしていつもこんな風に消えて了ふのだら 
うと、ジ，セフィンは不思議に思つた。人が死ぬと-直ぐ 
にその人の B 眞も死んでしまふ。併し*勿論，このお母 
綠の寫苡は大變古かつた。それは卅五年も前のものだつ 
た。ジ 1 セ フノ \は椅子の上に立つて昔を M ひ起し’その 
羽の襟卷を n ンスタンチアに 指し示しつセイロンで 
お母機を殺したのは蛇であつたことを話して聞かせた。 
•.….若しお他樣が死&&かつたら"凡ての事が通つてぬ 
たらうか。彼女は何故だか分らなかつた。フロ—レンス 
伯母さんは彼等が學校を出る迄一緖に暮してゐた。そし 
て彼等は三回引越して年&:の休日を持ら、さうして：：： 
さうして勿論•召使も變つた。 

數羽の小さな笹•幼い 1 E が、窓の出張りでチ f チ r 
嗚 cfe 。 チュ-チ r - —，チ fo けれどもジョセフ,4 
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ンはそれが崔ではなく •窓の出張りに居る 0 ではないや 
うな感じがした〇その妙&小さい叫び聲は彼女の内部で 

するのであつた。チュ-チュ-チュ—。あそん 

なに弱々しく心細げに"何5:叫んでゐるのであらうか0 
若しもお拇樣が生きてゐたら、彼等は結婚してゐたら 
うか，併し結婚，の相手は誰もゐなかつた。お父樣が喧嘩 
する迄は"ァンダ U •インディアン Q 友達がお父樣には 
あつたのた〇併し喧嘩してからといふもの彼女とコンス 
クンチァとは書記たちを除いては|人も男などには會つ 
たことはなかつた。どうして人々は男に#ふのだらう 
か。 X たとへ男たち 1 C 會つたとしても、見知らぬ A - とし 
て以上に tt 人々を知る樣になることがどうして出來 るの 
だらうか。人々はょく危險を胃した とか、 人に あと $: 洩 
けられたとか.云ふ話を物の本に讀む ことは あつた。併 
し誰も n ンスタンチアと•彼女と 0あとを 踉けて來る 薄 
な左はな力つた。 あ、さう だ、イ— スト ボ ー ンでの あろ 
年•彼等の宿にゐた見知らぬ M が彼等の藤室の戶の外で 
湯の壺の上に手紙を載せて行つたつけ！ところが " n 
ンスタンチアがそれを氣付く前に、手紙は湯氣のために 
殆んど讀めな S やうになつてしまつてゐた。彼等は自分 
達のどつ—宛て4の手紙れてあつたのか f 
へ見分けることも出來なかつた。そしてその男は翌日 


に行つてしまつた。それだけだつた。他の者はお父さん fc 
掬してゐて"同時にお父さんをょけてゐた。併し今は？ 
併し今は？忍び込む太陽は靜かにジョセフィンに觸れた0 
彼女は顏を上げた。彼女はやさしい光りに誘はれて思は 
ず窓邊に近づて行つた。 ：■ 

手風琴の演奏が止む迄コンスタンチ了は怫像の前に立 
ちすくんでゐた。何だか不思議な氣持であつたが，併し 
何時もの樣ではなく•さりとてぼんやりしてゐるといふ 
風でもなかつた。この時は彼女の不思議な氣持は憧れの 
氣持の樣であつた。かつて滿月の夜_夜着0まゝ踺床か 
ら這ひ出してこ X に來て。まるで十字架につけられた樣 
に腕をのばして床の上に横はつたことのあるのを彼女は 
思ひ出した◊何故だらうか。大きな*蒼白'い月が彼女に 
さうさせたのであつた。衝立の上に刻りつけられた、踊 
つてゐる恐ろし S 姿が橫目を使つて彼女を見てゐたが， 
彼女は氣にもとめなかつた。彼等が海岸のほとりに住ん 
でゐた頃には、何時も•彼女は獨りで出掛けて出來6だ 
け海に近づき•これと思ふ何かの歌を口づさみつ、、そ 
の体み&き大洋をじつと見つめてゐたことも彼女には思 
ひ出された。そこではこのやうな別の生活が.あつて*驅 
け出して行つて物を袋に入れて家に持ち歸り-品物を見 
て物を贸ひ、ジャグちやんとそれに就いて論じ合ひ、そ 
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れを返して行つてまた別 0 品?: >1 た上で貫つて歸り，お 
父さんのお料理を揃へてお父さんに不自由&思ひをさせ 
ない様にした。けれどもそれは凡てトンネルのやうなも 
の X 中で起つた樣に思はれた。それは現實ではなかつ 
た。彼女が現寶的に自らを感じたのは彼女がそのトンネ 
ルを出て月の光りの中とか、海邊 i か，雷雨の中とかに 
入り込むだ時だけであつた〇それはどういふ課だつたら 
うか彼女が何時も望んでゐた Q は何であつたのだらう。 
か。それは a て結局どういふことになつたのだらうか？ 
今？今？ 

彼女はその譯〇分らぬ或る身振りをなしつ i 佛像の 下 
から離れた。彼女はジョセ 7 ィンが立つてゐた所迄 行つ 
か。彼女はジョセフィンに何事 か I 將來の ことか 何 かに 
ついて，何でも 恐ろしく M 大な ことを 話し度かつたの 
だ〇，*•: 

「ジ t クちあんはどう思つて- 多分 - J と 彼女は始 

めた0 

併しジ "セフィンは 彼女を遮つた。 r どうしてだかと不 
思議に思つてゐたところなんだけれど"もし今ね——」 
と彼女は P の中で云つた〕兩方で話しを止めた。彼等は 
お互ひに待つてゐた。 

「何な0よ_ n ンちやん」とジョセフィンは云つた。 

故大佐©令抜れち 


「だ0て、ジ+グちやんこそ何な0ょ a 私、後で云ふわ aj 
とコンスタンチアは云つた。 

r v> i え > あなた 0 云はうとしてゐたことを云つて頂 
戴〇あなたから始めたんですもの。」 

ジ"セフィンは S つた。 

「私は.： .： 私は I あなたが初めに云はうとしてゐた£と 
を聞き度いのょ」と n ンスタンチアは云つた a 
「冗談云つちやいけないわ V コンちあん。」 

「そちらこそだわ"•シャグちあん。」 

「コー I —ブたら1」 

「お-^ジ t クちあんつたら一」 

W らく杜切れた。やがてコンスタンチアはかすかな聲 
で云つた。「私、何を云はうとしてゐたか云へないわ， 
ジャグちあん。何故つて私の云はうとしてゐたこと*何 
だつたか忘れちやつたんだもの，：…。」 

ジョセフィンは一瞬間默つてゐた。彼女は今まで太陽の 
輝いてゐたあたりの大きな雲を見つめてゐた。やがて彼 
女は手短かに答へた。「私も忘れちやつたわ。」(完) 

臃後に——今まで9ビドーを經綿して tj ' t : 對鍬(父親〕を急 

K 失つて、 vllKt のやり場のなくなつた"二人の妙齡の孃 

! c 七三頁下段へ讀く) — 









文藝學 2 精神分析 (if (4) 

武 田 忠 哉譯 



これらの•褙神分析に卽した文學硏究において，局外 
0 オグザ I ブ—にとつて奇異 lr 映じ、また精神分析の本 
質とも關聯する他の一つの徵候は•それが文珙現象を根 
本的に心理化してしまふことである〇勿論、文學史家は 
この方法に向つて、彼自身が S かに深く傳說の形成に捉 
はれてゐるかを認めるかもしれない。——(今日、この 
傳說の形成は，種々の方面から歷史の叙述に對して批難 
されてゐるものである )—— Q 

一つの文梁作品の構成•人物•場面、それらは鍛初か 
ら精神分析聲者にとつて、軍にその背後に隱れてゐる. 
ょり深い意味の種々の記錄化にすぎない。それは、無意 
識的過程を•すなはち、110接的な n — スにおいてのみ照 
明され傅る精神の領域〇狀態と刺戟を象徴するのであ 
る0, 


例へば*7 T ウスト、あるひはメフィスト—の姿は、他 
の方法から規定された解釋〇信念にょれば、長い以前か 
ら、敎養あるョ—〇サバ人の意識の内部において"文學容 
と文學から遊離された生活をつづけてゐるにかかわらず 
ここでは再び突然、それが一定のフ r タジ I の吿示"一 
つの特殊な人間的狀態の表明として吟味されるので& 

る。それらは^——(フ 7 ウス トとメ フィスト ー) - "す 

ベでの他の藝術的に形成されたものと同じ やぅに、 單に 
精神的事實と過程の、外部に對する r 投出」、つねに同一0 
あわれな、文^する自我の眩惑的に美しい假裝にすぎな 
い。精神分析は冷然とそれらを官能的內容一^ ( それら 
の內部に包含されてゐろところの)——にまで還元す 
る。それはこの方法を溯源的投出、あるひは還元と名づ 
け、單に文學フ？タジ|の體现だけではなく宗敎 7 r 夕 










I の體現に對してもそれを適用するのである0 

一般に文织衮と作品中の人物を英雄的に现想化する傅 
統がいかに深く文 Is 學に刻みつけられてゐるか，そして 
この神話形成に類する傳統が今日もなほいかに効果的に 
遂行され得るか、もしわれわれがそれ$:熟考するな.らば 
文哚史家がこの方法を兒なして，彼自身の研究に關する 
神の漉判のやうに#へることにも多少の现由があるやう 
に思はれる〇 

問越は•溯源的原现を論理的に正確に適川することに 
存す る。 しかしながら、それはけつして文學作品の要素 
が傳記的事實へ溯源されることを意味するのではない。 
むしろ f # 記の內容は•作品解釋の場合と同じ原則 1 C 從ひ 
その結艰、例へばある文學漭の現役における愛の體驗が 
その藝術的表現と典に、共通の根源、母に對する無意識 
的關係-にまで還元されるのである。 

このテーマ—の提出においては、 7 P ィドが文學衮に 
對 して 決定した灯想生活の三時性が再び m れる。かう し 
て—創作された人物は最後的诀定0閲光を全く失ふにい 
たつた。一人の文學衷が彼の作品と彼の虫活において示 
す熱情-〇すべての體 現は、 相五に比較さ求、相互に試驗 
的に制定され、相互から展開される。その結猓•第一0 
體現が第二の體現の前段階を •こ 〇 1 第二の輯班が 、第三 

文鼸舉と精神分析 


の體現〇、注意深く蔽はれた分身を體现することが出來 
る。そして、かやうな體現は槪括的に，その削作文學荞 
が常時捉へられた心理的捌式を組むた to - のる資料に 
す r & いのであ^。 

これらの斫究についてさらに私が述べたく忍ふ一つの 
特徴は、文學における自然感情の解釋である。この解釋 
もまた精神分析に•よつて扱はれる极本的な稱神的莉藤、 
近靱蟲の欲望•エディブス•モティーフ、から出發してゐ 
る"勿,自然の識美文は學史において敁も多く0) テ— 
マ 1をもつ # の1つであるが、ここでは、それが無意識 
的に愛された母への誠美として說明される。神と自然。 
これらの、文化によつて愛される二つの觀念は、一つの 
小兒的な調子をもつ魂から、靑空と地平線に對して向け 
られる父と母の巨大な投出である。かうして、結局、自 
然(風土)に對しては"你大な母性神たち"大いなる母 
と S ふ形成 物、 との間の一つの聯關が恢復？れる。比較 
神話學 の 示す ところによれば、 かやうな母性祌はすべて 
の人間文化の徭廳に現れてゐるのである。 

自然に對する文樂的愤憬は•生母との再結合"彼女か 
らの新生、 それらに 對する無意識的愤 m を意味す る。し 
たがつて"ゴづ トフ リー ト •ケラ—の「生きながら埋めら 
れる」 のやうな詩のシー リ ーズは、テ111 から 115へば 


Tl 


かぅいふ母胎への復歸を語ろものに外 & らない〇もつと 
も、ここでは、抑應の程度は*その腿された內容を越え 
て，一層高い意味を持つ〇であるが。， 

この眩惑的な聯關から生じる結論は"今日まだほとん 
ど昆透しされることができない。何故なら、いままでど 
の方面からも詳しい叙述が企てられてゐないからであ 
る0 

摄後に、この聯關と共に•蒭術的寫實主_の問題が一 
つの新し VV 基礎において討議されるにいたつた。ここで 
は•文藝學の一つの根本問越が說さ及ぼ？れた〇私がい 
かなる瞬111]にも疑はないのは•この觀念——(ここでも 
やはり暗示されたにすぎないところの) . —が文學の科 
學によつて取上げられ、それによつてなぼ多くの收獲を 
將來するであらぅといふことである。 

* 過去•現在•未來。 

いふ生でもな<過去は职兒時代を意味し、そこでは m 望 
が充足されれ。现在はわれわれの眼前0现赏，てあリ、そ 
こから、その周 [ clQfi 料に gll し t :7 ァンタジ—が生れる。 
朱來 IX 、やがてかくめることが希架され、あ〇ひは* i 1 
くある r あらう i いふ、主と L てい！！ゆ afa 日^の櫛成 
耍索な形づくる 7 r ンタジ|&指してゐる。 

「過去的なもの，現在的な t の•未來的扛もの、それらは 


いはば走〇過ぎる M 鋩0絲 ui つて竝べられてゐるので 
ある OJC 7 0ィド)「詩人と7>ンタジー」#照；> 

さらに精神分析にょる硏究 Q 中心には，象徴の槪念が 
横つ r ゐる0それはこ〇學說自身の根本問 m に磁してゐ 
るために、絕ぇず新しく理論的に討議される對象であ 
30 

象徴の性質に關する知識は、文學の理解のためのキ— 
である。この點については、文學史家の間にも何らの疑 
問がぁ&得ない。したがつて，近代の文藝學においても 
象徴を創造する祕密を强調し解明する努力が常に繼镄し 
て行はれてゐる。われわれはここでも再びそれに對する 
唯一の證明として•偉大なデ"ルタィと S ふ名前を擧げ 
れば充分であるやうに思はれる。 

積神分析はそれ自身■一つの、象徴に關する全學說を 
展開させた。勿論、それはけつして統一あるもののやう 
には見ぇないが，それにもかかわらず"私の现解するか 
ぎ〇では、從來 © 文婺學においてこの對銳に關して流布 
されてゐたすべてのものを m かに凌瑪してゐる。この學 
說は、夢 -7 r タジ！神諸の場合のやうに.象徴にお 
いても•一つの顯在内容と潜在內容$:两別する。ここに 
も，一つの統一的な象徴形成の過程が、■多樣な作品の根 
抵に橫〇てゐる。われわれはそれの假說を發展史的かつ 
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心现學的に®学 t とがで意 Q である。 

粘神分析以外の文學史家は-象徴を I 文學における& 
界觀の一つの表象として主張するのが常である Q 般平、 
それはより深い分解を許さず*また必要ともし& い。 何 
故なら*それはすでに述べたやうに、その意味をそれ自 
身の内部に待つてゐるからである。 

精神分析の態度は、それと5ちじるしく相異する。そ 
れは般初、常にそれの疾病の症例を精神的に發露する£ 
i を注®:しながら■夢と神經瘀に現れる一兒個人的な象 
徵を種々の方向へ分類することを試みる〇かうして、そ 
れは性慾的•物的•機能的象徴*また他の揚合には、 
例へば' 個人的象徴 i 社命的象微、かやうな辟別を行ふ 
やうになる。 その 結艰、必然的に、これらの類型的な象 
徴形式の til 张と構造が決定 S れねばならない。しかしな 
がら、かかる決定は、堪に神話的•文化的.雲的•人 
r 學的、さらに他の種々の觀點を結合することによつて 
のみ到達され^るのである。 


——(六九 K 下段ょり铋く)^— 

さん方の不安。9ビド|安定0耍求と恐怖との矛盾心理、亡 
くなつた父親のメモリ tl : 長く支配せられてゐろ心理を描い 
t : も! , として、なか<銳く而白い。在の鳴筇は n 分の内の 
喵镩だと S ふ溆微表的現はマンスフィ—ルドがいつも; II*S 
技法である。 F ブリル媿』の最後のところな參照して御!1な 
さい〇滿月の夜 U ふら^-4诹を出て大の字に撗 U るとこ5 
など、^遊满的心理の性的背^ It 相常一1ひや〇とさせられ S 
ものがある〇この作の課は|1|固箝ぃて來たが今瓯9分だけで 
tt とまつてゐる。女性心理の硏究 K : は：の人の作品はみな 
焚に好材料を提供してゐる。(完) 


マンスフィール K 作短篇集•焐倉具榮譯 

理想の家族 (4 gi 

奥しい珠玉の作品十数篇> 女性心理硏究の好資料 
卷末の分析！！赏及び傳 ifBi 共 U この譯锻の倒 fa を 
良心的じ高めてゐる。 

本研究所出版部發行 
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『にんヒん』を生んだもの 

-ルナアル雜感 - - 


ジユゥ ル •ルナアル (一 SG 411910〕 は怫阈 二 H エグル M シ 
ャア〇 ン生れで、小說及び戯 ® 「 u んじん J の作者である Q 
この ffi 作は庠田氏が飜譯し"映进では「我等の仲冏」 「 E 人 
ゴ ーレム」 のデ K グィグィ H 監货の作 tj i が公開 3 れ、ラデ方 
で (X 故友 m 氏^ [:ょる 放送がな？れ、各方®に好評だつ t : ら 
しい。映班はその後幾度も上映 5 れ T : が"それについて IT す 
でに本誌上で(笫一一卷七號〕大槻氏が評せられてゐる。 

ルナアル It 小說數11 S 外' JZ 戯叫八篇ほどわ芯。，いづれ1 
在來の小 sfir とか戯曲とかの槪念からは、かけはなれ n もので 
おそるしく平明な、その <せ微妙な心 JHI の MI きとその分析に 
ょつて、如焚 1C 人即性か摘出して *) ろ點興味もあ P 生彩 t 放 
つてゐる人である。飜譯され?:のは>この外!:『葡萄畑の-葡淘 
作リ』、『叨るい眼！！|?ねなしかづら』『博物誌』辰!&晚飜梁 
f 南の風』0ゥ - r . ルネ氏) F 別れ t 愉し』『日々®麵飽』等であ 
& 〇 


倉 橋久雄 

「フ T ンテクは、身持ちの女を見たとか"『ボヴ Ty 夫 
人 j を RBt んだとかいふ時には V 自分の母親に 向つ て微 
笑んで見せる。さういふことは彼の頭を混亂させ#な 
い。彼にはさういふことが萬® IJ 的に E える。母親の目 
の前で、さういふものを而白がつてゐられるのが、い 
かにも嬸しさうだご 

これは.岸 Eli 國士譯『ルナアルの日記』第三册の一九 
〇二年六月二十日附の所で，ファンテクとはルナアルの 
息子の愛稱である。いかにもありさうな事ではあるが、 
<ナアルはこ1に彼の息子とその母である自分の喪とを 
登場せしめて"彼と母との關係に加ふろに、彼自身の衆 
庭の表情をもあはせ^ょうとしたらしい〇だ。別〇所で 
彼は r 散文は幸福0言葉だ。我々が結婚して以來•赛ょ 
私は 一行の詩 も 書いて はゐ ない0だ"嗚呼！」と 云つ て 
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ゐ Ka そこで私は恭許職譯された『ルナアルの日祀』 
旣刊五冊を ®いて、 その中から適常に引用しつ i " ルナ 
アルの『にんじん』振りを絶てみようと思ふ。 

「ルピづク夫人。やり過ぎる 一 科劇女優。もう自分が何 
をしてゐるか、何を云つてゐるかも七から ず、 いつで 
も舞蓺の上にゐるといふととを唯一の考へ、唯一の生 
活の极據としてゐる萬劇女優。」 

ルビ"ク夫人は！ T にんじん』0母親である。そこで、作 
念の1 1 親についての感想—— 

「家族の思ひ出。 ial 母のマ yl ィョヂは母を「女辯^ 
土』と呼んでゐた〇「あの娘はよく辯中る J と祖母は 
いつてゐた。彼女は非常に怒りつぼくて、話の中に^ 
分に當てつけた言葉があつたと思ふと、部屋を出て行 
つてしまつて、みんなが呼びに來るまでは拗ねてゐ 
た。」又，「伯母と私の母とは、財布が輕くなつて來る 
と、互ひに云ひ维ふのだつた。然し•私0母の方がよ 
く『辯じた 。 J : ' 
『にんじん』•のルビ/失入と彼の母との相似。彼女は、 
ルナアルの言葉 it よれば「自分の喇叭を吹かうとすると 
すぐ毀してしまふ梵烏ごでぁることから*「聲の中で小 
刀を振り廻す戰爭。ルビック夫人はサアべルをもつてゐ 
るごに、或ひは r 部屋の中では、一匹の大きな®がひと 

ri : ん C ん』を生ん/:*もの 


りでおしやべり?:してむる。/ f おしや•へ&、彼女0舌 
は自動 lli に乘つてゐる。」 T 自然はおしやべりが嫌ひだ 。 J 
まで變貌してゆく。立場を代へて、彼女の測から兒ると 
かうなる。「しやべつてゐる時に|1、聽いてゐる人たち 
の顏が見ぇない。言葉が宛かも木の葉の帷のやうなもの 
を作る。おしやぺりが濟んで、その葉の茂みがとれた時 
見ると人々の顏には漪きの色が浮んでゐた〇」 
r 眞魏を云ふといふことは不可能だ。然し、見ぇ透いた 
噓をつくこと辻できる。それを見透かすのはそ〇ち0仕 
事だことルナァルは云ふ。で、私 + は彼の噓の一つを絶透 
してやらうとする。 

カピュスは . KK ヮアプが或る女に次のやうな挨接 
をしたと云つて感歎する 0. 

——こんにちは*迂君のおばさん— 

さう云つて•ヵビュスの方を振り向いて1僕の母 
だょ。 

これは彼の云ふ「陶然たる嫌惡」に屬するものらしい 
が、感歎したのは、彼の友人カピ a スのみではないらし 
いが如何。 

「 I にんじん』それでもやつばり、私はすつかり書く勇 
氣はなかつた。次のことを私は書かなかつた1 
ルビック氏がにんじん$:ルビサク夫人のところへやつ 
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て，離籍する氣はないかと訊かせること，そし■て"そ 
れを聞いた時のルビック夫人の應待。なんといふ場面 
だ！」 

作品にこそ書かなかつたが、遂に書いたと云へるだら 
う。そしてこれは彼の死後十五年經つて發表された日記 
の中でなんだから"今更何んと云はれようと M 氣は彼の 
側にあるだらう。 

「彼女はマ y ネットを『娘 J と呼ぶ。然し"モオリス 
と私〇ことは『こちらさんがた』と云ふ。昔©ことで 
こまごましたつまらないことはよく赀えてゐる。然し 
一番上 Q 女の子を? X くしたことは忘れてしまつてゐ 
る。その時、父は自殺5:しようとしたくらゐだつた。」 
これと•次のと結びつけて考へる。 

「彼女の場合では信心が一つの紳經病みたいだ。彼女 
は非常 (C 念いで彌撤に馳けつけるので。村中の鷄を怯 
えさす。彼女の下裳は道の上を飛んで行く。彼女はす 
ベての女たちを追ひ越す。木の蔭に隱れてゐると思ふ 
と、殆ど輩駄天走りになる。それにも拘らす V 彼女は 
やつと「了レクシオン」に la に合ふ位だ」 

ルナアルによれば彼等の家庭は三十年も不和だったさ 
うだが、これは、この母の性格にも起因する所があら 
う。かうした女性を日本的なものに1!輝したら*我々の 


身近 C も存在する女性の一人になるかも知れない。 

一九〇九年 I 次の年ルナアルは動脈硬化症に罹り死 
んだ——八月五日"彼の母が變死した。そ0日の記述。 
「私は彼女が井戶に身を投げたのだとは信じられな 
い。彼女は通りかかつた誰かに二言三言聲をかけたあ 
とで、井戶の緣石のところへ腰掛げに行つた，彼女は 
釣瓶の鑽を結び合せた Q すると、脈管閉塞だ。彼女は 
うしろへ倒れた。すぐそばの荷車の上に乘つてゐた小 
さ&小供にそれが見えた。アメリィ〇女中は「あツ 
!」といふ聲を聞いたご$略〕「私は鉛のやうな足を 
引き摺つて馳けつける。走つてゐる人たちを追ひ越 
す。帽子と n スタン式ステッキを投げ蓝てる。そして 
井戶の上を视き込むプ水®にスヵアト、犬如猫を水に 
溺らした時のやうな微かな渦。人間らしい姿は見えな 
ぃ OJ _ 

ルナアルは冷靜に母の死を記した。なほ云ふ「或る嫌 
惡然し何に對する嫌惡。私はそれを云ふことができない 
だらう？」、と。「喪 I 眞ツ黑な嘘〇死が近づくと魚 
の臭がする、 J 「今日からは，私のすべての^へには或る 
死の笆づけがある^•「ょく見つめさへすれば、死とい 
ふことはょく现解できるととだ。」、 r 旣に私は萬地5:散 
步する C とに或る樂しみを感じだしただんだん追ひつ 
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められて來たやうなこれ等の言漉。だが。彼の死に就い 
ての言漉はこれが始めてではない〇以下それらを集めて 
兒ょう。「死に戯れつきること。」、「一人の死^の 
!?:跡を消すためには"一人の生きた人間の、永い N 11かか 
つて褚み 1 R ねた足跡が必要だ。」、「死亡通知を受け取る 
度に、私はその名前を戯れに私の名前に ffi き變へて£ 
る。」、「链柳•麻から起き上りながら•人はかう云ふで 
あらう——0しめた、俺はまだ死んでないぞ。」」「彼女 
は自分の墓所を a て來た。彼女は哀しさと恐ろしさとで 
氣が顚倒してしまつた。彼女は底の方を贶き込んだ。 
——まあ、お前さん、これがあたし達を待つてゐるんだ 
ょ。この穴を御^、この穴を一」、「菇も熟した論爭は 
常 ( C 次のやうな言葉で結ぶべきだら5^—『それに，僕 
たちはやがて死ぬんだからね。」，「柩—— W び出ること 
0ない死の浴槽。」これらの言葉は父の_殺以後から番か 
れ始め•母の變死後益々高潮していつたもののやうだ。 
母の死後一年にしてルナアルもまたそのあとを追つた。 
彼は灰色の現赞にたまりかねたか，月に逃げる。月のこ 
とばは時に、母のことばでもある。 

「恐らく、#は，月のもう一つの側にいろんな言葉を巒 
き込んたのだらう。然し、月は微で笑つてゐて、その側 
を诀して a せてくれないのだ,妖婦©おもかげ。「月は 

『にん C ん j か生んだ もの 


木の葉に捉へられた。木の葉は娘しがつて ffi を 搖つ た。」 
「性のない女體の tnTJ 純化された母の姿か。「屍衣の上 
に月の光の緩かな M れ。」母の死直後の感想か。「月がも 
う! f 1 , て S ) る。 遊いので コルセットからもよ いと出しただ 
けの乳#の乳房のやうだ。」ルナァルは幼時乳母か女中に 
佌話になつたと 見える 。彼が女中に少からぬ■心$:持つ 
てゐ るに證 しても——〇「すべての メタルには逃が ある 
但し月^けは多分例外だらう。」前の否定に對する背定。 
「胸をうたれるやう&月の姿。 ああ、 若し坷から音樂が 
ちよつと聞えて來 でもしたら ！ J 女よ！近よるな。俺 
はい ま 月を絶てゐる とい ふ所だらう。子守唄0ない月。 
「月は海を、女の胸のやう 1 C 喘がせる。 J •「彼等はまた 
月の話をする。彼等は云ふ卜-あしたは月の道筋が動く 
んだ。天氣が變るぜ。 —— 少し問ひ1_1めて行く と、 彼等 
は自分でそれを信じてゐないやうなことを云ふ。然し" 
彼等の父親と か、 村の或る老人とかはこれを信じてゐる 
と彼等は云ふ。どぎつい月。柔い月。冷い月。」そして. 
「私の遝命の小荜、それは月だ。」、「私は，月の世界に 
昇れな S と思ふと、まつたく悄げざるを得な so 」、 「月 
は實に感じのいい女流詩人だ。苦し月が光らなく&つた 
ら、私たちの感受性は致命的な傷を受けて、哀悼に包ま 
れるだらう。詩の水準も低くなるだらう〇」遂に H の騎士 
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ルナ了ル「私は月の啃兵だど 

「にんじん」及び r 葡萄畑の葡萄作り j が出版されて四 
年目。、一八九七年。『別れも懾し j が初演された•その 
年の六月十九ルナアルの父は，かねて盹充血で重態 
だつたが鹿狩りの銃で自段した。その時の日記。 

「煙とそして火槩の臭ひ、そして私は小さな叫び聲を 
立てる1『おや、お父さん、お父さん、どうしたんで 
す*これは。ああ、さうか"なるほど一なるほど一 
やれやれ！』それでも、私はまだ信じられない I 彼は 
冗談にやつてみたんだ。そして私は、彼 Q 百い顏•彼 
の開いた口 •心臟のそばの黑くなつてゐるものなどが 
信じられな S 。」 彼が手紙を書 S てゐるところへ、父の 
所の女中が父が呼んでゐるからと迎にくる。直ぐ出かけ 
て見ると*母が叫んでゐる。父の室は鍵がか i つてゐる 
のだ。幾度か^をぶつつける。すると邡があく。それか 
ら前へ績く。母の場合もルナアルは信じられなかつた。 
これは當然でもあらう。家庭の不宰を背負つたのは「に 
んじん」のみでもなかったのだ U ルナアルは父について 
云ふ「人は彼のことをかう云ってもい X f それは一人の 
入間に過ぎない。貧し S ちつぼけな村のただの村畏に過 
ぎな S 』 と。そして、それと共に、彼の死について"ソ 


クラテスの死を語るやうに語つてもいい。私は•彼を充 
分に愛さなかつたことを心に咎めてゐるのではない。彼 
を理解しなかつたことを心に咎めてゐるのだ。 Jy クラテ 
スの死を語るやうにと彼は云ふ。 r 父は温い血を 持つ て 
ゐた。然し、彼の心臟は家庭 Q 爐ではなかつた"」映锻 
「にんじん」の父もさうだつた〇「ルビック氏。それは 
私の父だつた。私たちは永い問一緖の生活をした。お互 
に肘と肘とをすれずれに暮した。彼は死んだ"そして， 
私は彼から、こつてりとした：熱い、上出來のスゥブを 
愛するといふ趣味を讓られた。」私はかつて父の死は僕に 
袴$:もたらした」と言つたと云ふ話を聞いたことがあ 
る。ルナアルは&ほ S ふ O r 彼に 4 T いつもおきまりの 
科が あつた。 右肘をつき頰を指の上にのせ*それだけ動 
かせる 小指の 爪で、內 1C 曲つた 一本の齒をい ぢつてゐる 
ので あつた。彼はこの癖を私に傳へた。體を洗ふことと 
曖昧な返事と を 嫌ふことを私に俥へた。」ちょつとした動 
作の中 1 C ，愛すべき 敵は 發兒 e れる。「父は私の缺點を 
见て とる"が"私は彼の消硌3を目にとめるご'「父親と 
息子は 額を M 合す度に 微笑んで ばかりゐる。 微笑が彼等 
の fin の 惡さを救ふのだ。」 もし 笑 ひを やめたら"お 互 ひの 

牙が 白く 光る だらうと 懸念して"笑へ ない 笑ひを 苦 〇 ぼ 
く 持 緩する〇思ひがけない 笑 ひの效用バ 乂子間 の 涔 劇的 浪 
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邱〇「父上、^はあなたのことを忘れます。可哀さうな 
おとつつあん。あなたのことはもう何もかもおしまひに 
なつたんだ U 」 父の死後。子 S ■父に寄する言葉は美しい。 
「父。私は彼を正當に愛さなかつたことを.時々後悔す 
る。彼が苦にしたに速ひない。それと同じこと It :^ しめ 
られてゐるからだ。」こ0時分ルナアルの長^も十四にな 
つた。彼の父に對する同一化は•共に不肖な子を持つた 
共感でもあらうか。これを以つてすれば子を持つて知る 
親の恩もま/ (5 言ひ足らぬ。 

「あ a ) 扔は母親に很1 T .? するために『にんじん J を褪い 
た〇あんない i 母親だつたのに」と云はれたほど、アン 
ビブ1/ンッとしての愛の部分を父に、 It の部分を母に向 
けてゐたルナ了ルの女性舰•戀愛觀はどうであつたか。 

. —隨分ノ肌が^いですね。 ， 

——^交，でも"とてもょごれつぼいのょ。 

に見る沔拫衝勐。「女の_落。&んにも毀れない。僅 
かに裂き傷が一つ。」は皮肉0 r 私が女の心に池りつくに 
は，最も花の多い1煨も長 s 徑を！ T ふ」意味あり氣な言 
葉であるが、この言葉の裘は？「巴 M にゐると彼は誘惑 
を感ずるといふわけではな s が、氣持を亂される。彼は 
通りかかるすべての女の生活の中で、自分が何ものかで 
■ないことを殘念に思ふ。 S 「私は女の後を追ひ廻すよ D 

『にんじん』を生んだもの 


も*型.背になる雄の方に"ょり近い素質があろ〇私の生 
命•私の魂の本質、私の野心•私の想念、凡ては私を聖 
龙に近づける。が，私が架者になる tr は、奇跋でも起ら 
なければならないといふことは充分感じてゐる。私の運 
命は、一人の賤業婦の手中にさへ握られるのである。そ 
して、そのことが私 S : 怯えさす。」の堕.洛鹏望。「戀人に 
ならないで女を知るといふことは' 釣りをする^が.河 
の上で釣糸を振り廻しただけで•魚といふものを知つた 
氣になるやうなものだ。」魚と女の結び付、前號所! E 塚崎 
氏稿中にも M 白い實例が舉げて&る。「戀愛といふもの 
は， もう それがどんなものであるかがわからなく&つて 
ゐる。その本體は■言葉の rtl 濫 5 D 中で流失し溺れてしま 
つた。その 現實〇 中 tf きつと單純で明白なものに違ひ 
ないのだが. それを見つけ 出す i とが出來ない。」 戀愛の 
迷路は「戀愛論」の氾濫にも 見られる。 「戀 愛なんて、 
一艄誰が 面白が るんだ 。しょ つちゆう便所の M ばかりし 
てゐる 人がある だらうか。」戀愛か ら便所を 聯想して 來た 
奇妙な 心理だが、 これ も ルナァル 的話術でも あるか〇こ 
れを 分析的に兒ると 少しの 不墨もないかも 知れぬ。 「屋 
根屋 。その樂しみは、 梯子の途中で とまつて、窓から そ 
つと*翦物を蒗換へてゐる若い女の姿を观いてみること 
ゼ OEb と「通 i ic 面した 窓は 芝尻小屋と Ini じ ® 値があ 
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る^とはルナァルの窃視慾を語るものだらうか。「女0 
うしろを步 s てゐる時■あとをつけてゐるやうに思はれ 
はしまいかと私の心配 J はルナァル〇投出。「これはも 
う自分ひとりの力で綺腿と云ふ小女ではない。無數の職 
人の手を加へた美しさであるご•「桃は時期といふもの 
があつて"その時が來る と、 恰度ょく熟してゐる。少し 
早すぎても•少し遲すぎても味がおちる。ちゃんとした 
趣咏のある人間は、恰度ょく熱した恰好の S い桃しか喰 
ベない。」桃を語つてゐるかに见えて敵は木能寺にあると 
いふ譯。 

「私は_分の芝居では•妻は決して夫を琪切らず、夫もま 
た窭を袈切らないといふことを原則としてゐた J その通 
P、 彼の r 別れは愉し』、『日々の麵齙 r r ゥヱルネ氏』 
にみられる。だが、彼はこんなことを云つてゐる。 r 生 
_浮氣をしないといふことは一向平氣だ。然し、死んで 
から粜を瞞したこともない男として神の前に出るといふ 
ことは，なんといまいましいことだらう OJ この言葉と同 
じく、彼の戯曲にも例外がある。「にんじん』がそれだ。 
彼はいふ。「どうして"この本を齋くのを遠虑するわけ 
があるんだ。私0描く人物の半数は死んでゐる。ほかの 
人物も、明口か明後 y は死ぬだらう。しかも_それは私 
のせゐではな s のだ0」 


ルナァルと- ic 中に就いて 丨 •1 ナポリで•水を汲みに行 
くのを la 劫がつて、麻の上に小便をしておいて掃き掃除 
をした女中を見てきた P •女中と同じ縫物5:手に"同じ 
窓から•同じ外の虱物 5 : 眺めて喜んだり’冗談に女中に 
接吻し直ぐその女を辭めさしたり、『にんじん』の錄ぇ 
拼に 「 1C んじん J と女中とに何かをやらせること」と書 
き"母 ii が女中から取り上げたラブレターの事や._宅 
0小さい女中に"母が『い i もお前を愛してゐる老主人 
ょ〇』と篑くのを而白がつたり等。この點は「にんじん J 
を見ても察しられる。 . 

永くなるので止めるが"これだけでも「にんじん』と 
ルナァルとに就いての一應の回答になるでぁらぅと思 
ふ。 -終 i 


術語略解補逍 

ワギナ(腔〕ベ-1ス C 贝性雒〕オナ-1イ(&磁) H ヤクラ 
■チオン(射粘〕オルガスムス C 恍惚"窩潮'> ク9トリ X 
(除核〕 イム ミシオ (抑入)1、岛水氏 課 稿中〇もの〕1 





81 


u すめのこ、ろ 


あ&たは冬分私を御存知ないでせう。い、え*御存知 
ないど ころ か、私がこ V に?-»る事にすらほんの少しも御 
氣づきにならぬでせう。それは常り前です。今こ vtu 一 
種の愛を感じ乍らかうしてあなたの前に坐つてゐる私に 
i つても.あなたはた^同じ m 取に乘り合せた人にすぎ 
ませんもの。 

でもあなたは^——私が mlft に 乘り迗んでからの一寸し 
たはぢらひの問をすごした後一番先に服に入つたあなた 
は I 全く 「い、方」の やうに お見受け出來ました。め 
つた [C 男の方に fM を寐はれる様な事のない私ですが。 

あなたは、惡いけど、美男ではあ®ませんね。お怒り 
にならないで下さい、決して惡い意味で 5 C つてゐるので 
はな S のですから。そして、序にもう一言 S はせていた 
i けば"背もずんぐりしてゐらして、凡そシャアとは綠 
の遠 S 御槪子ですね。蜎子もこの著い0に鼠色の7 " ル 


岩 倉 0 子 

卜の中折♦茶の霜ふりの诹手毛織物の If 廣、臍きあげつ 

くしたやうな茶色の靴、ネクタィは蝶むすびで-〇 

こんなにあなたの御櫧子がはつきり見えるのは、私が 
あなたの向ひ側の席に坐つてゐるからです。 

あなたの雨側に腰かけてゐらつしやる男の御子さん達 
は•御自分〇御子さんでせう？御顏は餘&似てゐらつ 
しやいませんけれ私には直ぐ判ります。物腰つきの 
. ——それが私をかうまであなたにひきつけてゐるのです 
が^ —ょさは、 あなたとそつくりですもの。 

あなたの中 rr 糟の下に私が今見つけたものは何でせ 
う。御判り 1 C なつて？私はあなたの性格のそれが'の 
ま X のあらはれであるやうな手入れ0行きと k " いた®を 
見てゐる〇です。七分に三分位の割のごましぼ，その白 
髮を私は見落してはゐません。そ〇){0髮はあなたの今ま 
で0おくらしの穑5つもつた尊ぃ或物だと私は思ひま 
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す。あなたはお若い時からどんな [C か働き乍ら今まで生 
きぬいて5らした0でせう。よくいろ^^のまどはしや 
苦しみに m けずに/までいらしたも0ですね Q 

私にはあなたが商を喰ひしばつて> 困つた 3 K どもを切 
り拔け乘〇越えていらしたのだと思はれます。波立ちの 
激しい世の中をよく自分と S ふものを守り通していらつ 
しやいましたね。是は私の想像でせうか。私は どうして 
もさう 思ひます。それで&くて、 どうして こんなに立派 
な男の方であなたはあり得ませう。お强いのね。 

あなたは、私のお父樣としても頊度よい位の御年でせ 
う？ 私には lit に比びなきお母樣が居りますけれど—— 
そのお母様 t'c 劣らぬお父樣を S つも---欲しいと思つて 
一 Q ます。 

世の人は子供は•例へ父が居なくても母さえ居れば育 
ち上る事が m 來るやうに思ふやうですが•私はそれは大 
きな間遠だと考へます。父丈では勿論•赤ん坊は W ちま 
せん。その折 [ C は母のゐる事が一番大事ですけれど育つ 
て行くうち 1 C はど^しても父がいるのです。殊に年頃に 
なって父の手にすがり度く思ふのは、男の子も女の子も 
變りな いと 思ひます。私がお父樣をほしいと しきりに 思 
ふやうになつたのも•つい二三年前からの事です。扔と 
女とが生きてゐるのですから、お父樣もお母樣も必ず子 


供に入り! n のものだと考へます。あなたが私0お父様だ 

つたら"私は今ょり幾倍か幸な「むすめ j で fo るでせう 

C - - 0 

—^1 

あ I 。小さい方の坊ちやんとあなたは何を話していら 
つしやるのですか。あなたのお聲を伺ひ度いけれど、電 
卑につきもの A やかましい音が開けひろげた窓からむや 
みに流れ込んで來る〇できとえません。え？何？ 
r ……だいぢょぶです。」 

澄み切つたしつか办したお聲。是がそのいた s けな坊 
ちやんのお聲なのですか？あなたは御自分0)御子さん 
を tr てる事にも御手柄をたて i おいでのやうですね。坊 
ちやんはお幾つでせう。九つ位でせうか。そしてお兄槌 
の方は十四位ね。 

おや，あなたは心配さうに御チさんの手頸を握つて 
—— 熱 5: お計りになろのですね。大丈夫でせう？この 
御子さんがはつきりと「だ S ぢょぶです。」と仰言つた 
のですもの。 

それからあなたは大きい方の坊ちやんに何か仰言る。 
ほら。思つてゐた通〇です。でも矢張0何を仰言つてい 
らつしやるのか私 1 C は聞こえません。 

「-だけど。さあ——ご 

本當にまあ镏珥の音の憎らしいこと。でも私は何時も 
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よくやる やうに怒つたりふさぎ込んだりしません。あな 
たの前では恥しいことです0 

おや〇でももう お降りになるのですか。ではごきげん 
よう。 御子さん達も本當によい御子さんらしいからその 
ま、 すつ く〇御育ちになつて次の世を货貧つて御父樣に 
m けずに^ましく生きていらつしやいね。 mIIi が止つた 
わ。ごきげんよう。あなたの御一^にお通みと安らかさ 
がいつ まで もありますやうに0 
X 

御一家と言へ ば、 さう""^あの方には奧樣がおありの 
窖 U どんな方かしら？ 一寸羨ましい氣もする。でもど 
うも噴嘩は&さるのでせうし——他所から.見た丈では本 
當の衆庭の幸福など解るものではないのだといふし、あ 
の方だつてどんな反 1 M を持つてるのか——怪しいもの 
だ。若し理想的な方だとしたつて/他 A . を私はとりはし 
な50それに少しあの方は年をとり過ぎてゐる。若い人 
の中には、あの方のやうな味のある人は一人もゐやしな 

い。笫,自分を#へて見たら•をかしい m だ-。何 

が理想的たらう。何が味だらう。自分は「むすめ」の中 
のくづなのに。 

まあ、 私は 何を 考へてゐるのかしら？見知らぬ人に 
獨り でしやべり掛けてみたり。理想的の夫 ^ とかなんと 

〇すめの t V * 


か a I でも私は今お父^がほしい。 

ほう〇夕燒がきれいだ。虹^つてあんなに美しく染め 
分けを作らない。唯世界で！番犬き & ランプが 灯つた時 
に空はあんなに美しくなるのだ？类しい。美しい〇稆は 
美しい とより 外に云へない。云ひ方を知らないのだ もの 
仕方ない。 

美しい一さうだ。美しい！でい、のだ。 

夕燒の空は何て类しいのだらう！ 

«後に——狼心の父親への ffi 菘の中1:&ら男(夫〕への思茲 
が織込表れて A ) る i ころが、 K か K 1 無蔽識的に表?) i せられ 
てゐます。作者は X 點以後のとこる を 削除 L ようかと S は 
れましわが、そこ 1 C 作肴の本茜が少し露骨に出すぎてゐる 
©で、「抑踮」しようとし?: のでせう。併し分析者にはこ、 
の* fa こそ見の.かぜ i せん。併し PI 1 想の父への思茲は男へ 
の思菸に引下げられる c 现 K 化する〕 ことを 恐れて夕燒の 
空へと象徴的に昇天してしまひ生し?:。そこでこの 一^は 
詩化し i し?:が、昇天しれ夫は夕焼の天で"唬天や M - ia の 
天で It あり i せん〇老齡の天で^ IJ れば tr らないところに 
氣かつけてよんで下5い c ( K 〕 
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支那知識人の日本觀 


延島英一 


支那の代表的知識人郭沬若氏 

筘味若氏は、現代支那の代表的知識人の中でも殊に 日本と馴染の深い一人 
である。氏は我が岡山高等學校を經て九州駿科大學を 卒業し、その妻女は 日 
本婦人であるといふ。氏が支那知識人の中でいかなる位 S を占めるかは、そ 
0政治的經歷 を 一瞥した r けでもょく分る。北伐當時の國民革命 ¥總司令部 
宣傳科長、武靈府時代には笫二方而 S 指揮部政治部砉、次いで國共分 
離後 1 C は南 B 政權の革命娶 M 合主席 M 主席にして、宜傳委员會丰¥•總政^ 
部主任^幾ねた。南昌政權沒落後は日本に亡命•學究生活に人り「中國古代 
社#史 j を著した。この書はわが西園寺公なども絕讃 してゐるのである。 

壤歷政歷のいづれからいつても' 郭味お氏は現代支那知識人を代表する 
に足る人である。その上同氏の日本に關する知識は- 吏那の知日家 〇間でも 
一頭を地を拔いてゐるに違ひない。今この郭味若氏ほ上沲に歸つて、支那知 
識人の抗日運動を牛耳ってゐるのでぁる。從って我々は氏の日木觀に格別の 
興味と關心を寄せざるを^ないのである0 

郭沬若氏の見た日本に於る支那の位置 
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吉屋信子を憐む 

不老泉院主 

女の社會的 tj : 仕事と云ふ t の II ，ベニ 
スナィ KC5J 性的茨罢> 4 男性 n ム.フレ 
クス c 男1:な P たくてな n ない心；> とを 
除い t : らあと !:(! 玢ど大抵の垛合-殘リ 
少な(:な£0ではないであらぅか。それ 
は UI 川菊榮の評論から吉 M 信子の小說 U 
至るまで比々みな然0だが、その做少の 
限りと*ふの(1、彼女等がその母性本能 
(鬼子母 n ム•フレダス)を#雖活川してゐ 
る®合だ。女の生きる逍はこれしかない 
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郭昧若氏は 、 B 本人は支那人を劣等視してゐるといふ。これは我々も否定 
するものではない。確かに B 本人一般は‘不當に支那を蔑視し•支那人を劣 
等視してゐるが、しかし郭氏が印本人の支那蔑視の證據として擧げてゐるこ 
とには、精神分祈の立場から少からぬ洗意を要する點がある。次に引用して 
見やう。 ■ 

「支那といふ言葉が日本人の口から出る場合には、歐洲人が柄太人をヂ a 1 
と呼ぶのょりももつと下等になろ。例へば中國と日本とを並記する様 fe 場合 
には"日支と稱す6のが例となつてゐるが、これは恰も支那人が中 m と稱す 
るごとく11はじお互樣である。然るに本國に對する場合の惯例は別として. 
その他にも大いに盖別がある。支那はその他の一個又は一個以上の國家と並 
列される場合にも1常に下位に遇かれてゐる。英支、佛支、獨支•來 支、 白 
支、 伊支‘露支のごときはその例である。遊しきに至〇ては遜羅と並列する 
場合の遜 支、 フプてヒンとの罪 支、 朝鮮との鮮支，近年はまた滿洲と並列し 
て滿支と稱し.これ 1 C 日本を加へて B 滿支と稱するなど"支那は常に it も劣 
等の地位に J ls かれてゐるのである。かういふ現象は、多少注意して H 本の新 
聞を見ればすぐ解ろ。就中感心させられるのは.それが細一的に行はれてゐ 
る こと だ。これらの衷現法に關しては もと/ \國法とか文法とかの規定があ 
るわけではないが、幾千の新聞、幾萬 (7) 記漭が赀中し合せた やう1: かういふ 
表示法を取つ てゐ るので あるから， かうした所からでも彼等の國楚は窺はれ 
るのであるご(日本評論九月號} 

郭沫若氏に表れた國民的劣等 S 

時 評 


やぅ：婦徳はその母性本能の孙華じょ 
つて®み湓我な设邨し#るのであつて* 
そのため U は分析[:依つ t 先づそのべ-1 
スナイドと男性コムブレクスと〇解消^ 
圆らなければならない0 

そ〇ベニスナイドと男性 n ムブレクス 
i の植化と i 公ふべきは吉 M 信子で"そ 
の作品の玱ど金部 U 女性の勝利"刃性の 
謝郛を主姐 4 して飽くことなく級返して 
ゐ5もので"それか世のベニスナイド si 
ns 、 劣性コム r レクス友入妝び 
マグヒスト氏*フニミニスト沿锑が隨萬 
沏仰してゐる有樣 U 社仿润玴的風赀の好 
见本で、誠！！新興日本にふ3はしから W 
有樣ぢヤ" 

その吉 M 信子がそのべニスナイドぶ S 
と男性 II ム•フレタス癖と^雄骨に示し y ; 
L の tr 『主婦の友』特派£1として最近 
北丈方而に赴-\'歸朝してその所感な都 
新™紙上に揭げ T : it ろに見られる。症 
候として M る rfil 白いか. b _ 大部分な引用 
してところ^-に駐釋か加へて見よぅ〇 
r 北平天 flt の二都で何ょリ 1(1 っき y か 
んじ r ; こ i£r 支那女性就中イ；ニアリ女 
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以上の 引用を 一讀 して 事の意外なる に 驚く のは， 郭沬若氏のごとき學識あ 
り， 日本語に精通し•日本を熟知してゐる 人で も，'事一たび國民的問題に觸 
れる と，滅法 もない 誤解に易々 と陷ると いふことである。日本人一般が支那 
人を蔑視してゐる ことは 事货であるが•阈際關係を表示す るのに 常に支那を 
下に惯くのは、 その 謀視の故では決してなく、全く日本語の發音上0法則に 
よろ ものである。例へば日本語で支 伊， 支佛"支印、支菲と發音することは" 
伊支 I 佛支、印 支、 罪支とするよりも困難で あり、 從つて意を傳へるに明瞭 
を缺くに至ることは"日本語を發音して見れば一度で分ることである。 

とのことは郭味若氏その人の言に微しても明かとせねばならぬ。日本人が 
いかに恩だとしても_遜羅や"フ"リてヒンや印度よりも支那を下位には兒て 
ゐな S 。 それでも英支、怫支など、同じく退茭、菲支、印支など、普通いふ 
とすれば、「支」が常に下位に置かれるのが蔑視の表現でないことは一目瞭 
然ではなからぅか？ 

我々は英語を用ひて日支關係を表すのにジ"パノ •チャィニ —ズ、0 菇關係 
を ジャパ ノ .ラヴ シアンとはいはず •サィ ノ •ジャパ ニ— ズ ■ラ？ソ •ジ t ハ 
ズといふ言葉を用ひるが、それはその方が發音がしよいからで、英語を用ひ 
る時だけ支那に敬意を表するわけではない。 

だが部涂蒞氏ほど日本語に熟達し•日本の事情に精通してゐる人にして、 
なほ且つ「支」0字の下位にあることを以て賤視と感ずるといふのであれば" 
それは文法や發 ff 法を超越した問題が先づ氏の心内に n ムブレクスとして存 
在してゐると見るより他に解釋の仕方はあろまい。卽ち郭味若氏は支那人と 

して、日本人に對して國民的劣等感を持つてゐるのであろ。從つて「支 j が 


性の持っ X ゐ 5 抗日排日 M 想が"どんな 
に撖烈なものでわろか t いふことでし 
た。 それ It 非常7£ものです。日の丸の旗 
を門口に立て、 H 木人、歡迎 して ゐるの 
は"無智文茛の支那人や女で"第一商筚 
敎 W を受けた女性群は一人として北平天 
律に殘つてゐる者は あり支せ ん〇他固に 
r».I 領 された 土地 11おめ^^と 挑み止 i 0 
得ない彼女等の潔_性から來るのでゼぅ 
無理からぬこ i でマ OJ 

二都に一人 t ィ V テ〇女性が停ってゐ 
ないと云ふのに、ょく彼女等の考へてゐ 
S ことが分り i すね。信子さん自#の思 
想の投出であ S ら L いことが察せられ 
る0 

r 支那の女性は日本©毋の考へて & S や 
ラに毋往へ ia 隨的で It わ 0 生せんへ B 木 
女性 ilffl じやぅな狀態に支那女性もおか 
れてゐると思つてはそれ：そ大問迎ひ T 
ず。宋獒齡の男性に對する tjs 力は大しれ 
ものです。燕京痈華兩大织に*舉してゐ 
ろィンテリ女性は现在二制以上ゐ I すが 
彼女達の燃ゅ^やぅな现想は仝部將來の 
宋獒齡?:らんとすることでせぅ"貫ふ生 


\ 
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下位にあることが豫想外の刺戟を同氏に與へるのは"全くそれが同氏 0 劣等 
感に觸れるためなのである。身長の低 S 人は身長の低 vv e : とをいはれると仙 
人の想像を許さぬ興游を示ずことがあるが，それは郭味浩氏の興窗と同一心 
理に出づるものといはねばならぬ0 

國民主義と劣等感 

郭沫浩氏は.今抗敵救亡後拨會の副主任として I r 救亡日報」，「抗戰」等 
の紙上にその橡大なる策$:抓つてゐるとのことである。私は本誌で支那事變 
の評論5:ずるつもりはないが•たビ郭味若氏がその全學識と政治的經驗を- 
抗 敵、 救亡"抗戰といふ類の fi : 事に傾注し、その全エネルギィをそれに支 m 
してゐることは、決して偶然ではないことを指摘したい〇抗敵とか•救亡と 
か、抗戰とかいふ類の言葉は•すべて國托的劣等感に深く根ざした意味を有 
してゐる"これを別言すれば.郭味若氏の愛國心は、氏 ( D 無意識の中 tr 存在 
する劣等感と結びついた時に，極めて强烈に振起されるわけなのである。そ 
してこの郭诛浩氏が，現代支那の國坭的運動に於て指箱的位 mtu を占め、その 
先登に立つてゐるといふこ i は*とりも&ほさず又その國找的運勤の內容の 
一而を具體的に示すものといはねばならぬ0 

一體國段主義と S ふ A のは•支那に限らずどこでも"その國识の國民的劣 
等感と結びつく 時、 特に火の手がはげしくなるものである。國民主義の發生 
には裰雜な原因があそれをこ i で細論することはできぬが、しかし國民 
主翁が阈民大衆の運動と&るには、通例それは國民の劣等感を刺戟せねばな 
らぬ。そとにあへて支那のみではなく、すべての國民主義の非常な危險性が 


時 


0 


でもなく - yl 女共堞でマ。」 

男性へ 31 隨的であると云ふこと•か、そ 
んなに惡いのか。我等0家路では一<は私 
に大抵の事柄に於いて迫隨して來るが、 
その代り粱が主にな ろべ i 而柄に於い t 
はこちらの方から追隨 L て行つて少しも 
不都合はない。一切の追隨 It いけなくて 
1切の反抗は謝美すべきものであ5らし 
い。 Tffifi : マルクスボィ的であ5と共に、 
抗日支那的でありますね。信子さんの抗 
日支那譜美は尤でせぅ。モれで、朱赛舲 
が信子3んの御理想と見 iso 一砑支那 
に歸化 ti さつたら如何？ 
f そんな課ですか&彼女達が親日家にな 
S なぞ一 K ふことは木に倚つて魚か求め S 
やぅなことで•凡そ文字を知る人 ni ] で抗 
P 家でない港はない有探でマ。……日本 
人が支那のィソテリ女性に內心どんなに 
輕魄されてゐるかも、ま T : 想 做 以上で、 
英米人は人間として交際 til 來ても、 B 本 
人 [ t 野攒 T 倥峪的な人問 i して僧 M され 
て*)走す O U 本の男が IK ひ 寄 リ でもする 
i " 扔一一 も優 S われ/- K : 對 して失醴な 
i いつた具へ al: M 傾 まさ KI S るべからず 
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あるわけである0 

現代の人類は、それぐ多かれ少かれ鞏№1な基礎を持つ^戊集 ifia に分れて 
注活してゐる。しかるに他而その生活は、世#經濟、世界文化、世界政治と 
密接不可離な關係を菊してゐる"だから現代の先進國民 とは、 もちろん比較 
的にではあるが、色彩的にいつて國民性が稀薄で、固際性の濃厚な生活をし 
てゐる國民の！ i ひに他ならぬ。现代の先迆國以と後進國玟の菔別の嵇準は‘ 
その生活の國際性 Q 厚薄にもとめても決して問違ひではない。我々は K 芴に 
でも*文化の交流にでも、政治關係にでも-たやすくその黻據をもとめるこ 
とができる。國民生我の危險の一つは、劣等感に尤もらしい衣裳を若せ て、 
この人類生活を狭隘な桎松の中に押込めることにある。 

劣等感と弱點の理想化 

劣等感に合现的な解決を與へず、その要求に一番簡單 1 C 滿足を與へる方法 
は、劣等感そのものに媚びるにある。卽ち劣等感を生んだ弱點を珂想化する 
にあるュ例へば、これは：：！木に實際生じたことであ2)が、知識上の劣等感を 
持つ勞働衮に對して*知識といふものは勞働遝動 ic とつてむしろ裥寄無益で 
あるといふがごときがそれである。私はいはゆる知識人が本當に知識を布す 
る人であるとは決して思はぬが、無知が誇るに足ることであるとも斷じて漪 
へない〇しかしこの無知0理想化が、一時日本の勞働速勖を颯靡したことは 
事锼であり、その風靡の最大原因は，勞働漭の劣等感にそれが快感を興へた 
ことにある Q 

私は知識を蔑視し、知識人を排斥する赘働述動の圆士 が、 身體を M くする 


です。」 

何 i 文那の抗 W への絕酎諧美ですね。 
信子さん、そんな JC いき P 立 r ; んで"^ 
あなたなどに云ひ寄る物奸きな男は一人 
L 席ないから安心 n さい=それぼド野變 
で®略的な U 本がお嫌ひなら( X 珣想の天 
國の支那へ歸化な S い"いや心理的 fcfl 
遺うの昔 Ices 化してゐるのだ。何となれ 
ば"女は男から性的に「倥略」？ H るもの 
にき i つて*>るから C それがいやだと云 
ふ女は不感铌と云ふ疬氣なんだ。分析な 
受けて平くその痫根を i り3ら JO と、日 
本社僉〇 M を受けて作家として折角築き 
上げ t : 今：！の位! K を非 pa 比の罪名と共に 
失ふことがあるであらう。そんな布 f ;* か 
ら女は輕蔑され5のです。私 II 女を stlsc 
す£こ il : かけては人後に落ちない方 U 
が、分析せられざる人間は^に上らず女 
U ょらず 輕 m する。日本の女 卩 は- W 性 n 
ムブレクス 的で热先 ix か D 强いのが多過 
ぎる。いや>分析せられろ AT はみな3 
うなん，た-無理 tt £ い。憐れ1:思ふ0み 

ち 

花柳界の盛 y 鹽 
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とたちまち爾漭を訪れ、野捩を受けるのを興味深く眺めた。彼等は異口同音 
に、經濟的^情で理想的(と彼等が想像する〕治? yi を受けられぬのを m 槪し 
てゐ たが，胬荠そ 0 人の言は错积鲱く聞いてゐた "翳 術は知識で なく， 微紫 
は知諷人でないかのやうであつた。 

弱點を g 想化して劣等感 1 C 滿足を與へる ことが、 いかにはかない幻想に過 
ぎぬかを示すそれは好 W の實例である。 

劣等感は劣等感として解決せょ ， 

劣骅感に跳粱の機會を與へることが、個人叉は國民にとつていかに危險で 
あるかは多言を要しない。從つて個人又は國 K が、自己の持つ劣蒂感に深い 
注意を挑はす、その劣等感を高次&ィオデロギィとやたらに結びつけること 
は、必らず幻想に耿る結课に陷り、自らの破滅を招かずには®かない0であ 
る。それは決して郭浓若氏のみに對する發吿では&い。我々は我々周圍 0 H 
本の知識人に%'余りに多くの和製郭味蒞を见出すのであ0。我々は日本のい 
はゆる^民主^芯の所論を聞く時に、郭徠浩流の劣等感の1路出に余りにしば 
接するのである。 

祖國と同胞を愛するには、健全に合！ f 的に愛さねばならぬ。祖國に對する 
愛が、劣等感 1 C 對する刺戟を徒つてはじめて振起されるやうな人は、たとへ 
一時どれほど多數の大衆を魅了しやうとも、決して健全な愛國背/ C とい；こ 
とは111來ぬ。か、る愛闺者 [ C 指鸹せらる L 國民運動は，國民及人類に對して 
不測0禍害を招來せずにすむとは港へられない。彼等を一種の精神病莕だと 

いつても、それは決して過言ではないのである。 

0 評 


花柳界多毕の綠4 T 惯贺であつた r 盛 
り 51J & 九 M 甘二 HI の花柳界の#^で Is 
止する中合せ11なつた山》鹽(1取描品で 
あるの u 、 m 京たけの趟凇 M " 料理辩な 
どで一尔一 i 千二百六十石 i 云ふ莫大 J ::® 
か空35してゐるの It 勿 fta ないと云ふのが 
その理山である。我々のやぅな花柳界に 
など一向緣のない朴念仁11とつても"料 
现 M の入口に打 7 k で I して盛リ鹽のして 
ある货色は一稀の^まめかしさをれ^ょ 
はせて好ましい姑 C がしたが、考へて見 
れば赏際不經濟な前ではあ so 现放 MM 
の前 U は C のやぅにして、快架跹則は漸 
次にその^幽^踞はれて行く®だ。 

仲し、それ！ i してこの盛 V &1 な S 
L のは如何な S 級微的湓魂^帶ぴてゐる 
のであら3か〇一體に鹽なる10、無葸 
識的惣葙に就いて U 、 英阈の分祈者汐ョ 
I ンズの牯細な研究がわ y それが嘗て長 
谷川誠也氏に依つて紹介せられ fc ことが 
あつたが"只今その文献が手許にない。 
鹽は人做に血液 K 必诞缺くべからざる要 
累で、これがなくては人 [:!] は m きてゐら 
れない C 死 U か付た人111食鹽法射で 7 e 
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支那人にせょ B 本人にせょ、生活の國際性が益々深ま〇行く今日，徒らに 
劣等感を高次なィデオロギィに結びつけ、一時の快を貪つてゐることは許？ 
れない。それは■人的にも.國民的にも•又人類的にも•摁先のみを招いて 
利益はもたらさない。我■々は劣等感の處挝のみによつて！：際平和を實現し得 
るとは菏へぬけれども、しかし國比的劣等感を適當に解決することが、それ 
の一礎石であるととは疑へぬのである。從つて精神銜生は•個人的立場から 
も又國岛的立場からも、一日も平く方法を講ずべき大問駔だとい II ねばなら 


ぬ0 


ハ十月六 nO 


現代青年のソ聯恐怖症の分析 

.大槻憲二 

口本がソ聯と戰爭したなら* UH 本が必ず负けると信じてゐる贲苹がィンテ 
リの問に多いやうである〇私としてはソ聯との戰爭は支那との戰爭ょりも相 
當骨折りであらうとは思ふが" P 1 本が必や£1けると云ふ確信はな S 。 寧ろ多 
分負けはすまいと云ふ信念さへある。私は何故に彼等靑年の多くが■かくま 
で確信を以て屮本の敗北を斷言するのであらうかとその心理に特別の興味を 
持ち始めた。 

ところで，日本敗北確信志たる彼等イ>テ9靑年の悉くが左翼主義者、ま 
たは今なほ觀念上多少とも左翼的であることは，注目すべきである。觀念上 

の左翼主義^にあらざる靑年で日木敗北を確信してゐる者は殆んど絕謝にな 


狨づく位 t : から相常なものだ。葬式に行 
つて歸つれ人に鹽かふ y かけ£嵆恨があ 
るのは1不淨を拂ふ w 云ふ意味であるが 
■■はその E 色(:於いて淸淨の獻镦である 
と共！- L 、 生命(復活〕の獻微で t あるのだ 
らぅ。 

骇卷屋、料 H ! 保の門口の盛 P 3 S 0 象微 
的意義は「歡迎 J 又 U 「諫惑 J にあるこ 
とは云ふま T もないが*壤れ易い、淸淨 
fi 、 而も生命的なものとして鹽を以弋そ 
の S 5: 表はしてゐるの11、この場合、鹽 
が處女象徴となつてゐ S から■であらぅ£ 
恩ふ。三つ並べてあるのは"三が m 數で 
あるから「盛り鹽か蹴飛ばして來る 
福の神」と云ふ川柳があるが、福の神 U 
エビス c 男极象徴〕であるから、この場 
合、蹴飛ばされ S 盛リ鹽は傲女睽か S ; 味 
するのであら，フ。盛リ通に付各1の、打 
7 k はワギナの m 潤を澈味すると思はれ 
too 家又 it 戶 P はワギナに相常す SC と 
は大概氏の『雜搞 j 中「家 i 女」の 3r < に 
說いてある通 PO 

釣鐘夫鏵 
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いやうであるから、このやうな 信念は マルクシズムの 影驟と密接に關係 ある 
べきことは 云 ふまでもない。もし その no に密接な關係がある ものと すれば" 
口本敗亡確信者たちの信念の板據は、必ずしもロシア勝利の願 M に非ずして 
マルクシズム 勝利 0 願望で あらねばならぬ。 分 祈せられ ざる人々 の 信念は £: 
のやうに 多くの埸合、客觀的村料に依つて築かれた ものと 云ふょりは 、願望 
の 极から萌え出した花である。 

このやうにソヴ HI 卜恐怖症者たちの症狀は必ずしも彼等がその母國たる 
日木の敗北を願望するものでもなく'ソヴ Hi 卜•ロシアの勝利を願望する 
ものでもなく，®はマルクシズムの勝利を願望するものに外ならないのだと 
思はれる。併し、も一つ突込んで云ならば、彼菩の信念はマルクシズムの勝 
利願望にあると云ふょりは、彼笠自身の思想備系の励搖を好まないと S ふ點 
に板ざしてゐるのである。世界の進 M が我等0思想する M りに述んで行く時 
には、我等は安心するが、自分の思想する通りに進 M しない時には、異常な 
不安を感することは、现代文明人に就いて云はれ得るばかりでなく、古代の 
野赞人に就 S ても云はれ得るのである，彼等野®人に於いては、それ等の不 
安は彼等の宗软心の源果となつたが、現代文明人に於いてはそれ等不安はI 
種の；一經症的症候となつて現はれる。我等は或る種のィンテリ靑牢たちのソ 
グ H 1卜恐怖症をそ0症候に外ならぬと云ひたい0であ6。 

X 

さて、か X る症候を治療するには如何なる方法を用ゐたらよいかと云ふに 
それは彼等の思想や信念が必ずしも全部的に客觀的(意識的)なも0ではな 

く、大部分は主觀的(無意識的)なものであると云ふことを悟らせる(意識 


時 


評 


江戶小略にこんなの铲あ 5 。搲木があ 
る時、つ y がねに肉つて「搲き手もひと 
り搲かれ手もひと P •こんな#のい V め 
かとはわ 5 まい」といふと 「 ft い"それ 
であたしも-ひ i しほお前がいとしうご 
ヲ……んす〇 J と答へ fc とか。この咄では 
搲木 3 V 男性溆微と斛し•鐘を女性象徴 i 

見てゐるところ一!、そのミ y が£るので 
あらう。夫婦は a !® 關係 と rn ] じですれば 
するほど色ょくなる i - か云ふが—とにか 
<:れは一生か、つて二人で勉强して见 
るべきことで、あん先り不勉强でアチコ 
チ漁つてばかり思てはこの泣の M 醐味 U 
命得出來ないのか t 知れない。 

敵に向つて退却 

職氓，か酣 U なれば共士は無我夢中 U な 
るが、恐怖心 It やはり誰に t あるたら 
う〇您險から单く Mnt : いと云ふ氣抟 t 
訑1:も起さるだらう〇併しその時、後退 
して趣れやうとするのが# iln であるが" 
前迎し^早く敵を叩きつけて危險を逃れ 
i うとする心现になるこ it 、® 々であ 
るらしい。その方が超自我の高い人 R 3 に 
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化させる)ことである。そのためには"彼等の考へてゐるソヴ H I 卜•ロシ 
7 が必ずしも現赞の P シァではなく、マルクシズム〇洗禮を受けた現代ィン 
テリ靑年の大部分にとつて，一の象徴となつてゐると K ふこ i を明かにして 
やるならば恐らくその目的の一端を達する 1 C 資すると思はれる。如何なる象 
徴となつてゐるかと云ふに、それは將來かくあらざるベから中と要請せられ 
たる社會胎態でそれがあると信ぜられてゐることである。 W 際それがそのや 
5な形態であるかも知れないが、ないかも知れない。併し現代一部のィンテ 
y 靑年たちは.ないかも知れないと云ふ風には絕對に考へてはゐ&い。ある 
かも知れないと S ふ風に疑問的には考へずに，あるにきまつてゐる、あらね 
ばならないと信仰的に、願望的に考へてゐる。か X る信仰と願望とは最近 
の、スタ—リンの軍部巨頭大死刑眾件の勃發に依つて餘程幻滅せしめられた 
ことは事迓であるにもせょ—なほ全部的に消滅してゐるわけではな S 。 何と 
なれば、それは無意識の深 S 粮抵から萌ぇ出してゐる思想だからである。 

こ0やぅに"ソヴエ1卜_&シァは現代一部#¥に i つて r かくあるべき 
世界」、「やがてかくあること 5: 欲する世界」，「ょ P 高度なる文明社#形 
態」の象徴，又は少くともその象徴としての一而を强く持つてゐる國として 
考へられてゐるのだ。それ故に.彼等にとつてソヴ HI 卜恐怖(又は r : I 本敗 
北の確信)は、自分の世界觀(マルクシズム的唯物史觀の辯 is 法的發展に從 
つて進 M する新たなる段階)の動搖を恐怖することに外ならないのだ"必ず 
しも現實のロシアを恐怖し•現餿の：：：本の敗北を願望すろものではないの 
だ。それ故に、彼等のソヴ H 1 卜恐怖症を治療ずるためには*まづ彼等の世 

界觀の全部叉は一部を改變することを試みればよいのだ。と云つても•我等 


は H 然であらう。その場各"義務感4死 
の恐怖から M れたい願苗とが妥協し^ A > 
S の/: i 云へるこの心现 ^ 或る 將狡 it 
「敵に向つ- C 後退 j 付け ns 。 ： の 
後返心理の中に！： T かって本誌 c 第三卷 
第 六铖〕 に私が 『 M 防 ^ 案 j の is 下に分 
新しておい t : 心理(恐怖かっきぬけて恐 
怖を M れょう iv る心理〕 tffl 入してゐ 
ろであらうと S ふ0 

高價と親愛 

私はかって、本誌第三桡第六號本頫で 
「5安<ない」と云ふ言萊を分析考察し 
r リビドーか多 S に支拂つてゐるハ高 m 
に評 la してゐる〕と云ふ窓味から T あら 
う j と云つておいたことがあつ?:が"外 
阈喆に就いてもやはリこのこさが云へる 
やうだ尸現に英語® dsr と云ふ1 S は苗 
代ドィッ焐〇一— cm 値わろ)と云ふ 
辟から Fn 來 I" 現代ドィツ諸では theucr 
と云ふ詰 i ?£ り英#と殆ど似てゐる "S 
うしてこの dear i 云ふ f & は親愛と高倒 
との二翁を有す S こ i は人々のょく知る 
ところである。9ビドーを多©に支拂つ 
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の方法は決して彼等と理論岡爭をするのではない。现論闘带など V 云ふもの 
tr 意識と意識との角つき合ひであつて、結局は水掛論で双方が感情を害し 
て物別れになることに依つて終るにきまつてゐるのだ。我等の方法はもつと 
根源に遡る。 邸ち、 意識的な上部糨锆でなく.むしろその根柢をなしてゐる 
ところの下部構造(木能感惝 ) に鍬を入れることである。 

無意識の土壊に鍬を入れ 1は， 上部撾造は手を觸れることなくして瓦解し 
て來る。瓦解しないまでも、少くとも多少の變单を來たすのは當然である。 

X 

では、ソヴ H 1卜恐怖症昔たちの無意識の土壊に鍬を入れるには如何にし 
たらょいかと 云ふに、それは個人として扱ふ場合と’集圓として扱ふ場合と 
に於いて別がある。 {[ S 1 人として扱ふには、普通の神經症患箸を扱ふやうにそ 
の夢を 聽き 、その思想歷を質し、その H デ1ホス .n ムプレクスの 成生並びに 
崩壤の過程•超自我の確立過程などを辱さに調べて見るのである。何となれ 
ば"彼等にとつてソヴ HI 卜はその超自我(良心) 〇投出對象(幻影)となつ 
てゐるからである。 

併し集團の場合には、そのやう&個人的經歷&ど詮繫してゐ 5 V とは常然 
出來な S からして、彼等の集合無意識を解放さるやうな漣々な議論や雜話を 
それとなく語り聞かせるのである。それ等の議論や雜話の例謎となるもの、 
二三を念のために次に揭げて多少の解説を付して E よう。 

一、我等は小學生時代に ， m 崎闇齋がその門下たちに敎へた一つの敎訓に 
就 s て、敎科書中に學んだことを想起する。それは闇齋がその門下たちを集 

めて r 汝等 、もし 孔盃兵を率ゐて我等を攻め來らば如何にしてこれに應ずる 


れも〇•か親愛 T わ親愛であるから商 
m なのだ。お金も萵いほど人 t のそれ卩 
對彳る觀念支出 Jau 正比例的 I :多くな5 
わけだ〇鸫濟翠の心观垠的基礎と沄ふ邢 
題は非常 II 而 flt ' ものであらラ。 

敬語と受慟語 

敬語と受励詰とは M 々その形が同じで 
あるのは、その心砘起源が間じだからで 
あらぅ i 思ふ〇「……せられた」と云ふ語 
はこれ&自分に就いて云ふ時は受働？ J で 
あリ、これか節二赤又 II 第三赉に就いて 
用ふる時は敬語となる。我々は^敬する 
相手に對しては能働的腔度かとらないの 
が鱧になつてゐる I "目下の苈に對して 
は能働的態度をとつてやるのが好意とな 
つてゐる〇生 n r 賜ふ」 i 云ふ敬詰があ 
るが、これを喰ふと云ふ葸味の「れぅべ」 
r れべ」から轉訛し?:詰であ6。卽ち喰 
ふ is ふこ i は好意の通初の表現であ 
る。力こバリスムス(喰人本能)またサ‘ 
デイズム(加處本能〕の愛の面とマダヒ 
ズム(被 fs 本能〕の^敬 q 面とが見之て 
ゐるの/ rt 云つて tix であらう0 


時 


評 







£)4 


や」 との問蹬を提出したに對し ■ 門下生たらは一人として答^し得るものが 
なかつたので.闇槪はこれに敎へて rK ちに孔孟を引捕へてそ0兵?:破る、 
とれ孔孟の道な&」と叫んだので、門下たちは度蜡を抜かれたと云ふ話であ 
る0門下生たちは併し，孔盂が兵を率ゐて彼等を攻めて來ると云ふやう&こ 
とを考へて見たこともなかつたから而喰つたのであらうが-それは少くとも 
孔孟が彼等の起自我の象徴となり、彼等の自我はその前に完全に屈伏するこ 
とが寧ろ至上の道徳であると者へられてゐたに對し"ぞ、の幼兒 n ムブレクス 
に一大鐵槌を下したものとして迎だ荒療治の方法であると思ふが、また痛快 
な說法でもある。德川時代の责年にとつて孔孟が起自我の象徴であつたやう 
に、现代一部の W 年にとつて、少くともソ聯はその超自我の象徴とな〇てゐ 
たと云ふことが出來ると思ふ〇かくの如き敵に對しては無條件に屈伏す ろ こ 
とが至上の道徳であり、か、る道德は自國敗亡の確信となつて結艰したので 
あらうと^ふ。 

二、ソ聯は或は我國ょりも文化的には進歩した國柄であるかも知れない〇 
併し假りにさうだとしても-高度の社#形態のものが低度のものに必ず勝つ 
とは限つてゐない。我々は歷史を M いてあまりにも屢々その JH 反對の埸合の 
® 例を多く見せられて來てゐる。文明民孩は常に野#民族のために 1 兄服せら 
れて來て〇る。勿論•文明人が野^人を克服してゐる場合とても，他に ft 多 
くにあるが。要するに.より健金であり-より現^原則的であるものが常に 
勝利を栉るのである。勝利を得るのが學してい i 事か惡い事か、名^か不名 
#かは別 [ nlis として、少 くと も歷史はさう云ふ第 Iff を现： W 的に一 7 ] v してゐる 0 

我等は常に事實を蕻寶としてあ々のま XIC 認識することから出發し&ければ 


完了と所有 

大抵の M 洋語では秄炫の完了を表はす 
に所有か表 II す胳を; fl ふる。例へば英語 
の一 lave , ドィツ做 g の liaben の如きであ 
5。行 a の完了な表 It す場合には助働詞 
i なってゐるが"所有か袈は す 場合に a 
木働詞である。併し元來はこの一钝の跖 
別が叨白にあつたとは考へ られな い〇现 
に w = iy , nsd 等の賭助鰌 M は屢々 
木 ® I 詞として; IJ ゐられる。時に於け る 行 
動の完了1:表はすに所有 SS ' を以てすろと 
云ふこと！： T その行動^旣に所有しれと 
云ふことを意味したのが、この轉 ;!] の無 
笼雄的！8海であら Ti 思ふ〇 ( 完 D 

子供の見た親 

大槻岐美 

或 S 說の應接 fij ] で、その家の秭常二年 
生になる男の兒 s ^ やんと 私との 對話〇 

S ちやんのお母さんと私 i は永い間の 
交友 M 係である〇生人を通してのではな 
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ならない。願望と理論とは然る後にその上に樹立せられなければなら & い。 
我等は文化史的により高度な6社#形態の^が勝利を沿て、より低度&るも 
のが•必ず负るやうであれば莊だ愉快であらうけれども*现筑は腿々我 S を 
逛切る。翦切られても絕望せぬだけの用意は常に盤へられてゐなければなら 

ない0 


三、私は『力 
レント*ォヴ％サ 
•ヮールド』誌及 
び『英語硏究 J 
兩誌が共に九 H 
號に紹介してゐ 
た uniE lc - a ' 
tcreH aylldi 2 ti 5 
所載の漫画「一 
皮むけば同じは 
らから』 rBroth - 

esC1P.QPEis 

skin - と云ふの 

を見て(こ、 1 C 再 S させて贳つたが)非常に面白く思つた。 saves とあ 
るは植技地を持てる1 UI 園で、それは必然的にデモクラシイを奉ずるやうに fe 
り 、 HavGgtB は植民地を持たぬ貧國で、それは自然ファシストになる。外^ 

は大變述つてゐるやうだが、一皮むけば似たやうなものだとの意で：明白に 



くは m 方とも未娇時代からの問柄で、凡 
てのおつ士めか離れた交際で幻ることを 
斷って規/、。 

お母さんは用^があるらしくなか-^-^ 
颜か JI せない。私は iffi 萆を吸ひな•か〇肘 
掛綺子 II 休んでゐる〇すると S ちやんは 
私の瓿かじろ— ii ながら始めた0 
「小母さん、女のくせ[:炖取吸ふの ？ j 
「うん、吸ふのよ。」 

rms 母さん II 吸！！ないよ"煙诈なんて 
:：:」私は此の兒の心理0傾きか承知 
し、跺期しながら苜つ?:0 
「さう？それは吸はないんではなくて 
吸へないんでせう〇 S つと3うよ公」 

「う、ん"破 It ないん ： UJTOJ 
r うそよ"吸へないのよ。」 

「71ンだ〇 J 

かう W ひながら S ちゃんは如何 LLtft 
けん铤 S 强いら L い面持 B で次 strl 薬を 
探 L-C ゐるらしく、テ ー ブルの ra Il の綠 
に遵體かこすり#け"私の方を大きい H 
でじろ/\眺めた無苜で、室の中^ 
歩きもわつ r : pL てゐれが"急|:筲ひ出 
LT:o r お父さんは吸ふよ。」 






Qa 


云へば英米怫の如き植民地諸有國はデモクラットと fep •獨仅の如き持たぬ 
國はフ T シストとなると云ふわけ，併しこ X へも一人-外見だけは大違ひの 
同 C はらからのあることをこの渺画家は啬き忘れてゐると私は云ひたいの 
だ。それは n ムミュ1 j ズムの毛皮を被り，股に0吕11£1152 ( 持ち得ざる 
も 0) と書いた同胞(ロシア)のあることだ。ロシアは-帝政時代は黑海や 
日本海、黃海方面に植民地を來めてク y ミャ戦爭や日露戰爭を惹起して a た 
が•何れも失敗 1 C 終つたので、その不平が品じて眾命となつたとも解釋出來 
るであらう。併し今の y 聯としては植民地の事は殆ど絕望なので-自分は持 
てないのだからお前方も持つな と 云ふ思想(持てる希望が生じたら何時 また 
ブ T シストやデモクラットに轉向しないとは保證の限りでない、現にその氣色 
-と見えてゐる)がコムミニーズムであると云ふことが出來る〇こ 
れは精神分析的と云ふょりに社#分析 的、 否 寧ろ， 忠實にマルクシズム的な 
見方であるのだから■世のマルクシストたちも*もし彼等が果して自分等の 
理論に正直ならば、譜同してくれること-!信ずる0 
x 

以上の如き話は旣に斷つた通り別に珂論闘爭のためのものではないのだか 
ら，マルクシ K 卜逵が瞳んだら さぞ一 笑 1 C 附する ことであらう。それで 結構 
なので ある。 併し一笑に附 してゐ る、その笑ひの下に動榣の色 0 仄兒 える ベ 
きことを私は確信する。何となれば、私0話は理論的ではないかも知れぬ。 

(意識に您えょうとするものではない)が"無意識の解放 tc は資するものだ 
との 確信があるからである。 • 

最後に衢るまでもないと思ふが念のために斷つておくが*私は別に y ヴェ 


「そりゃ3ぅでせぅ0お父2ん|1男だ1 

の。」場 

又言葉 LL つ太つた S ちゃん ( t 梁の毛の 
拫本主であかくし t : 力んで 1 r つた。 

「懊吸ふょ。」 ， 

私 fl こ iuM つてはじめて突ひながら 
苢つ f :'。 「8ちやん、あなた M 萆なん“ 
吸つれつてちつとも惮{ないわ"あなれ 
子供ですもの0 j 

完全に敗北か3認しれらしい S ちゃん 
はい$なり節をバタンと苷萵く後にして 
應接 fill か出て行つて L まつれ。 

以來、私 ttc の子にすつかり評判を M 
くして Lt つ f : ら1く，時々訪閒して t 
のぞいて見て、「なァん； T 小母さんか」 
と應接ぎ U 入つて來ないのである〇彼に 
とつてはあ©一:答がょほど胸につかへて 
ゐ S らしい G 母親への筇敬を引^下げら 
れ T ; 不儉快と*それの挽间策1効4-券さ 
ずにかへつて二 iE の屈辱感か呀た市等 U 
致命的な瓶手となつて後に a り"私の im 
を見ろ ifa 時にこの不愉快 timtfi が聯想 
3れ?:らしいの?:*〇それ U 具 m 的にでな 
く恐らく無意誠的なものである答 ； T 





97 


I 卜と〇戰帮を希望してゐるも CD では決してな5。戰はずして勝つ"これ Jn ハ 
法の砬上&るものである。況んや我等文化人に於いて、戰爭を IM 1 避したいの 
は [M ょり當然である Q 併し一度千才を交べ始めた以上は、やるところまでや 
らねばならぬ。敗戰國にだけはなりたくない。 

宋美齡の豪語と支那の幼兒性 

宋瓌齡は来子文及び蔣介石夫人宋类齡の姉で"故孫文 S 未亡人であるが"彼女は米 
阈雜誌『 7 ォーラム J 本苹八 W 號に支那は「克服せられず J i の H 下に一文を寄せ日 
本軍 ( xr ® 子の虎 Jpaper-tfr で敢て恐る、に足らす、而も支那は孤獨ならず、列强 
我 L1 加擔せん蒙雄して席 50 さぅ荥諧 した アトからその「張子の虎」にどん-^& 
けてゐろ口® 0 朮隊を見- C 栄醍齡はどんな顏かしてゐるか見?:いものだ〇それに列强 
が我についてゐろなんて幼兒的なことか云つてゐるのだから困つた t のだ。列强が假 
0 IC 支那の味方になつ?: i したところで、支那 0 身の r : め 1 :灾那の味方をするのでは 
なく"支那 1 :於ける自國利根擁護©ために ri 本に反感を持つと云ふだ a の辦ではない 
か。 それくらゐの 事が分らな <て> 日本一 2カィ X • n ム •フレタスか持ち"英米 |: #父 
コムブレクス‘持つなど、は到底現赏 M 則には緣のない心理狀 M のやぅである。安那 
がこの幼兒性か放楚せぬ内は日本 t 苦勞せ n ばなら JO であらう。 

X 

木號轉載の西洋 ia 斑中の「持てる t の j r 持/: r る t の」±云ふ- S 槊は H . 下世界的 
流行語になつてゐる bt い。日本の新聞で t 近 tjltt 盛んに、 IQmi か ffl ゐてゐる" 


私 (1 この結末か充分1!期してや'〇た C 
と ri のだが"何時までもこの i 、で¢2く 
つ15はない、機你&逃さずに S ちやん 
と又仲ょしに^るつもりでゐる〇 

これを Ji ても M るのであるが " 幼兒 X 
は相常程陇 1: まで虫按し 1: 子供®にとつ 
て 1 その親は如何 |: 菇初の銶敬すべ {" 
他人に誇り # ベさ t のであるか 4 公ふこ 
とだ。或 * ハ V 親は外出の歸 PIC 家の近返 
で數人の友達と遊んで， Qr:s 家の子供 fc 
つかまり、「これ，っちのお父ちやん*:ょ 
い i だら ぅ！」と轺 介されて*相手が子 
供だと M つてもつい赤： Eftl しれと云つて苦 
笑してゐ 7:0 

フ卩ィド It" 此の子供の親への S 敬な 
子供 H 身のナルチスムスの投出として說 
き、そ n が親货怙勢の前に崩されること 
を余®なくされ K!i" 或は內に取込まれ 
て M 自我形成となり、或は外界に W 投出 
せられて S? 主とな神となると述べて 
ゐる。深く硏究したら興味ある諸閗瓸エ 
ディボス心理、良心の起淑など1:必然的 
に觸れ.て行くこと[1首ふ|でもなぃが只 
今は、これ丈けに Lr 铤 <。 ( 完) 


時 


0 





乳兒及び幼兒の心理に就いて 


講 

座 


1、離乳外傷と離乳期の問題 

離乳と云ふこ, 1 :は乳兒!:とつても母親にとつても大き 
な快樂放桀であるので，とかくこの事に就いて間違ひが 
起き易い。醫者はたく肉體的猗養の事ばか b 考へてゐ 
て， その心理的影■の事を殆ど劣へてゐないので1かつ 
て私が本誌第四卷鉱一號時評 fi で論雛したやうに、「と 
ても苦 S 鹽酸キニ！不を乳 B に羧れ」と云ふやうな某磬 
擧博士の#論が m て來る©である。 

乳兒がいつまでも母 ia の乳房に執箭するには、多くの 
圾合，母親0扱方が鹿いからである。母親が寧ろこれを 
無意識的、本能的に願望して、そ〇やうに誘惑(敢て云 
ふ)するからである。我等の經驗では、母親〇處蓝さへ 
よろしきを得れば、その子佻が先天的の低能で \ r もな s 
限り、一定の離乳期には正常にこれを卒業するものであ 
6。母親にとつても乳兒にとつても、離乳は自我とエス 


大槻憲 二 

との B 藤の機會である。母親は早く離乳させねば手數が 
褂つて困るとは思ふの/ C が、併し授乳は彼女等の本能的 
快樂であるので，なか<これを放粢しよぅとはしな 
，い。乳兒も ! "生長につれて乳房への執涪を恥づる心理が 
自然に搽 m するが、併しこれを斷念することには根深い 
淋しさがある。この場合•子供の自我は采發達なのだか 
ら，母親がこれを斷行するやぅに促して行かなければな 
らないわけ/ cf が，その母親が授乳の快閃を永く放棄した 
くないと云ふ願壁があるのだから誠に困るのである。そ 
れは母親 1 C とつては、授乳くらゐ端的な愛倩の發露はな 
いからである。授乳さへしてゐれば、肖分は子供を愛し 
てゐるのだと云ふ確信がある。その確信が誤てる木能順 
望的蘇礎の上に立ち•现瑰盼基礎の上 ( C 立つてゐないと 
云 ふことを、 i!fc の多くの分析せられ ざる 母親たちは知ら 

次の子供が生れゝば、自然離乳も己むなく斷行せられ 
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るやうに & るが、次の子が出來ないとか l 或は夫に平く 
死別れて、殘された乳兒に不惘がか X つてゐると云ふや 
う&母親は' 十中八九、いつまでも乳 is を含ませてゐ 
る。二¥や三年 i : こ6はめづらしくない。小學校に通ふ 
やうになつてもまだ含ませてゐるのがある。「一人つ子* 
學校へ行く前に一寸ねぶり」と云ふやう&川柳を何遨か 
で讀んだことがあるが，流石に民衆詩人の觀察は銳い。 
併し、 もう 流石に人前を恥ぢて乳房 5: 含ませなくなつて 
も，乳 M の代りにお窠子を擗る前に無暗に與へたりする 
母親があるが•これまた心理的には母親にとつても子供 
にとつても乳房の代用であるのだ。 

生後滿一年から一年半位で、靑白く貧血して一體に體 
が小さく^くて、筋肉がブョ < してゐる子供が日本に 
多いのは搜にこの離乳の遲すぎたことに起因するものだ 
と、聖路加病院小兒科齋藤博士はかつて云つてゐたが、 
一つには身體虛弱な子供は心理的にも退行してゐて乳房 
に執菥するこ a 甚たしく、母親の不惘もか i つて乳房を 
含ませたくなるために益々身體を虛弱にし、心理を退行 
せしめると云ふ結艰にもなるので あらう。 子供だとて* 
いつまでも母乳に執着してゐるのは恥づべきことだと云 
ふことを、自然に感じてはゐるのだ。いつぞや自家へ來 
た親她の子供(五歲にしてなほ母乳に執着してゐる)が1 

0 座 


自家の妻 1 C 毅然たる態度でたしなめられたら、始めはう 
らめしさうな顏をしてゐたが、漸次に顏色を柔げて遂に 
「叔母ちやん御免ちやい j と云つて謝罪し"それからは 
母の乳房に執浩することを斷念した。 il つそれから見 M 
へるやうに身體も頌健に、心爾も五"六歲の子供らしい 
程度に發達して行つた。 

哺乳期の緙驗は後平に於いて所 tfl 口唇性格を形作る。 
口唇性感及びそ S 離乳期 te 於ける外傷が如何なる性格を 
形作るかに就いては•前號本撕に講述しておいたから， 
こ V には^略する0 

離乳は何ヶ月頃がょいかと云ふに，醫學博士岩田正道 
氏は十ヶ月から十ニケ月の間が最も適當と思はれると云 
つてゐる。併しこれは平均を云つたので，非常に健康な 
子供ならばも少し早くても遊支へはないと思ふ。自家の 
子供などは七ヶ月半目に鹽せんベいを極めて少 t 細かく 
碎 S て與へたが異狀なかつたでと云つて、それ以後劃然 
と離乳させて固形物を與へたのではない。その後半ケ月 
にしてお粥を少々與へたが消化不良であつたので、なほ 
固形體は a 合せた。要するに、離乳は 一 時にすべきも0 
で&く、坐後半年位から牛乳や m 湯や果汁の如きも〇を 
ぼつ<與へて母乳以外の喰物に漸次に m れさせ、いつ 
離乳したとも分らぬやう K : 離乳させるのが n ッで あらう 


1Q0 


と思ふ。無論、さうしても子供は乳房に執着するもので 
はあるが、母親の方に與へないやうにしょうと云ふ资悟 
と克己心とさへあるなら ば、 子供をしてその執着を斷念 
せしめるととはさして困難でないと私は信じてゐる。 

併しそのためには平素授乳の時間と場合とを割然と定 
め"たで泣きさへすれば口に乳房を押し込むと云つたや 
うな野蟹な無方針な態度をやめてか i らなければ•于供 
の方だとて&か<承知はしない。しないのが常然であ 


る。「可愛い子には旅をさせ」と云ふ1葉がある。旅と 
は手離すと云ふことである〇手離すとは獨立させると云 
ふことである。この「旅をさせ J る览悟の原型は實に離 
乳の時にあると云ふととを悟らねばならない。離乳は母 
親の對乳兒愛から對少兒愛に移る轉機であ同時にそ 
れは子供を一人前の社會人として立たせる第一步でさへ 
あるのだ0 

二、幼兒の强迫症的傾向 

こ i に揭げた漫蕺 
は•東京朝日新聞 
本年五月十七日所 
戟•橫山陵一氏蕺 
「養子のフクチヤ 
ン』一九二回目の 
下三段の祷寫であ 
る。 m 一段では圖 
中二童が喧嘩£:し 
てゐるところへ、 
フクチヤンが來て 
「タダチヤン、才 
バサンガョンデル 
m ツ j と傳言して 
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ゐる場面である。この没迸の趣旨は o ま&、幼兒が I 度 
依賴又は命分せられたことは飽迄も守〇通す馬 M 正 la な 
一而を布すると云ふことを誇張的に表現してゐる點に# 
する ci 云つても•子供はどんな依賴や命令で も 常に、 
「馬 M 正直に」守り通すかと S ふに、必ずしもさうでは 
ないのである。子供は隨分氣まぐれなもので"自分の親 
の向かな S ことであるならば、どんな 1 C 親や友達が、念 
を入れて云附けておいても"風の吹き廻しでどこへ吹飛 
んで行くか知れたものではないのだ。併し自分 0 これと 
思つたことは飽迄も頌强に守及立てるものである。では 
彼等はどう云ふ嵇類 Q 事柄を「これと思ふ」0であらう 
か。 

さて、問越をこ、まで考へて來て、この©蕺の主 M に 
類似するものとして私にまで聯想せられ る二三の M が あ 
る 0 

V •ホムぺィ市がヴュスビゥス噴火の灰下に抓沒せら 
れた時、勇敢なる一英士は城門の歩哨に立つて死の近づ 
きにもその職5&を棄てす、遂にそのま、灰中に刺もれて 
死んでしまつた〇爾來一七00年は經過し*ポムぺィ發 
掘の當時に.彼の「忠實なる咐兵 J の甲胄に身を固めた 
姿は當#のま X に發 i せられた。との物語はサ！•エド 
ワ I ド•ポィンタ—と云ふ®家の描く it ろとなり、リ 
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ブブ ー ル諶堂に展列せられてあり"その裰製は讀者諸氏 
に於いても旣に见られたところであら.'7と思ふ。 

これは常識的には大變職務に忠贺な典士の美談として 
感動せしめられることではあるが、一步翻つて君へ直し 
て兒ると"どうもこの兵士の心现は^さ、か常軌 5 : 逸し 
てゐるやうに思はれる。全市が灰で埋もれてしまひさう 
になつてゐるのに、自分一人城 n に按へてゐて何になる 
であらう。^兵とは外敵の攻來ることを内に傅達するだ 
けの役目である。外敵が旣に内を亡ぼして了つたのに、 
まだそこに立つてゐて自分もむざ^^死んで行くと云ふ 
ことは意味がないではないか。 

二、私の妻の姉の少女時代の拽話である。當時三"四 
歲で あつたら うか。 母親は彼女に 向つ て 「 N ちやん"* 
こを眞直に步 S て行つて御霓 J と命じた。 N ちやんは云 
はれた通〇に步いて行つた。突當りは襖であつた。 N も 
やんはその襖の前に至つて立停つた。母親はそれを見て 
別に氣に もとめず， 傍の來客と話し钗けてゐた。暫らく 
立つて氣づいて見ると、 N ちやんは相變らす襖の前に突 
立つてゐ る。 「おや" N ちやんどうしたの？*そんなと 
ころに 何をして ゐるの？」 と辤をかけて a たが返事をし 
ない。前へ廻〇て翻を覘き込んで見る と、 兩眼に一杯淚 
をためてゐた。 
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親は別} C 襖をつきぬけて向ふへ行けと云ふ難題をふき 
かけたわけではなく*た r 來客に彼女の大きくなつた步 
行の姿を^て貫はぅと思つたに過ぎなかつたのであらぅ 
が、彼女はそれを飽迄も突進して行けと云ふ意味に解 
し、 而もそれは襖に遮られて不可能であるので、そこに 
枏剋を感じてくやし淚にくれてゐたらしい。それは、常 
識的には彼女の勝氣を示すものではあるが"心理學的に 
は彼女0幼兒强迫症的倾向を示すものである。 

三、私自身が尋常小學校一年生の頃であつた。私の机 
は窓邊に近かつた。その窓の硝子戶は明け放たれてあつ 
た。風さへ强い雨天であつた。雨脚は窓を通して吹込 
み、私の身 溜と 机とはびしょ濡れになつた。が，私は 自 
分で その窓を閉める ことも、 先生に云つて閉めて B ふこ 
とも fll 來なかつた。雨の降込むま X にヂッと我慢してゐ 
た。その內 bT 先生が敎室内を巡廻して來て，私の傍に 
來、早く窓を閉めればょかつたと云つた"私は今なほこ 
の事件を忘れないでゐる。併しその心理に就 S ては明 a 
な記憶がな S から分析も確®には出來なぃが■た i : 恥づ 
かしい(それもあったにはあつたが)と云ふだけの3?で 
はなかつたやうに思ふ。 

以上四つの場合を比較して見ると、そこにある共通點 
の存することを何人も容易に氣付くであらう。蝕康な大 


人ならば"あ i 云ふ風には振舞はな S であらう。フクチ 
ャンの立場に於 S てならば、 タダチ ャンが口が恶れても 
來ないやうならば 0 S 嘩相手を無斷釋放して歸宅して了ふ 
であらう。ポムべィの忠15なる m 兵(私は これ %幼兒心 
理の名殘り i 見てゐるのだが)の立場に於 S てならば. 
あんなとこ6にいつまでも突立つてゐないで■人々を救 
うなり、肉分自身の安全を計るなりするであらう。 N ち 
やんの場合ならば、视の前まで行けばさつ〇と引返して 
何處か/行つてしまふのであらう。私_身只今の私なら 
ば，先生の許しを得て窓硝子を閉めるであらう。 

彼等がそれをなし得なかつたのは、彼等が他人の命令 
や規則に忠實であつたと云ふよりは、命令や視則を杓子 
定規 1 C 守る程その心理の働きに自由と獨立性とがないの 
だと云つた方がよいであらう。換言すれば、彼等の自我 
は未だ發逹せず、その行動の主體は自我でなく起自我又 
は K スにある。こ、に擧げた四つの例は、併し■エスに 
因ると云ふよりは，超自我に因つてゐることは明かであ 
る。ところでその超自我の内容たるや"決して未だ人格 
的なものではなく、强迫； t 經症的なもので•その强迫の 
力は規則に對する拽敬と云ふやうな社 fT 感情的なものか 
ら來るのではなく.他から與へられた命令が自分0超自 
我の中に入込むと•その超自我は全能念慮の感情からそ 




1 〇 3 


の行呦への腊勋力を得て來るも01如くに私には感ぜら 
れる〇フ h レ. ノチ— は幼兒的金^^に依る强 ia 症 1 C 就い 
て、本號卷頭の論文中(第四员〕に次のやぅに云ってゐ 
6。「人が何らかの不可抗力なる本能に服從しなければ 
ならぬと云ふことを氣付いてそれを役出したも0が金能 
惑である」。さぅして「强迫神經症は、精神生活が幼児的 
發展段階へ返行してゐるものである◦その幼兒的稱：一生 
活の特質は.願 S ! と行爲との flf ] に怨制し*遜延させ•反 
将させる思蔣活励がま/ C 介在してゐないことにある」と。 
つま〇自我が確立してゐないと云ふことである。 

要するに•右の四例に於ける强迫症的傾向はその起源 
がその赉能感にあり、その全能感は彼等の本能力の姿を 
かりた狐に過ぎない"エスに於ける全能感のエネルギー 
を超®!我が带〇來ることの出來るやぅな種類の命令又は 
依賴の下された場合 ic のみ、彼等幼兒は親や友達の命令 
に非常 1 C 忠實になるのである。もし自分の金能感に訴へ 
ない場合には、そんな命令などは la ぐに忘れてしまふの 
である。卽ち別言すれば，朱だ道德的行爲と呼ばれ#ベ 
きものではなく寧ろ舸理的现象だと云ふ點を明かにして 
おきたいのである〇併しこの飼理的现象が後年の健康な 
良心の恶礎とならな s とは云へないが、必ずなると斷言 
することも出來ない0(み兀> 


精神分析學語_ (三〇〕 

一、本能感情發瑯 Afo - kleplhhl & ng ——本俩感怙の發動は常 
fwH K に於ける本能 H ネルギーか0起る0でわる G 本能感怙 
それ， U 身 U 併 L ながら、常に览諏系統一一依つて發 M せしめ6 
れ、 JL つた V 寂識系祙に於、いてのみ感知せられる。無敕識か 
ら首 ® I 的、分沁的行動への ils が 抑 M t : よつて落がれる本 
能感情の發砌は不 V 能 ^ なる。さラ云ふ場合！ lu " H K I: 於 
ける心理的 H ネルギ I は(元來ならば本能惑愤となつ t 资肢 
せらるべき 笆の ところ) ㈣ 態的 1 :發现して"例へ lr 、 不安と 
なつた PM 々な 症候と なつたりするか、或 a その ま kK 去 y 
にされ V 、逆經締 U 依つて C 我から M ざけられ roc とにな 
つ?:9する。 

,本能感情反應 Altlvii i 木能感情が M 々な事仲 1 :對 
して反應した现象の總體を云ふ。本能感愦现歎と1:ムつてもよ 
いと思ふ〇本能感情 SJ 象と - H - 動現象とは心理的裝骹の發肢 P 
か rj : してゐる。兩方の發散 UUS 我の支醜下 U ある。併しこ 
の支 SEII 本能感情现叙 k 酎しては、言動现级に對してよ 
M 力である〇そこ LLUH スの側からの抗談が粹易 U 提出せら 
H る。その抗議 f : 依って、 S 我は木能感馆への支刚楢を一時 
的に"部分的に喪失す£。それがいつ1きまつて见られるの 
は夢に於いて^ある"祌經硭患泝の阽候に於ぃては、病邡的 
1 T 部分的に、本能感情現象への支配權か H K が耍求してゐ 
るのである。 f — (未完 >—— 
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■内外彙報 

4 

フ□イド先生健在 

フロイド先生 m 態？の嗯を聞いて早速アンナ_ 7 P イド雄 
一 ra 舞： sq 手紙を出し r : こと^先號本糊に報じておいたが— 
Anna Freud 娥から九：^六 P 付返書があつて、父 S の健在か雜 
赀せられれ0その文而|^左の如<である0 

「拜復。私の父に關マる新間のあの報 Is は英國 i アメリカと 
1:於いても現れましれが、總て誤報である i 云ふこ i^- こ、に 
報告5 il けることの出來 S のな私は深く興び士い r:Li す〇父 
は本 SU 殊 e 外 6B 康で、いつ te 通り仕事にいそしんでをりま 
し 440 い ^ <御心配下 さい泛 L て心から御 ts 中上げ i す 0 
九 B 六日 敬具 

K ジナ* 7 ロイド 1 

卷頭の 7a イド敎授近影は、米_分析季刊誌一九三六竿四：：； 
虢誌から轉載しわ1ので、敎授八十饿視贺紀念式常時の撖映で 
あるらしく M はれ AO 及近の風貌^彷彿す5こ i が出來やぅ0 

ベルヴラー博士の書翰 

b プチマソ、ベルグラ—兩ドタトルの「冷感扼妍究 J , はこ\ 
に筇三四 M の譯文を m げてあるが、その笫一回が本誌上に？ a れ 
T : 時、ベルグラ* m 士 CDrEtlm - Berglcr 〕 宛に本硏究所から 


その！部か送 P " この「冷感症硏究 j と贽 4 なすべき近迷「不 

能 ffisff 究 j 及び同氏 ia 影の寄贈を乞う r : ところ、八月十二日付 

及び同十五 S 付にて返事があつ?;〇笫一信 Itffi 方からの雜誌の 

みを見ての禮狀であり1後者は此龙の手紙^見^からの退事で 

ある。後者か、：！一紹介して見よう。 

r 拜沒。私は御逛送の雜11に對して一一〇前に一番を認め iL 

?:が" 七月 廿三 rtl 付の總々御 la 明の贲翰を漸 <今 0 落常い fc L 

た次第で"雜誌 s 方は旣に三 H 前に拜受い T : してゐ f ; からであ 
pi^ro 

货翰1"よ y ます i •拙著冷感症の笫一帘を御高課じな0、以 
下®次に^して5月後一 is 靠了の連びに至らしめようと 
L てゐられる由、御 K 愆の裎か保く感謝い1:し i す〇さう云ふ 
風になされば最後のものが出來上つて J 鄯に縷め上げな55こ 
とは鋰??もか V ら允くて紡楢なお考へ i 存じます。 

小生は只今イタリ IU 旅行中であります*か、二 3an {] 後 4 
イソへ歸鄕い?: し 生マ。歸鄉の後•し.は拙著不能症論並び(: タレ 
イラン"ナボレオン" スタ V ダル、* クラッ y を御送 5 中上げま 
す 9 それから御猗盥の ヒッチマン 博士 並び I - C 小生の近影 t 御 送 
り 巾 上げ吏す。 S 下の方から も 分祈に關する* 落御 ffi 送 下 S & 
ば幸茈 1 :存じます。氓間上の結合±云ふものは言迤の 不通の ® 
合に も 結梅成立つ I のであります . 0 拙著の版樾 U 出 EK *!: なく 
沉洛にありますのですから、拙满飜譯の#について il 何の御厄 
介も御龈いません故御安心下さい。 

货誌のドイタ文の〇次如 fla しますと > 大屉內綷奴贫のやう 
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で、11.つ、科^的に拽： u 商い水 m な ffi つ r : 主驵が扱ってあ pi 
す a 茨たもし御筇 m ならば、货誌のため1:讲下し拟槁なお送り 
いたしましてもょるしぅ御座い±す。 

色々お贈01の11ょリ大變杯舰く存じてゐる&をこ>1:仲官 
し V なほ向後の友誼を懇賴いれし主す。矢部氏その他、御地の 
M 僚賭氏にょろしくお傅 1 T 下さい。 敬具 

八;]十五日" ィタリ—にて、ペルダラ 1 J 

『ィマゴー』本年第二册 

1、『罪障感からの對象關保 j (別题、性格型 m 一 研究)ア—ネ 

01 愛寸5渚が、相手に對して倫理的な 31 敗&とるやぅにな5 
心理^分析し T : もの ◊ 

1 " r 精神分析に於け S 社分^的並びに生物根的方針』フラン 
ツ•アレキザンダ(シカゴ〕—精神分析と生物分析と社會 
分析と s 各分野の交渉を說い n 論文。 

一、『夢に於げる現 M 試驗』トマス * フレンチ ( シカゴ〕^—现 
■W 試驗は In 我 q たすことであ 5 、〇我は资服中にのみその機 
能を發挪するが、猙の中に於いて t 、 半ばその機能の働くこ 
とがめる、 

I "『反復、栉動、退屈』ルネ_スビッツ(バリ〕 —— 子供•か同じ 
资話‘繰返し船くこ i 4- 好む如き心繩に就いて‘ 

一、『ル：物分 rr 新說』ジィグフド*ペルンフ H ルドハロンド 
^ — I 蜂は肛£性格的でわるとか、链は抑腦的であると云 
藜報内外 • 


ふやぅ新しい -ft 地』 HSJ 物取的に打開してゐる〇 
j 、『リビド|標準の間殴』イムレ-へルマソ(ブダべスト 〕I 

一、新刊紹介批評—— 

f 精神分析敎育誌』本年第一册 

一、『幼兒敎靑*し於ける贲骷の役割』マ0•ブ y — ル I ニゥヨ 
オク1:於ける 17 ルデン战校じ於ける婦人分析者の璐浈 ' 
r 「粘神分析的方針1:基く^校に於 it る兄谢分析と敎宥』マル 
チン•グロートヤーン(米國〕 

V 『敎 W に於ける難點除去の試み』 V ル F マン 
一 、！ TJE の不安からの不眠疵』 H ふマ•ベルナ ー 
一、新刊紹介—— 

『精神分析季刊』本年第 i 册 

一、『防■機制としての自己 is 却』ドリアン.フアイゲ x パゥム 

遺描0 

l 、 r 悲哀の喪失』{レーネ•ドイチ(ボストン) —— 哀棹の心 
理について。 

一、『现贸と無蓝識』トマス•フレンチ0シカゴ〕 i 現赀試驗 
U 於ける 31 J 的の問題その他 Q 

一、 fs ? に於ける現 K 試驗』トマス•フレソチ . —，.「イマゴー J の 
內容 と1て 右 K ; 紹介せられてゐゐもの、 原文 
一、『パルザックの Y 丨ル•ゴリオ』ミルトゾ•ミラー C シ*-ゴ〕 
—— バルザックの作品分析) 

一、！ T 衆人恐怖促迅茬： i 於ける返行』 H ドヰン•アイスラ T ハシ 
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カゴ： > 

一、『防 m 機制 i 全人格の榴成』テレ，ゼニネデク0ゾヵゴ〕 

一、新刊批評 i 

最近國內蓽實 

►『呪はれた結娇悲削，新妻の拖百』卉潭平作槁——『通俗餒 
设』十 Hiw 。 

▼『人妻の尚操』セギ rl — ル KC 作、永戶伎雄譯 I 『モダン El 
本』十月號 nrr 載。廣齿文に fl 「フ n ィド派小說 J 4あり。 

▼ F 怪魚船人 m 虢』高榄銳作——文葱花秋社！ r ォ I ル讀物』十 

I 温 e 

►『粘神科^に照し t : 心の神秘』商橋鈒 I 『日の出』十一 A 跛。 
▼『超现货派年末街』商®鐵槁——『廣丧界』十一 H 號 
VIT 子供の叱”方談谛』大槻 SC 11 賧 ^^ 報知新聞、十 ij 五 H 、 
家瓱镧。 

▼ T 戀愛性慾心理の檢砘處股法』大搜志二描 1— 「人生削造」十 

錢 

V 『金持の心理 A ^ TZ の心 BnJ 大枧槁 IJ 金，,九”躲〇 
▼ rg 世覜と莩架虫遴』大根稿—— 1 T .4: 5て行く近』十月號〇 
▼ 不誌前號内聛11關して U 本號從末廣齿を參明あ yt : し。 

本研究所研究會例會 

八/ J は例年 M り览中休鉍にし*九 H は卄四 HU 久しぶ y の^ 
合を例によリアメ0カン • V 1力 y に於いて持つ;:。第三月 BK 


B の铕 T あつ た が、 防空 ： jM ^I 如做 y 、 少し a 延べ ^ した C 

定刻№1#、友づ例1:ょり本誌前號「諾赍」糊につき：司曹者 
から m 說があ y 、 終つて食 3 Jf な i つた。食後 rr 來费岛崎勝次 
郎氏(特別誌犮)及び古卬郁枝氏(長略氏衣〕の紹介があつれ。 

硏究談は木夕の主題11基&まづ筘田锵志氏のニィル新著「恐 
るしき抛校一© m 後感想から始められた。ニィルが分祈學 II 對 
する態度につき大视氏から質叫があ y " 頷田氏これに饬ヘて、 
談 U 理論家と W 際家との職^別と云ふ?ゥな論點に移础して行 
つた。-ーィル it 理論家でなく敎 w 5 f f 際家であると云ふ紡論に連 
して行つれ。 

次に繪脔に特別の關心4寄せてゐら n る小 m 良修氏から"最 
近のシゥルレアリズムが貌神分祈**ら遊離せん i 努力しつ、あ 
る fc 就いての意見を一同 U 求め&れ、大 M 氏はシゥルレ T リズ 
ムが分析取から離れることは差支へないが、無意識か- b 離れ S 
ことは到底出來おいのだから結局同じ：とだと云ふ說が述ベら 
れた。 

笊三に商描氏は力鉻「象 M 形成論 j か述べられて批評を乞 fl 
れむ〇筏略文治氏その他から二三の e 間があつて、萵樯氏これ 
に答へられ；^何れ！ gf ■一文( I 本誌次號の卷 m に褐げられること 
1:なつ^ゐる〇 

最後 LT 大概氏、 r 幼兒 Li 於ける現 K 惑の發展段階 j I ：フェレ 
y チー〕の興味深き一沛を則 H しつ、所0を述べられ|;〇乳兒 
心^!から幼兄心理になる過柷の研究として xnsi ど興味あ右論 
文は稀である。 
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出席漭は右 Tr 及諸氏の他、 WEfg 介、塚崎茂 ir 土 M 秋 ！： r 
炎無 m " 大楓岐美、崧奵具榮、北«照耀の胳氏であつた Q lr : 
FT 1 中虎 sr 大久你 Ln 太郎"竹 e 沿一郎、木紂11古の諸氏から姊 
3 K な缺席校拶があつた C 

本硏究所講習會例會 

綁 f 7# t 八力^休#にし、九：：：；例命は六 n 夜硏究所に於いて 
仙しれ。フ。ィド全雄第九卷收載の=論文「子供の噓」及び「或 
5婦人[111性愛黹の心抓 J を粘 M した。共に女兒の ® であるが、 
如何|- 1 も女の子らしい嘣であ3 0 さぅして典に父親への定涪に 
m 來してゐる。同性愛婦人の缇合も"その；！親への複雑なコム 
ブレクスから來てゐる ことが 細かく論じてある。 

妨闷市在住特別誌友梅木米哲氏は本誌前 SS 所載港殿 m の話を 
諮み"遢婭山木®の0眞か m つて下さつたので"それな资贝に 
肢饺して粗々研究し合つた。， Hfc 塚蛲茂明氏は「印庇の踌術的 
傅說」 I :關する雜誌記事と邢则とか待#せられ、所惑か述べら 
れ r :。 B 皮事變の桫から戰氓神經疵叫題に話の花が呢い r:a 

出席逍は右首及保略氏の他に北山隆、北 WM 雄、延息英一、 
食榀久維、吳無限、大棍蒞ニノ间蚁奥め諸氏であ〇た。 

X 

十：：：：例#は四口夜、同所に於ぃて他されれ0 

本夕 It 前：：：：の命：の晬の續き i して「粒人問性愛 j の第二疝 a 
下を精讀し終った〇譯漪大槻氏 L 課し?:间咔よ M 只今詉み返し 
て非常 U 面由いと云はれむ C 粘_饺、茶梁を ip つ ゞ 、支那氓 


變の M 、 ユダヤ人間 M の話むどに服かであったュ 

出席漭|1大枧氏夫逛の他に、北1!|、北が"俞樯"延岛"土厨 

硏究所便リ 

▼矢部 / \7rc 4 1 :-! 氏 (t 九 W 二十九 H M 女八711子 3 ん^奥はれまし 
れ。おくやみ巾上げ吏す〇八取子さんは同氏の ffl 名者で"從 
つて殊の外同氏 y ビドーの_綿對象ぐもつれ 5 ぅでナ。悲噬 
の^に日く「八 mla ! やがて c 菊黃菊かな0」洱生フアンタジ 
丨を衷 L て生母な姑めたとの同氏 fif 身の註釋。 

▼九月 t 四 E 1、 栃木踮佐久山町在性の特別誌犮岛崎勝次郞氏が 
御上贷の序にお立ち寄リ下5い吏しれ0何"瓏報擱|:もあり 
ます M り硏究僉にも出谢されまし?;。歸鄉きれ7;後|:辨を寄 
せられました〇 

「：….和氣珑々たろ夜の例會で U 誌上旣 U お M 染みの各氏を：：：！ 
のあれりに il 、 lt つ耳近く聞香非常た興味と大きな收褪な描 
iLt :。 今度上京の最大©お： h 産でした*::」云々。 

►加■脆巳^三郎氏、綿^布11轉估されました、勤務»御都分て 
あり i す e 

►平野弘氏、兵 MtlKra 宵- rfllt 轉住、これ又勤務の fc め ico 事0 

▼辨胲倾咎良氏"久しく救佌眾瘀萊所に入院してゐられま1た 
が六 n 甘八9死去されましれ〇木誌前號に『芭燕0性格と幼 
少年時代」な執筆 S れ主したが、計らずも絕筆となつた課で 
ありまマ。自作公表を見ることなく逝かれてお氣の沿でマ0 



:o» 


たかなかい irn 腦の所持赉でしたが"评等间志のため fcfi 大 
报失でめ5ました〇深く萁悼の意な衷します〇锒父资藤也郞 
氏 II 「愛兒0而影」 i 題する小册子を上梓せられ、常所へ I 
一部寄贈 y られ i した。御好 sf & 深謝します0 

►本誌前號、 Tr フゥブ櫊所載「語られぬ湯殿 j の寫梅木 
米 ti 氏が鄕 MS & 岡市から御送0下さいました〇誠に銀微的な 
I のであり i す〇何れ本誌上で改め十御紹介0時 t せ 
，っ。梅木氏に取く御體申上げます。 

▼岩 < x ' t 具荣公の令弟にして M 干媿 Q 令兄なる岩 3 ct 具方氏は、從 
朮逛冢として上海に出强中' 十月十四 n 午後七時、吳淞路附 
近で敵®の t : め U 城死せられました。おくやみ申上げます。 

►本年度フロィド筲贈结鈴衡方 (I まだ決定しませんが"もし適 
常なものがない場合に It 、 或は休 1' ことがあるかも知れませ 
ん〇何れ次號で御報吿申上げます。 

▼大槻氏の新恶『現代 H 本の社#分祈』 fl 別項廣齿の通 B 務服 
堂から愈々出版せられ iLr :。 前著『新し合立身迫』を誚ま 
れた方々 IX 並疏して下2い。今度は社會心 g 舉的な铧であ y 
ます C 

▼本硏究所で分析治療して贳へ i か 4 云'ふ liy 合せ U ® 々接しま 
マが、勿論お引受けいれし吏す。性格故治の方 M には今きで 
にも相常 Q 効果か上げて來乏した。 


質疑應答 


(問 ： J 活徑解析とは何か、本誌 RII 號木紂廉吉氏課稿中に「活 
徑 m 析 J と云ふ術 S 5 が出て居ましたが、從來本誌で M 受けない 
15であ D ますから御敎示下3い。 (一 讀脅) 

(答〕前號アレキサ V ダーの「粘神分析取の爵學的 -m 値」中 
の活徑解析4云ふ首葉に就いて、手許に交献が無かつ T : が爲に 
WM 4- 怠し f ; ところ、注意深 C 讀んて下さろ方から解答を 
求められまして誠に恐縮です0 

活徑或は動椏と沄ふ語は數學 s 術語で M 定點から出る線分 
でその位 R と县 si が任意に變 P 得ると考ヘられるも 0 J を指 
します0 

すなはちアレキサ y ダ— II 或ろ植物性器官は一定の方向を示 
す活徑にも比すべき1一定の ej 力的方向を有する衝動にょつて 
影^3れ"例へば肺臃 fi 取 P 込みの M 黛と關係があ y , 取り込 
むと云ふ欲求 ti 贈 9.1 のを受け?:い願望、子供が欲 I い i いふ 
isl sr 愛や心づかひ•か欲しいとの MiK の如きいろ-^の心 m 態 
逋の共通の® I 力的方向か示 L 、 いは Sr 活徑欲求であ9、そ Q 共 
通の活徑欲求と種々た颇望との關係、取 P 込みの器官 i の關係 
などか分析してゆく事を、活徑 W 析 i いふ數學上の術話で比喻 
して ゐるものと 思ひ ± す O c 木村) 
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新刊紹介 


▼『西洋醫學の新傾向』ルネ，ァランデ"原著*樱澤如一 

譯(一 InJ 八十錢、位镟#發行〕 I ァラン ディ 1 :就いては本 
誌上では M 々紺介を試みて來 r: から誠赤賭氏1:は親しみ 0 あ 
る名となつてゐるであらぅ〇そのアヲソ r ィの生落の一つが 
こ i に飜譯出版 1 i られることになつたの5:主づ： gKliL たい。 

「樅來粘神祸取奔が變媿、 ILO 輕趿すべきものと認めてゐだ 
材料、愛、被#迪觀忿、或は粘神餅亂の如き客は•糨神分 rr 
的說明1:依つて微妙な、そして非常に巧妙な銀微に侬つて決 
定乜られ、明白な詩 - KiM み"そして人類 SMTQ 經驗 U 彩ど 
られてゐるいる t な！！造 i して一つの窓® i 一 つの m 値 i 
を持つ 1 :至つ?: 0 である o 7 n イドの天才的な la 明法にょつ 
て人々 II 忘れられてゐる人類の永久の首龉として無货識 0 い 
ろい石な形像を發见した。それは非常に巧みな方法で、®出 
マる思想の砑新な淞杂から出た"あらゆる制限 i あらゆる論 
现 UKII れず純粹なる夭辟の雄的な設計 ！1 ©上に樹立せられ 
個人の赧魂で明智 - V 适迷との『象牙 4 角の邡』か以つて字宙 
意識に臍の緒 4 -つないでゐる點から出てゐ 3 。菸式馈祌焖學 
者は金く無爲無能の從であつて"斯の如き世界を見^にはそ 
の眼光が餘 U に小 S かつ t : ので ある o 」 it でに 7 a イ r とそ 
の M 神分析£な赏揚してゐるアランディが「分 rr 的翳氓」^難 
じてゐるとすれば、そこに一飩の矛盾を譯溝 MCMC ' なかつ r : 

新刊紹介 


のであらうか尸私は Kf 文を手許- U 持ってゐないが、課者が「分 
析 SF 取 J i 諫してゐ a の U 琪る「分化翳驭 」 i した力がょか 
つ t : のではないであらうか。このやう rrMm かなさしめたも 
のは氏の綜合 rr 堞的な考へ方ではないかと思ふ〇氏の身土不 
二の; fil 則だ S " ィン日 P ジィ尨どの綜合®战には常々あてら 
れてゐる一人で私はあるが、さふ方法で®44や治療^の 
やうな技術的學間が呵能であると考へるこ1£|1危險である。 
私は課漪がも一度よくこの課讲なよみ返3れろことを希宠し 
たい〇さ5して西洋®學<1野しズも批判的である如く、所鄹 
m 洋®取に對 L ても批列的(只今のやう Llm 仰的で ti く)で 
あられむことな希望してやまな、 M 文は極めて M 楊であ气 


寄贈雜誌 

f 國民思想 r 『 n トパ j 、 r 見莖， r 『知性 r r 神經 
Hr F 英語硏究』、『作品 H 『生きて行く泣^『人生 
创造』、『カレント•オブ•ザ，ヮ—ルド』、『*スタ=エ 

ン』，『科^ベ ' r irm 泣党月報 r 『通俗跤學 r 『才 
1ル女性./『中央演劇』 riur のべ—ヂ r 『免徒 r 『金』 
『英語背 年』， r 南璐銥赏』■ f アルビオン』、『少年新 
報 J 、 『通俗衛生 r 『腦气『雜記帳 r 『 rl 1 モアクラ 
ブ J 、 『傳統. r 『帝阈エ蚝』、 r 唯%論硏2、 S 業 
組合時報 r 『粘神分析論叢』、一 r 丁： s 倫 gjra 本 R 俗』 
『社^事_』、『學趟新聞』 
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編輯後記 

ハヮィの特別誌*ドクトル饬村芳弘氏 
その他大勢の方々から、近來本誌の愈々 
充質して來れことか賞揚し、激勘 g 手紙 
を M 令ましれが、本號も和常なものにな 
〇たと思つ- C ゐょす。編斡渚 s 誠 m と興 
切 i が忽ちに L て雜竑かょく L て行くも 
のであ^ことは雑誌事業家の常に語 S と 
ころでありますが"本誌編鲥部 I 、积問 
への誠^と m « へ£親切 i 云ふことを常 
にモットーにして行きたいと Aii つてゐ i 
す 0 

X 

新铋絍奍は今 B 1 II あり主せんで L f : o 
小山货修氏 II 久しぶりの御執 m で I た0 
宮 mil : 氏は父^修氏長逝0¢とを受けて 
成女舉校松の IE 任に就かれ?:ので、執誑 
が迎れ、いろ/\誠渚諸氏の期待にそむ 
ぃた祺な鲥鲥部か£>1謝します。 

X 

最近の特別誌友加入界名簿(1次©如く 
であります。近來は雜誌への反^の盛ん 


な割 K : 特別誌友加脱が少いやぅ ' C す0 
►大阪府撄中市：：： 中村修平 殿 

▼京都市 . 船井平三殿 

▼典 MC 縣：：：…：：：淼 a 正武殿 

▼八戶市… .. .…武田兼七殿 

▼柬凉市‘…： • ：••：石田良夫殿 
なほ他の方々(:もせいぜい御加盟の裎 
M 上げます。その方が相互1:便利が多ぅ 
御座い友すから-。 

X 

本誌笫芄卷 C 昭和十二年度)合本は十 
一刀末顷には出來いれします故、御&込 
み下さい。定惯 II 前卷通リ、佥 illrjl 、送 
料は十五0であ5ます。 

特別誌衣！一してこの際合本に製本方御 
希轺の方々は"御手許の雜誌を十一 J 廿 
五 ui でに i _ H 所へ、??送料及び手數料と 
して llh 錢同封の上御 M け下？い。製本料 
と云ふもの ITKI 分115いもの T あるこ iu 
佐樣_存知の答ですから，この合本 S 受 
けは常所が特別誌*諸氏への奉仕であ S 
こ i は、御 ii 解下さるところであらう i 
存じます0 

合本は第一卷上下のみ品切、他 it 全部 


フロィ K 先生 

額面用宵像頒布 

昭和八年恭にフロィド喜_祝祭劇を常 
硏究所が公演しました際に、フロィド博 
，士から本硏究所 ( C 寄■贈せられました大宵 
像逛を縮 B して、請#諸贤にお頒ちしま 
す。 その銳い眼光と、 V 遇な額と、力强 
い森梁とに於いて、ょく碩擧の性格とそ 
の學風とが象徴されてゐます。 

品 0 1 寫眞(シ ユムッ T i 职作逬。立派 
なものである C とを信じて下3い〕 

用紙 ，—— 上質 B 眞用紙 

大きさ I 縱九寸五分、嵇七寸五分 

代價——一圆五十錢 S 料共；}但し特別 
誌友には一割引いたします。 

注意- ——額に入れる際、裘而に新聞紙 
を柿入しますと印刷 ィンキがしみ 
て黃也くなります御注意下さい。 
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i I 「3 ml 舡 


昭和十二把十 I / J ! H 發行 

ofij 刊〕定價五十錢 

柬 JK 布木 ®: Kg 込動坂町 H 二 七 
1 B (^ 及 

0行 人彻迠二 

臾苽帘 Jslt - 诚北三筋町五五 
印®所 H 迎堂印刷 ;?r 


M つてを y 吏すか御訣文下さい。 

單册品切の分 trr > 一卷では 01 號、 
筇一一一號、饰四號、笊五號。第二卷で U 第 
七號"都合五! ate です〇跟撒 i し - t あと！ 
部宛しか残つてゐないものには第二卷笫 
二號(女性心理號〕と笫二卷笊二號 (m 
软心现號〕とがめ y ます。御 A 要の方は 
大至您御巾込下 S い〇 
X 

大视 №0 『祝代 B 本の社 fr 分析』は# 
陽觉販でマが、本硏究所出版部でも、御 
取次ぎいれしますから泣撤なく御 t £ 文下 
さい。菸教躬名御希紫の方は"その旨御 
lit 添下？い C 

廣赀 LL あります人先 fill 造、臨時堺刊號 
『性生活體系』 L 取次致し壬す。 

X 

小誌め JI 本‘くれと云つて來 S 人が時 
々あリますが、 J 1 本としての無料送附1: 
お Isrr リ致します。 n 錄希紫の方々は郯稅 
御 fi 攒のことか御注尨下3い。 

X 


次號 It 『夢と鍬微 J 硏究號 として、 こ 
0二* の興味ある關係を樅 Jit 的 1: 究 5 ； し 
て見れいと姐ひ乏す〇 
一、象微形成〇無斌職心现機側：： . 

B 0 

1、涉にょるナルチスムスビ：#隙感の 

句 E 分析-; .. 奥本岛 E 

一、夢及び文琪の共通象徴じ就ぃて：••： 

大槻避二 

一、シ H 丨クスピア 『 y ネット』0分祈 

硏究(ャソグ>: . .岩倉具榮課 

一"ィデ ォ p ギーに現れ?;文化の不安： • 

土嵐秋贾 

一、 三つの涉： . •大槻岐美 

その#"「ナポレオン©性格 j ( 延岛英 
一)は愈々他境 1に人ります1"べルグラ 
1原汲 K 7 K 氏課「女性冷想症」^ I 屉深 
刻な fliJ M に觸れて 行き S す。 なほ計: SE 中 
の t の L ありますから御期持下さい0 

★ 















研究所事業案內 

「分 祈 部 

.神經症治療 ( t ステ yl , 强迫症、恐怖症、妄症想 • 
その他) 

•性格改造(惡癖•奇習など現 is 生活に不適常なる性向 
にして無 E . 識病根に基くもの) 

•客 m の診察(分析的又は辩術的)希轺の方には、紹介 
の勞をとるべし 

一 r 通信分析部 

，分祈法は S 日、 B 者が分祈者の許に通ひて、處茼を受 
けるが正常なれど•遠隔の地に居られたり，その他、 
經濟上、健康上、それの出來にくい人々のために、こ 

の部を設く。 

•希璉者は > その姓年齡、病歴、手記、感想、夢の 

記述などに、斜金(十圆>を添へて當硏究所にお邊り下 

され度。分析診斷明細迸を相常期日の後に邊る"手記 

その他は絕對に他に洩らすことはなし。文字は明瞭に 


喪かれたし" 

.擔常者は硏究所に御一任ありたし"それ<逾常の人 
々にふり向ける。 

三，敎 育 部 

•當硏究所生催の講演會、公開調習會、演劇，その他。 
.所 A 並に客 n に對して他ょり依親の11侦又は講習貪" 

四、出 0 部 

精神分析に關する雜詁及び岡書の出版。 

五_硏究龠 

_硏究の發表とその討議を目的とす。每月一闾、第三月 
曜夕、 にて開催その都度通知、 
出席希 Ei 者に對しては別に資格制限を設けず。舍费は 
食费、會場费、通信費とも出席の都度•六十錢。{但し 
誌代を申受く。雜誌購讀は酋員の義務とす。) 

•雜誌のみに依りて研究の發表又は諸般の事菜に#與せ 
んと欲する向は特別誌友(直接瞷截渚)とならるべし。 
六‘講習 俞 

毎月一囘、第一月曜夜、於硏究所開催。當分主として 
フロィド著書の精讀。會费二十錢^ 







一、本研究所在外硏究會 M を特別誌友と稱す。 

r 特別誌友は本誌の豫約腿讁若として半年分(一閲五十錢)又は1年分(三卸)前納の 
義務を有す。 

一、 特別誌友はその硏究、感想、報告を、編輯部の了解を得て本誌上に發表することを得。 
r 特別誌友は司會漭の承諾を得て硏究僉、薄释會に出席することを得。 


i 約 
S 規 
一友 

刪誌 

^ -MU 

ii 另 

11AI 特 


111 

1 

1 
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1111 書 

仙込 

ilfl 申 

B 

麵友 

㈣ 誌 
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圆特 


霣 

I 

厘 


11 

1 

1 

I 


希盟漭は麻讀 料金と共に、なるべく 左記體裁の中込褴 を送られた し。 

(御迷惑の简所には記人を要せず J 


住 所 
姓名 

年 齡 
職業 
經 歷 


I 


感想 H 

BI 

1 






仏 h 橋 ， 橋 
輪 

久_ 角二 
1 共 

雄馊鏹譯鐵 


長高宮田耑位土萵平大商 


塚土大 
崎屋槻 

茂秋斑 
明遛二 



： A 7™ II 所究研學析分神精京柬 


送宛隔 



十行 


號一第卷五第究硏の期舂思 G 年二十和昭 


倉几榮譯 
內長太郞譯 
ra 齊 0 
橋 0 
谷川誠也 


精神分析學ょり見たる思春期の特質 . . .. 

青年期の硏究 .•• …： 

スタンリ 丨 .ホ ー ,の『思卷期硏究』 ... 

現代靑年に禍根を吿げる . , 

フ n ィごと 乾长 7 ロィド八十歲 B 筵に於ける V * . ::: 

フロィ ー と味浊广 トマス/マソの祝 辭 l fiji J 

▼『群盗』を見て築地、吿げる ... 

V 一邦雄氏の戀愛事件を評す▼國民戰線と人尺戰線 

▼山 本苟三氏の人道主義の肩理性について* . 

銀行公休日 CK •マンスフイ— ルド紐篇小®:〕 ... . . 

オールダス-ハクスゾの人と作口 Imc ジヨ I ド) . . .. — 

教育者のための糈神吩析槪論 CT すフロィド〕； .. 

流行現象0無意識的意圖 . . . . 

心现研究ノート C 锆).. . . . 


時 


詳 


资 


料 




0 


V 十览冏の使途を珣邵す る， 
V 幽链がものを iK ふ V 睬洋 

の分析浅银>禮砲の了ムビ 

バレンツ>袋と地 ^V 山川 

女史の言葉諭是：止 


不若银 




I 二一 
二七 
七# 


V やくざは^い . 

V 立小使辦制靳法…. 

vts 想俳句分 rr 解答， 


俞櫧久雄 
•久下^夫 

徽藤發知良 


東京^ L 神分析學研究所編.5 m 1-+ giJl-lr 

阿部定の精紳分祈的診斷 

性心理*女性心琎研究上の一大拽_姐はこ\に開帳せらる。 





























































號二第卷五第理心女少年少茛不^年二十和昭 


不良少年の犯罪性と精神分析學， . 

不良少年少女心理とをの分析的取扱方 

少年の敎育 n 題と心现學 . 

精神分析學から □ た不良兒 . 

靈魂二元觀 i 雙生兒崇砰(ランク) . 

敎育衮のための精神分析槪論 C アナ.フ 
V 漢方髒嘐の m 興▼谎职將琨の死| 
マ内田切三郎敎授の遝轉手試驗^ 

V 古今集と公徳心 . …：……：： 

9ィラの , ^舞踏# ( K マ VK フィール K 作〕… 

文藝學と精神分析學 ct ゾユク) . 

精神分析微家の立場 . .. 

精神分析學の初輸人^#博士の思ひ出 . 

苗舊の戀愛と「白」への愤憬 .. 


イド V 


•杉 

-大 

■北 

.延 

• is . 


0 

0 


0 


田 

槻 

山 0 
崎 文治 
ぬ 英一譯 
田 齊譯 


時 


評 


▼大槻 


二 


久雄 
具榮譯 


•£ r 橋 
.岩倉 

■武田忠哉譯 
，木村 廉吉 
•諸 岡 存 
•倉橋久雄 


資 


0 




0 


不老摄院主 


►趑赀の K ▼趑既の 山 
▼時計の 子 ▼押資の辯 
▼二月 十一 日には何が起るか…： 

+M 1 

▼とろんこ 火將澡银 分析〕 塚崎茂明 

▼夢の自己分析 . _…：久卞貞夫 

V 大 S 三 ra 山 j 分析钯行…大槻涊二 


►外 R ! 分析舉濟よりの來翰▼外 KI 分祈雖誌内容 
V 語觉解說►相談 c 老父と若い妾の問題〕 


策 

京 

精 

神 

如 

析 

舟予 

研 

究 

所 

本振 

區朿 
励京 

Ss 

nix 

二七 
七番 


大槻憲二著|3-^獅|^^^) 

綱 ㈣ 新らしき立身道(新刊) 

帟逍雄か根祗ょ W 祖し科哄的新逍徳4磘立マ。城阈武 
符を分祈しれる俩所は誠物としても頗る面&し。 
































































送 5 菜 



送定隔 


料五刊 


十行 


號三第卷五第理心と理生 L 专年二十和昭 



一 tsl 五十錢 

三 圆 

料 共 


器質的疾患に於ける心理的要素. ... :…木村菔吉 

精神分析と條件反射： . . .... ：大槻 憲二 

ベ t タレフ 反射學 i その批判：… . . . •…延島 英 一 

苗蕪と一荼との比較硏究 c 笛 i 蚊張)，： . ..■倉 橋久雄 

意識と無意識との最的關係 ... 奥 本 鳥 田 

B 常生活に於ける文化の不安.. . . ■ . 土 屋 秋 實 

(時評)「死なぅ園」事件と所謂國民徙 . . .. 延島英一 

夜更けて 2マ M フィ；ルド作)：.. . ..岩倉具榮霜 

丈藝學と精神分析黎 C ムジユク) ... . . . . 武田忠哉譯 

親 \子 ( 削作戯曲)，： .. .. . . . 嵐 山 榮 三 

少年期の自己分析斷片 .. . . .. . 0 藤多喜 B 

心理硏究ノ 1 卜 (K 萊 m に. ある夢の分析)… . . . …長谷 U 誠 


術語の邦譯に就いて- 


•大槻;1 


也 

二 


資 


料 


雜 


話 


▼リビド T 投資と冋收 j 


▼特許局登錄 
譬 I 名のぞ記- 

►分析診療所探訪- 

▼思出の解決…：： 


不老泉院主 

田中虎男 

.記 衮 

.大槻岐赛 


一獅 


▼外阈分柝若からの手紙▼外國分析誌内容 
紹介►本研究所研究^講習锫報►語觉 


朿 

京 

精 

中 

如 

析 

敗于 

研 


本施 
卿嚕 
區東 
動京 

« 

rar 

二七 
七番 


全十卷全部重版完成•面目一新 

フロイド精神分析學全集 

定價各册平均一 r 4 A 十錢_送料十二錢 














































送一半 
年年 



號四第卷五第性女と性男は年二十和昭 


一而五十錢 

三 圆 

料 共 


男性と女性の生物分析 
女性の對男性心理(不感症) 
性生活に於ける男女の對立 
nl 性と 女性 i の無意識心理 
精神分離症に於ける m 女 
日本人が示す精神分析への抵抗 

時 


評 


►フ T ッショ思想の功^| . .. . .•■大 

▼贺驗心理學の象徴主義一 

V 神風の成功と阈民的感情の分析… . .…不 


大概 0 r 
高水力太郞譯 
延岛 英一 
土屋 秋^ 
木村廉吉 
矢部八 m 吉 

槻 憲二 


老泉院主 


故大位の令臃たち(マ} V スフィ1ルド作)： . 岩倉具榮譯 

結婚恐怖症 Q 分析例 . . . 北 山 隨 

去勢コムブレクスの由來9レクサンダ〕 ... 加藤巳酉—~郞譯 


右と2!と < D 象徴的想義( V オル 


母 


を 


忘 れ 


る(戯 S 


•中尾破邪 
.倉 橋久 


譯 

雄 


資 


科 


雜 


誌 


▼女中と泥搾▼褪と' 
诡▼初淵と處女▼風 

呂德 . 

V 風 S と MS 性感… 
▼新職業 y ス - t ング 

▼母の不倫に愔む娘 


■不老泉院生 

土屋秋實 

延島英一 

c 相談應答) 


雜 

報 


▼外阈分祈雜誌内容►フロイド博士から 
の手紙►内外粲報▼語 CI 


,1 c . 

京 

精 

hr 

9 

析 

學 

研 

究 

所 

本振 
娜 f 
區東 


- 町脂 
;三一 
二七 
七番 


全十卷全部®版完成•面目一新 

フロイド精神分析學全集 

定價各册平均一 KiA 十錢•送料十一1錢 























































送 5 霜 


隔 


料五刊 
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岩武長 
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V ™$1 S 所究研學析分神精京東 


號五第卷五第析分格性女男！は年二十和昭 


一圓五十錢 

三 0 

料 典 


ナポレオンの性格と運命 . . 

俳聖芭蕉の性格上その幼少年時代 . 

夏目漱石の性格 .. 

女性感の發逮段階べシグラ！^. . 

千姬の精神分圻 . / 

精神分析にょる性格硏究 . 

ナルチスム X と M 盤原則.： . 

精神分析學の翳舉的 M 値(アレキザVダ〕 . .：：…： 

一時評精神分析映避『魂を失へる男』に就いて 

心现硏究ノ —卜(戀愛と何流の涉、その他〕 .. 

文藝舉と糈祌分析(ムシュク〕 ... 

少年の足(感想) .. . . . 

故大佐の令 im たち ( K •マソスフィ I ルド作)—— . . 

殺人犯分析三例... .. . 


資 

料 

_ 

L = i 

雜 

話 


▼支那人の排日心理 
V 千人針の分析考 

V 献金と#剠 V 或る 

與件心 MVB らゎぬ 

湯殿九三六年の 

み^ 

▼性格は窓識的方法では 

改迆せられぬ(記 


不老泉院士 


難 


▼米阀分析家の手紙及び竹像ず外阀分析 
誌内容紹介▼硏究钤及淡恝伶報►語免 


三一 
M 1七 
七番 


i 


太槻憲二著 十月中句發行 

現代日本の社會分析 

赖神分析«言ノ取界への首菓.階級と说族 
文®と社 fr 逝識■婦人界の ft # 問 m など 























































身/.%1部版出所究硏學祈‘分-神精京東 



錢六料送•錢十八價定 I !づ出版五第訂改補增 


一、 现代日本人が 讀 ^trc ることを 忘れてゐないこと 
A 二、斯學の紙織的知識を與へること 
才笔グし j 申 tlHfl: 例はみなわが阈のものを舉げて M ハ味 多く 說ける こと 

四、 その理論的根摅につき明快にして要を#やすいこと 


(口繪二葉)フロイド S 及び S (共に雾に贈れるも S 
第一章精神分析とは何か 

(I) 無意識 Q 發马催眠術と砘神分析( I )夢の解釋 r その方法と K 例。典型的の 
夢 MM ) 無想識と姑神症，神經症。無意識〇特徴。相反並#性とは。 

猫二章精 PI ' 分析の科學性 

( I )科學とは何か。(13種々な»釋の可能。？〕解釋と認識。(^0科學性の複雜0 
二苦選一と無意識。 ( Y 〕 irc 複決定。竹取物語分析。 (3 所謂科战漭 Q 偏見。 

節三章精神分析の機能 

( I 〕病的の心理。ナルチスムスとは。 T ) を®10理論。抑順說。リビドー說。 I & 
力說。 H ディボ K 說 U 幼兒性感說。生死本能說 u ( I )痫鉍〇治療。分析と綜合。 
非醫#の分析。(1)理論の應叫言語學的興味。文遴學的興味。源氏物語分析。 

笫四#超心现 a としての精神分析 

三つの ii 地とその綜合。 ( I ) 動的見地。 (i 局所的見地。 i ) 經濟的見地。 

第五筇精神分析の發連 

(1) シャルコー及びジャネー。( I 〕フ u イドの史的地位及び特徴。汎性慾說解嘲。 
( H ) ユング、了1ドラー、その他の分柝學者〇特徴 9(皿) 國際學倚と研究機關。 

笟六载精神分 rr 硏究手引 

(I 〕我が ^ に於ける硏究史及び文1 i 。 (I) 術語表解 ( 索引 。) 


















本鄕區動坂町三二七，（振链)東京七八八一七番 

東京精神分析學研究所出版部 


性的に變態なる者は爾餘一切の生活に於いて變態で 
ある。まづ性生活と戀愛生活とを分析合理化せよ。 
然らざれば其の人は遂に現贲生活の敗北者たらん & 


緒論戀愛性慾と本能との關係 ( I 、 本番の目的と範圍0 ir 箱神分析本能觀とその鞔連 9 =r 戀愛 

性慾心理の推移。> 

笫 r 半戀愛 生活の心理 ( , 自己戀愛の栳相。 二、 對象戀愛の採相。 三、 救助願 mCD 心理とその极 
源。 四、 女性の戀愛心理 。五. 戀愛に於ける好きな型 D ) 

第二章性慾 生活の心理 U 、 性慾心理の根抵。 二 •思春期以前の性感。 三、 幼兒性感論の生物學的 
吟味。 四 •男女靑年の性心理。 五、 贷慾と性慾との關係。) 

第三章變態 性慾の心理 ( I 、變態性慾心理の M 々相。 II 、 ヒステ® N 1の性心理。 三、， 母性愛と妖婼 
愛。 四、 情死の性心理的意義。) 

第四章同性愛の心理(て同性愛と異性愛0 II 、婦人の同性愛。三、男子の同性愛〇四-同性愛に 
對する逬徳的判斷の可否。五、子供の同性愛とその取扱方" 

第五華家庭生活と性慾生活 (": 夫 M 生活に於 It る性的關保と Ma 的關保と。一--:或る夫婦生活の 
分析猢察。三•嫁姑問題のリビドー述命史的意_。四、近親|1の性的定_。五家哆内に於ける女中の 
愛慾問題。) 

第六華戀愛性慾生活の統制及び處置(「一!1性慾奉 rTfK : 於ける身心の閼係。一 r 五植の處铤法 •) 


大槻憲二著 


菊判三百餘頁。布裝、灰色主調白文字 

萵雅。揷阖铿富。函人美本。 


(r 料金 g 3 



待望の科學的新#生訓、遂に{元成！ 

















































_ ! る來りよ常異物食は常異象现命生の 切一に故〇しな象現命生處きな物货 

著一如澤櫻 


譯一如澤樱 Le Dr. Rene ALLENDY 

向傾新の學醫洋西 

錢二十料送錢十八圆一惯定頁〇六三入函制六四 



刊月 

刊月 


む 

食 

本 

す 


會 

び 

養 

出 


版 

—* 

年部 

—一依1 
郎部= 

物 

五五 
十 

三二十 

十 

■ 

案 


五 

內 


mi 錢年 

im 



逾本 



呈無 

: ^ 




!りよ卷食は康健_ I りよ康健は繭幸 

(六二六三钡赤話锻）九一町谣布麻京東 

(番四八三四-京瓣振）行發會養食人法削社 


M 洋馓中には「原論」がない洽擗舉1 
がない。卽ちそれは指沿 KI 理を欠 
いてゐる〇 

本®は其の欠151を痛烈に剔 m し 
•新しき M ^ の方向を示してゐる。 
プランス^_分祈^の權威アラン 
ヂィの1?を M け 

『铤素とか抗 g 素とかいろ<大_ 
げさな名を0けて It ゐるが"何れ 
も皆空想で拽物な見たものは一人 

もない . n ッホのッべルクリ7 

ンの如ぎは醫學史に拭ふべからざ 
る汚15を残したのである。 

现代谘學は沒落した』その沿療1 

法は放粟された、骼奔は争：ての m 

賴すべき方法を失ひ、名臀を失ひ 

信用を失ひ、更にバンを失つ てし 

まつた。髒舉の不 IF 確と不安さは 

至る處に顳露されてゐるのだ ！ j : 


I J > , 生命と食物熾进 
正しい食物について第一篇十三錢 

(遂料共) 

身ヱ不二の原則；!十_|自(送料共〕 
肺結核の食物療法？1酵料3 


■食療讀本金拾 Is 


送料(九 9 
I 免物であらゆる舸狨を治す法— 



















































京柬替振 
©八 A 七三一 


會のバトコ 


區込牛帘南柬 
ゴ七ノ三町原 


日本文化と國語敎育 


國語の愛護 
日本文化と國語 
日本文化と國語敎育 
日本散文文體史論 
日本語法史序說 
國語敎材の變遷 
新日本文化の書 


旱稻 S 大學敎授五 
帝國菜銜_校敎授金 
m 东女高師敎授 S 
法政大轵敎授ま 
E 學院大學敎授令 

編 

學 


國語敎室 

綴方敎育私見 S 小 S 課溃 
國語敎材の綜合研究(卷八 ) 

^ 0 成跋蝌間 Ifll 琢 W 

批判 コ 

次號豫 f - f 韻文の硏究 


定價五拾錢 

C 送料二錢) 


十嵐 
原 省 
井 庄 
武好 
泉忠 
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界 諸 
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np 
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水 幸治 

1 道失 
バの會同人 





























醫學博士 古 澤 平 作 


東京市世田谷區東玉川町一九0 
電話田園調布 (§) 三0三二 




































ベ少グソン 

廣瀨哲士 


四5布禅上製 


P 


X 


1償一圓五十錢 


四錢 



(内容) 

夢 

形而上學序說 

• X ->!:. 

ベ 〆 グソゾ錐 m 


1554故芥川 fKL 之介は『ベルグソンの赀學は美しい透明な建築を見るやぅな感じだ j と云つた。 

この言萊を證明するものはベルグ y ンの初期の作品で、就中"本#に譯載した「夢」及び 
「形而上學序說」の二篇は、後年の大蒂にも見られない美しい詩藻が盛られ"ベルグソン哲 
學の眞髓に觸れる絕好 q 入門害で—。 


メレジュ nllv スキイ著 

昇 曙夢譯 


II 


1 ーハ Q 


トルストィと 

ドストエ—フスキー 


小林 31 雄氏評：：ドストフスキィに關する外國の硏究 

#は、僕の語學のゆるすかぎリい S いろ瞋んでみた。 メレ 

ジュコ7スキイの「トルストイと K スト H 1 フスキイ」も 

昔 M んだので最近誠み返してみた。やは yc の論文は光つ 

て ゐると 思つた。 ことにトルストイの 分析は 鮮やかである 

と ; S つた。(文^界) 


鹿瀨哲士譯 


笑の哲學 


11-一58 


ルナン落 P 

脔潮哲士譯 B . 


0 


定 [ HT 五〇 
送料 5 


ヘルマン • n ルフ著高橋 M 二譯 

人本主義と浪漫主義 


-Too 


0 


5 


ヒ ril マ-ーズムとロマンチシズムは近#の二大思潮だ。 

本番は獨逸擧界に令名嘹々たる n ルフ博士の名講演を譯 
述せ&もの。ヒユーマ*ーズムの冏蹈 sIlfl : しい折，大方の 

一諌を薦む。 
























行刊號時臨 
旨趣の 


「人生例造」十月號は、大概遊二氏の11座『戀愛•性慾の虛 mLLL 』 が當局の忌避に觸れ二禁止•削陆 i とな 
つた。國法0然らしむろとこ6"もとょり止むを得ないが，吾等の硏究はどこまでも眞而目で*常に吾が 
人注の正しき創造生活$:念顧しつ、あるのである。この厄に M ふや、多くの同志から慰問激勵の手紙や® 
報が飛來した0本社は，同志がょくこの lit ] の消息を理解してゐることを感■し又安堵するものである。今回 
の臨峙埒刊は"糖止の不名#を挽回し、^徒としての吾等の眞而目なる態度?:鮮明せんが爲めに企てたも 
のである。大概氏が進ん t ? この舉に怏紐して下さつたことは菸ばしい。 

(發賣につき注意〕この增刊號は、支部會 M 、 特別會员、呰通# M にげ直接郵送します。#店には 
無論出てゐます〇が、少部數ですから，品切の節は本社に痕接御注文下さい。郵便切手又は振替口座 
へ四十二錢(郵税共〕お送り下さい。 




人生創造 HI 特別硏究號 


性の生活體系 


思春期•靑年期 
壯年期•老年期 


の 研究 


第 I 部 性の生活體 系、精神分析 學的硏究 

大槻憲二氏執筆 


第二部人の 


生•性生活の道徳的研究 

石丸梧平氏執筆 
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